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プロローグ　挑むもの







　ぱちぱちぱち――

　拍はく手しゆの乾かわいた音が山中に響ひびく。

　ややあって手を止めると、少年は口を開いた。

「信じてください――かあ」

　白銀の髪かみに挑ちよう戦せん的てきな表情。一見すると、世の中に反はん抗こうする中学生のごとき風ふう貌ぼうだが、そんな可愛らしい存在でないことを、俺おれはよく知っている。

「信じろ、信じる――うん、いーい言葉だ」

　少年の名は、氷ひ室むろ結ゆい。

　異い称しようを《終わらせるもの》という、力ある神の一柱であり、そして――今俺が打うち倒たおすべき敵。

「『俺を信じろ』とお前は他者に要求する。そこには責任を負うという決意、そしてそれに足る存在でありたいという意思が感じられる。でもな――二つほど質問がある」

　結は俺に視線を向ける。

「一つ、神ではないお前は、神に勝つことはできない。絶対に、だ。――この差をどうやって埋うめるつもりだ？」

「…………」

　神と半神半人。その間に横たわっている差は圧あつ倒とう的てきにして絶望的だ。そのことを俺は思い知らされている。

「そしてもう一つ」

　そこで結は皮肉げな笑えみを浮うかべた。

「お前自身は他者を信じてるのか？」

「…………」

　答えない俺に、さらに嘲あざけるような言葉が投げつけられる。

「なあ、御み子こ神がみてとらに見放され、羽は村むら梨り玖くに去られ、亜あ夜や花かに背を向けられてなお、お前は誰だれかを、何かを信じられるのか？　まだ『天てん秤びんの会』やその高こう邁まいな理想を信じ、そのために戦うのか？」




　俺は名な塚つか天たか人と。半天使ネフイリムでありながら、神に挑いどむことになった男。

　――少し時間を巻まき戻もどす。

　あの日、俺が『天秤の会』と氷室結の因いん縁ねんを知ったあのときから、話を始めよう。







一章　トリックスター







　夏休みの最終日、寮りようのキッチン。

　彼かの女じよのその言葉に、俺は皆みなの分のお茶を用意する手を止めた。




「教えてあげる。あなたの敵となる存在、亜あ夜や花かちゃんの父親にして、私たちに相対する神。あの《終わらせるもの》について」

　この寮の、そして『天秤の会』の責任者、御み子こ神がみてとらさんはそう言った。

　そう、俺は知りたかった。知らなければならなかった。聞いてしまえばもう後あと戻もどりができないのだとしても。

　固かた唾ずを呑のんで、てとらさんの言葉の続きを待つ。

　と、彼女は不意に口元をゆるめ、いつもの脱だつ力りよくした笑みを浮かべた。

「まー、とりあえずはお茶淹いれちゃおうか。お話の続きは、みんなが揃そろってからねえ」




　　　　　＊　＊　＊




　ここ実み尋ひろ市しでは、多くの『人ならざるもの』が人間の中に混ざって生活している。




　近年の人類の発展に伴ともない、人外の存在たちはその勢力を衰おとろえさせていった。

　彼かれらの中でもとりわけ強力な、神と称しようされるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの信しん仰こう心しんの低下は神々の力をさえも大きく減じさせていたからだ。このままでは存在を保つことすら危あやうくなるというところまで、状じよう況きようは悪化していた。

　彼らは『あらゆる〝人ならざるもの〟は、人間の世界で人間との共生を目指すべきだ』と結論を下した。

　これまでにも人間社会にとけ込んで生きる例外的な者は存在したが、それを大規模かつ組織的に推進しようというのだ。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートする。その際に人的、霊れい的てき環かん境きようを考こう慮りよし、モデルケースとして選ばれたのがこの実尋市だった。

　曙しよ光こう山ざん学園紅こう南なん寮りよう、通つう称しようニュートラルハウス。

　学がく生せい寮りようであると同時に、人外たちの監かん視し、統とう括かつを行う『天秤の会』の拠きよ点てん。住人のほとんどが神様であるという非常識な場所。

　そこが現在の俺の住みかだ。




　　　　　＊　＊　＊




　夏休みも終わろうかという頃ころ、俺はとある事件に関かかわって寮を離はなれていた。それ自体は無事に解決したかに見えたのだが――そこで話は終わらなかった。

　その裏で、実に様々なことが動いていたのだ。

　ルームメイトは突とつ然ぜん、俺と距きよ離りをとるようになった。

　幼おさな馴な染じみが操あやつり人にん形ぎようにされかけた。

　『天秤の会』は獲え物ものとして観察されていた。

　周囲が別のものに変質していくような、あるべきではない姿へとズレていくような、気持ち悪さ。そんな感覚に俺は直面させられた。

　その元げん凶きようが――《終わらせるもの》。俺の居場所を土足で踏ふみ荒あらそうとする、悪神。

　そして彼は、俺とのゲームを望んでいる。

　――俺はてとらさんから、そのことを教えられたのだった。




「はあい、それでは、会議を始めたいと思います。今回の議題は――って、一人足りないよね」

　てとらさんは小首を傾かしげた。

　食堂のテーブルの上には寮りよう生せいの人数分のアイスティー、そして焼き菓子の入った大皿。

　席も埋まっている。――ただ一つを除いて。

「亜夜花はどうした？」

　俺が問うと、メイド服の幼い少女が答えた。

「えーっと、『気が向いたらあとで行く』とおっしゃってたですけど……お呼びしてくるですかー？」

　お尻しりから生えた尻しつ尾ぽがぱたぱたと揺ゆれる。

「いや……」

　俺は少し考えて、首を横に振ふった。

「いいよ。ありがとう、ウルリカ」

　今、無理に引っ張ってくる必要はないだろう。これから行われるのはあいつに深く関わる話ではあるが、それだけに負担になるかもしれない。

　てとらさんは俺の判断を追つい認にんするように肯うなずいて、再び口を開いた。

「えー、議題は、氷ひ室むろ結ゆい君への対策について、ですー。重大案件だから、みんな気合入れるようにー」

「……むしろ気が抜ぬけるんだけど、その口調」

　柚ゆず原はら万ま那なさんが呟つぶやいた。

　曙光山学園高等部の一年先せん輩ぱいで、明るい色の髪をした美人。気の強そうな顔に似つかわしく、本ほん性しようは戦の神様である。

「でも、寮全体の会議形式って、珍めずらしいですよね」

　万那さんに続き、隣となりの黒くろ髪かみの少女がてとらさんに言った。

「みんなを巻き込んじゃっていいんですか？　相手が相手だし、天たか人と君やコウタちゃんは危ないと思いますけど……」

　こちらは柚原千せん那なさん。

　万那さんのお姉さんで、俺の二年先輩に当たる。妹とは対照的におっとりとした和風美人なのだが、その本性は同じく戦神。ちなみに怒おこらせるとものすごく怖こわい。

「お姉に同意ー。あたしたちだけで何とかすべき問題じゃないの？」

「えーと、理由を説明するとだねえ――」

「その前に、事情を教えてよ」

　少し不ふ機き嫌げんそうに口を挟はさんだのは和い泉ずみコウタ。

　この寮りよう唯ゆい一いつの純じゆん粋すいな人間で、魔ま術じゆつ師しでもある。初等部の六年生。口調、そして整った外見も少年っぽいが、女の子だ。

「その氷室結って誰なの？　ボクたちが危ないって、何が？」

「なら、まず問題を整理してみようか」

　和泉リョウタさんがにこやかに言う。

　容よう姿し端たん麗れいだが、いわゆる悪あく魔まと呼ばれる種族で、かなり名前の知られた存在であるらしい。人間としての身分は大学生で、コウタの兄代わりも務めている。

　ここで、一連の出来事が改めて説明された。

　氷室結という男が亜夜花の父神であること。

　昔から何かと『天秤の会』と対立する存在だということ。

　幼馴染のみならず、俺の妹にも危害を加えようとしていたということ。そして――おそらくは、亜夜花にも何か圧力をかけているだろうこと。

「なんか、全部たか兄の周りの人だよねえ。好かれてるのかな？」

　自分も当事者の一人にもかかわらず、能天気に笑うのは羽は村むら梨り玖く。

　中等部の三年。俺の幼馴染であり、先日、氷室結と直接的に関わった人間でもある。いや、その本性は吸きゆう血けつ鬼きなので、人間というと語ご弊へいがあるか。

「好かれても嬉うれしくない相手だけどな」

「好いた好かれたなんて、大たい抵ていままならないもんだよ。――天人君、この間、鬼おにの一族とやりあっただろ？」

「ええ」

　俺はリョウタさんに肯いて見せた。

　とある女の子を護まもって、鬼たちの集団と事を構えたのである。

「あれも結君が裏で何かやってた可能性が高いんだよね」

「……でしょうね」

　亜夜花の様子がおかしくなったのは、あの事件の直後からだった。おそらく、どこかで結に接せつ触しよくしたのだ。

「で、どうして寮のみんなで会議をするのかと言うとお」

　てとらさんが話を戻した。

「梨玖ちゃんが言ったように、どうやら彼は天人君をメインターゲットにしているらしいんだよねえ。であれば、どう考えても天人君周辺、つまりコウタちゃんや梨玖ちゃんも危険域に入ってくるんだよ。現に梨玖ちゃんには手を出してきたし。だから、情報は共有しといたほうがいいかな、と」

　『天秤の会』の主戦力は、てとらさん、リョウタさん、千那さん、万那さんの四人である。俺やコウタは神々に比べると能力に制限があるので、手伝えるところは手伝うという感じ。ウルリカは亜夜花の付き人、梨玖もちょっと立場が違ちがうので、表立って関わることはない。――普ふ段だんなら。

　つまり今この寮、ニュートラルハウスはかなり特とく殊しゆな状況にあるということだ。

「あと、みんなの協力もお願いしたいんです」

　俺はテーブルに着いている顔を見み渡わたした。

「多分必要になってきます。俺自身が先頭に立って氷室結の相手になることを希望したので。よろしくお願いします」

　頭を下げると、神々――万那さんは、は？と眉まゆをひそめ、千那さんは目を瞬まばたかせ、リョウタさんは面おも白しろそうに口くちの端はしを吊つり上あげた。

「――却きや下つか、きゃーっか！　何言ってんのあんたはっ！」

　最初に言葉を発したのは万那さんだった。大声を上げながらバンバンとテーブルを叩たたく。

「だからさあ、危ないんだってっ！　自分の力をわきまえなさい。戦い方を教えた師し匠しようとして言うけど、アレはあんたの歯が立つ相手じゃないの！」

「まあ、それはわかってますけど……」

「わかってない！　神とそうじゃない者を隔へだててる壁かべは、あんたが思ってるよりずっと分厚いんだからっ！」

「まあ、この場合の〝神〟は他の存在から隔かく絶ぜつした力を持っているものの総そう称しようだしね。積み重ねられた信しん仰こう、及および顕けん示じされた力の差、かな。基本的には、神とやり合えるのは神だけだ」

　リョウタさんが苦く笑しよう交じりに言った。

　俺は三つほど、人間にはない特異な力を持っている。

　まず、常人を上回る運動能力と回復能力。

　そして重力の操作。自分と自分に触ふれているものに働く重力の方向を変えることができるというもの。壁や天てん井じようを歩いたり、格かく闘とう戦せんに応用すればたやすく相手の重心を崩くずすことができる。

　最後に、てとらさんの眷けん属ぞく、代行者としての能力。唯ゆい一いつ神しんの力を、ごくごく一部だけではあるが、借りて行使することが可能なのだ。

　しかし、いずれも神と呼ばれるに足るものでも、神に対たい抗こうできるほどのものでもない。

「ってかさ、ボクはその結って神様のことよく知らないけど……実力差以前に、天人が関わらなきゃいけない理由でもあるの？　メリットが見えないよ。おせっかいな性格なのは知ってるから、本人が出しゃばりたがるのはまあ理解できるんだけどさ」

　若じやつ干かん辛しん辣らつな意見付きで疑問を呈ていするコウタ。

「そうだよね。――私は結さんを殺やっちゃうのが一番早いと思うの。そうすれば別に誰かが矢や面おもてに立つ必要ないですし」

　癒いやし系けいな声で物ぶつ騒そうなことを言う千那さん。

「千那ちゃん、協定無視っちゃだめー」

　てとらさんが呑のん気きな口調で釘くぎを刺さした。

　実尋市は、人と人ならざるものが融ゆう和わするための場所。街や住人に被ひ害がいを出すことは禁きん忌きである。しかし、当然ながら街中で神と神とが相争えば洒しや落れにならないことになる。よって、神の力を使っての私し闘とうは禁止されているわけだ。

　『天秤の会』に所属する神、つまりてとらさんたちの場合、実尋市の秩ちつ序じよを護るというケースに限れば力の行使はほぼ容よう認にんされる。しかし、神格が高い分、それ以外で能力を発揮すると風当たりが強くなるそうだ。力が大きいてとらさんなどは、特に動きが取り辛づらいのだろう。

　もともと人間との共生共存というのが暫ざん定てい的てきな試みであって、力ある存在の中にも反対者は多い。人間に肩かた入いれする万那さんのような神の方が少数派であり、変わり者なのである。よって下手に口実を与あたえてしまえば共存反対派の介かい入にゆうを招き、『天秤の会』やひいては実尋市の存亡に関わる問題になってしまう。

　まあ、パワーバランスに気を遣つかう必要があるというのは、人間の集団に限った話でもないのだろう。そういえば神は自分に似せて人を創つくったと、どこかの聖典が説いていた気がする。

「氷室結なんだけど、表面上はあたしたちの賛同者ってことになってんのよね。人間を尊重し、共生を推進するって」

　万那さんは俺に向けてそう解説してくれた。

「あたしたちには彼が不利益を被こうむらないよう尽じん力りよくする義務があるってわけ。だからなおさら手を出しにくい」

　リョウタさんが続ける。

「で、彼の方も問題にならないラインを見み極きわめながら、こっちをちくちくと攻こう撃げきしてくるわけだね」

「問題にならないって……奏かなでまで襲おそわれてるんですけど」

　八歳さいになる俺の妹である。俺の縁えん者じやということで目をつけられ、結の送り込んだ怪かい物ぶつの襲しゆう撃げきを受けることになった。結果的に皆の助けもあって大事には至らなかったし、要は俺のとばっちりを受けたわけだから申し訳ないとも思うが、それで済ませられるわけもない。

「彼女はこの街の住人じゃないからね。厳密に言えば『実尋市の秩序を護るため、安全を保証すべき対象』には含ふくまれない。だから彼女がどうなっても問題にする必要はない――ということになる」

　俺はリョウタさんの言葉に眉をひそめた。ずいぶん冷ややかな言い草に聞こえたのだ。

　だが、俺が何か言う前に、コウタが声を上げた。

「兄貴、そういう言い方はないだろ！」

「失礼」

　特に動じた様子もなく、リョウタさんは微ほほ笑えむ。

「別に奏ちゃんが襲われてもいいと言っているわけじゃないよ。ただ、氷室結の言い分としてそういう理り屈くつの成立する余地があり、それに賛同する勢力も少なからず居るだろうってこと。人の命は、決して重くないんだよ、彼らにとっては。追つい及きゆうすれば、逆に『街の住人でもない者を、神としての力を使って護る必要があったのか』と、こっちが叩かれる可能性が高いだろうね」

「ま、必要があればその程度の対立はいくらでもするけどね。氷室結はそういう微び妙みようなところを突ついてくるから、もー、すっげーうっとうしいのは確か」

　万那さんは顔をしかめた。

　『天秤の会』は必要がないのに神の力を振るった。信しん頼らいに値あたいせず。存在価値なし。

　――そう言われるような事態は避さけたい。

　仮に無理をして結を追おい払はらえたとしても、人間との共存がご破算になったり、『天秤の会』自体がなくなってしまえば、収支は大きなマイナスとなる。

「……そういうことか」

　納なつ得とくはできない。ただ、解わかることは解る。

「えと、その論法で結さんが私に関わってきたケースを考えると――」

　んー、と唇くちびるに人差し指を当てる梨玖。

「囮おとりとはいえ提案を呑むような素そ振ぶりを見せてましたから、公おおやけに非を問うのは難しいって感じなんでしょうか。彼もそんなこと言ってましたし」

「そうなるね」

　リョウタさんが肯く。

「ああ、でも、外の人から見てもたか兄の関係者に見えるのね、私。それはちょっと嬉しいかなあ」

　悪意ある神に接触し、利用されかけ、下手をすれば深刻な危険に晒さらされるところだったのに、他人事のように梨玖は笑う。

　また自分の身の安全、利益不利益などを完全に度外視している。しかも無自覚に。

　まるで自身には何の価値もないとでもいうように。

　俺はそのことを指し摘てきしようと口を開きかけ、そして、ため息をついて思いとどまる。いずれこの幼馴染とはきちんと向き合い話し合う必要があるが、それはこの場ではない。今考えなければならないのは別のことだ。

　話を当面の敵に戻す。

「あと、再び引きこもってる亜夜花ですね。様子が変ですから多分何かされたんでしょうけど……本人が何も言わないので、これも氷室結の責任を問いようがない、と」

「様子、変なの？　あの子が出てこなくなるのって、通常営業に見えるけど」

「一応、俺は毎日顔合わせますから、わかりますよ」

　俺は万那さんに答える。

　確かに一日部屋から出ないことも珍しくないが……今はどこか違う気がするのだ。

「つまるところ、現状『氷室結を強制的に排はい除じよする対象と認にん定ていする』というのは、きわめて達成困難なタスクと言わざるを得ない。僕ぼくたちの方から能動的に仕し掛かけるだけの隙すきがないからね。わかるかい？　天人君」

「……まあ」

　俺の気持ちがどうであれ、事実としてはそうなってしまうということだ。あるいは感情的になるなとリョウタさんは言いたかったのかもしれない。

「わかったら、関わろうなんて思わないことね。あたしらからは打つ手がないし、そもそも相手の力を考えればあんたの手には負えない」

　話を打ち切るように言う万那さん。

　しかし俺は黙だまらなかった。

「だからこそ、俺が直接やりあうことに意味があると思うんですよ」

「ちょっと天人――」

　万那さんは眉み間けんにしわを刻みながら口を開きかけたが、俺は続けた。

「まず、理由を聞いてください。今回の件は、氷室結と『天秤の会』の戦いですよね。で、なぜか相手は『天秤の会』の中でも俺を気に入っているらしい」

「それが何よ？」

「こちらから手を出すのは難しい。氷室結は逃にげ道みちをいくらでも持っており、カウンターを食くらう危険性まである。彼にとっては正面から殴なぐり合うより、適当にいなしながらあしらった方が遥はるかに楽でメリットが大きいですしね。――でも、俺に関してだけは話が別です。向こうから勝負を仕掛けてくる可能性がある」

「……言いたいことはわかったわよ」

　不機嫌そうな顔。

「その場合、あんたが受けさえすれば、勝負が必ず成立する、と」

「つまり、こちらが攻せめるチャンスができるわけだねえ」

　相変わらずのんびりと、てとらさんが言葉を継つぐ。

「そう、結を奴やつの土俵で負かして、文句ない勝利を手に入れるというチャンスです。俺が居ればそういう状況を作り出せるかもしれない」

　わずかの沈ちん黙もく。

　まず、

「すごいねーたか兄、大役だねー」

　と、梨玖が拍手しながら賛意を表明。

　続いてゆっくりとてとらさんが手を上げた。

「んー、私も賛成かなあ」

「い、いや、待ってよ」

　万那さんは慌あわてたように口を開く。

「勝負を受けるまではいいとして、力が全然違うでしょ？　そもそもこれ、『勝負したはいいけど勝てませんでした』じゃ意味ないんだよ？」

「え？　たか兄は絶対勝ちますよー、万那さん。だってたか兄なんですから！」

「……うん、梨玖はちょっと黙ってなさいね」

「言い方はきついけど、万那ちゃんは天人君が心配なんだね。過保護なお姉さんみたいだな」

「そ、そりゃ責任上――って余計な茶々入れないでよ、リョウタ」

「だったら天人君の安全のためにも、殺られるまえに私が殺――」

「お姉も黙れ。ってか、話を振り出しに戻すな！」

　律りち儀ぎにも全員にツッコむ万那さんが息いき継つぎをする隙を見計らって、俺は言葉を挟んだ。

「向こうは単純に俺に対する圧勝を求めてるわけではないと思うんです。それだけなら今すぐ目の前に現れて殴り倒たおしていけばいい」

　相手は神。半はん端ぱ者ものである俺とは、その能力に圧倒的な差があるのは事実なのだ。

「これまでのことを考えると、どうも俺を分ぶん析せきしつつ、じわじわと追い詰つめに来てる感じなんですよね。ひどく陰いん湿しつでむかつくやり方ですけど。だから、勝ち負けより相手をいたぶること自体に楽しみを見み出いだすような、心の折れる様を眺ながめたがっているような、そんな印象を覚えます。俺、氷室結ってのに直接会ったことはありませんけど……そういう性格じゃないですか？」

　部屋に居る神々の表情を見渡し、そこから俺は肯こう定ていの意思表示を読み取った。

「だとしたら、付け入る隙はある気がするんです。もっとも、俺自身だけじゃなく周囲の人間も標的にされる可能性があるんで、そこはやっぱり協力が欲ほしいところですけど……実家に居る妹や学校の友人とか、俺一人じゃ護り切れないですし」

「メリットはわかったけどさ……やっぱり、天人がそこまでリスクを一人で引き受ける必要はないと思うんだけど」

　コウタが大人びた冷静な表情で言った。

「どうしてわざわざ危険に飛び込むような真ま似ねするの？」

　なんでだろうな。

　そりゃ俺だって痛いことや怖いことは嫌いやだけど……突っ走ぱしってしまうときって、たいてい『ここで動かなければ！』という強い衝しよう動どうがある気がする。

　今現在の話をすれば、多分、俺にとって寮とここで暮らすみんなが大切だからだろう。でも――あるいはそれは、ここが自分の理想通りの場所であって欲しいという身勝手な願望の表れでしかないのかもしれない。

　自分のためか。他の誰かのためか。

　自己満足は意味を持たない。ちゃんと俺は誰かのために動くことができているのか。

　――かつて、この街にやってくる前、そこを取とり違えて失敗したことがある。

（今回は間ま違ちがえないようにしたいもんだけどな）

　そのためには、結がどうこうの前に亜夜花や梨玖ともちゃんと話をしなければいけないわけだけど……

「……やらなきゃいけないと思うから、かな」

　結局俺は答えにはなっていない、しかし自分の心情にもっとも近い言葉を返した。

　コウタは納得したのかしなかったのか小さく息を吐はいたが、口に出しては何も言わなかった。

「さて、天人君の参戦を認めるかどうかなんだけど――」

　てとらさんがぐるりと皆を見回した。

　有効な策として機能するか、あるいは単なる足手まといでしかないのか。

　決定権を持つのは、『天秤の会』の神々である四柱――てとらさん、リョウタさん、千那さん、万那さんだ。

「さっきも言ったように、私はいいんじゃないかと思うんだよねえ」

　まず、てとらさんが俺を支持。

「僕も賛成」

　と、これはリョウタさん。

「多分、結君の方は神格の差で簡単に勝負が決まってしまうような決着の付け方は望んでいないから、勝ち目は無くもないと思うよ」

「あたしは反対。理由は危険だから」

　万那さんは予想通り。

　千那さんは決めかねているようだった。

「危ない、とは思うんだけど……でも、天人君なら何とかしちゃいそうな気もするんですよね。これまでもそうでしたし」

　うんうん、と肯く梨玖。

「でも、今回もうまくいくという保証があるわけではないですし――あら？」

　千那さんは目を瞬かせて、携けい帯たい電話を取り出した。少し古い型、小さな人形のストラップが付いている。

　耳に当て二言三言会話を交かわすと、千那さんは再び俺たちに視線を向ける。

「あの……兄様がお話ししたいということなんですけど」

「あら、それは珍しいなあ。いいよ、どうぞー」

　てとらさんの許可を得、テーブルの真ん中に携帯電話が置かれる。やがてそこからややノイズの混ざった若い男の声が聞こえてきた。

『あーあー、音量はこのくらいでいいでござるかな？　どうも、お久しぶりでござる』

　声の主は柚原一ひ二ふ三みさん。千那さんと万那さんのお兄さんだ。

　かつては『天秤の会』所属の神だったが、今は実体を維い持じできるだけの力を失っている。普段は千那さんの持つ携帯電話から声でコミュニケーションを取っているが、それも常にできるわけではないという。

「出てきて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

『今日は幾いく分ぶん、調子がいいようでござるのでね』

　相変わらず妙みような口調である。まあ、先日かなりの時間を一いつ緒しよに過ごしたこともあって、もう慣れたけど。

「何か意見があるの？　一二三君」

『いや、氷室結氏についてあまり詳くわしくないなら、知ってから決めればいいと思って。それがしの体験が参考になるのではないでござるかな、と』

「一二三さんも、結に会ったことあるんですか？」

「あー、うん、そういえばあの事件についても教えるって言ったよね。いいかな？」

　てとらさんは携帯電話に向かってそう尋たずねた。

『構わないでござるよ』

「ん、じゃあ行っくよー、天人君」

「行く？」

　話を聞かせてくれるのではないのか？

「いやあ、直接脳のう味み噌そに情報を叩き込もうかなあと。手間が省けるし」

「……若じやつ干かん表現が怖いですけど、まあ、その方が早いなら」

「私も。何かたか兄の力になれるかもしれないし」

　梨玖が手を上げ、コウタが続く。

「ボクもいいかな？　巻き込まれる可能性があるなら、知っておく権利もあるよね」

「おっけ。じゃあ三人に」

　てとらさんが言って、パチンと指を鳴らす。

　すっと目の前が暗くなり――次の瞬しゆん間かん、映像が頭の中で一気に広がった。
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　夕焼けを裂さいて、咆ほう哮こうがこの寮にまで届いた。

　一いつ般ぱん人じんの耳には決して聞こえない狼おおかみの声。自分の居場所を知らせ、挑ちよう発はつしている。

「……さて、てとらさん、大丈夫だと思うかい？　一二三君」

　リョウタが尋ねる。

「大丈夫でござろうよ。それにおそらく、てとらさんに戦う気はないはず」

　柚原一二三はそう答えた。

　《沼ぬまに棲すまう大狼》が実尋市の市境に現れたことが確かく認にんされ、てとらが対処に向かったのである。

　〝神殺し〟どころか主神をさえ一口に呑み込むと語られる怪物だ。純粋な戦せん闘とう能力だけを取れば、あるいはてとらに比ひ肩けんしうるかもしれない。

　ただし、『天秤の会』は可能な限り平和的解決を試みるのが方針である。相手の目的は不明だが、話し合えるなら話し合うだろうし、暴れに来たのならまともに相手をせず、逃げ回まわって気勢を殺そぐだろう。心配はない。

　それより一二三が気になっているのは、街のことだった。

　このところ『人ならざるもの』の移住者の数がなぜか異様な上じよう昇しようを見せている。

　そして今日は――市内で大規模な複合野外ライブイベントが行われていた。どこかのＩＴ企き業ぎようが企き画かくし、広大な土地を持つ地方都市ということで、会場としてここ実尋市に白羽の矢が立ったらしい。

　声優やアニソン歌手も複数人登場するということで、人間文化の中でもサブカル方面に傾けい倒とうしている一二三としては興味を引かれる部分もあったのだが……まあ、お役目優先である。市の内外から大勢の人間――おそらくは人外も――集まるとなれば、トラブルを警けい戒かいせざるを得ない。

「妹さんたちに、協力を頼たのんだんだよね」

「まあ、あとで何か奢おごらされるでござろうがね」

　一二三の妹神の中に二人ほどこの実尋市で暮らしている者が居る。手が欲しかったので、彼女たちには会場を中心に、市内の特に人の集まりそうな場所の巡じゆん回かいを頼んだのだ。神格も能力も相当に高いので少々のトラブルなら問題なく解決できるだろう。

　万が一、深刻な事件が発生すれば、ここに待機している一二三とリョウタのもとに連れん絡らくが入る手はずになっている。

「このタイミングで《沼に棲まう大狼》が姿を見せたというのは気になるでござるがねえ」

　こちらの戦力を割さく陽動なのだとしたら――何か起こる可能性は高い。

　そのとき、携帯に万那から電話が入った。

「何かあったでござるか？」

『あーうん、人外同士のケンカ騒さわぎ、なんだけど……』

　普段は闊かつ達たつなこの妹の言葉にしては、歯切れが悪い。

『あのね、数がちょっと普ふ通つうじゃないのよ。それほどヤバい奴が暴れてるわけじゃないから一つ一つは何とかなるけど、体一つじゃ……。ごめん、ちょっとお兄の手も貸して』

　承しよう諾だくして通話を切ると、またすぐに着信。今度は千那からだ。

　そしてその内容は万那からのものと同様だった。

「まずい感じかな？」

　眉間に皺しわを寄せて携帯を握にぎり締しめる一二三に、リョウタが問いかける。一二三は妹二人の報告を説明した。

「片かたっ端ぱしから止める以外にないでござるね。後手後手でござるが」

「ま、そうだね。ただ――一二三君はおかしいと思わないかな？　離れた何なん箇か所しよかで同時に騒ぎが起こってるみたいだ。タイミングが良すぎる」

　リョウタの言葉は、一二三の疑問とも一いつ致ちした。

「とりあえず、鎮ちん圧あつにむかうでござるよ」

　人外同士の乱らん闘とうは人間の警官の手には余る。警察にも『人ならざるもの』は居るが、事件が多すぎてとても全すべてには対応できないだろう。というわけで、自分たちが働くしかないのだった。

　一二三の指示で各自現場を分担し、暴れてる者を取り押おさえていく。壮絶な殺し合いに発展している場合もあり、かなりの血が流れたものの、人間への被害は最小限に抑えられたはずだ。街に張られている結界によって記憶も適当に修正されるから、現状のままなら深刻なニュースになるのも何とか避けられるだろう。

（にしても……）

　やはり数が多い。もちろん人外同士の揉もめ事ごとは珍しくないが、リョウタの言うようにこれだけ同時に起こるというのは偶ぐう然ぜんだと思えない。『人ならざるもの』の数が急激に増えたことも含めて、何者かの意図が働いているのでは？

　数ある『人ならざるもの』の種族には、お互たがい憎にくみ合い敵対関係にあるものも存在する。上う手まく誘ゆう導どうすればこの程度の騒ぎを起こすことは十分可能なはず。

　そして、もし扇せん動どう者しやがいた場合、この騒ぎは暴動となって数も規模もさらに拡大することが予想される。そうなれば『天てん秤びんの会』だけでは対応しきれなくなる、か。

「…………」

　そこまで想定した上で――一二三はさらに嫌な予感を覚えていた。

「はたして、これが最悪でござるかね。いや……」

　もう一段上のケースがあると仮定すれば――そんなことを呟き、携帯を取り出す。

「あー、リョウタ氏、ちょっと千那と万那にも連絡を取って、確かめてもらいたいことがあるでござるが――」




　数分後、一二三は野外ライブ会場の中に居た。

　敷しき地ちが広いので、ステージ前以外の場所では、思い思いに休きゆう憩けいしたり屋台の食べ物をパクついていたりする観客の姿が見られる。

　近くを歩いていた女の子を捉つかまえて、喧けん嘩かや乱闘が起こっていないか尋ねてみた。

「え、あ、あの……そういう話は知らない、というか、聞いてないですけど……」

　突とつ然ぜん妙みような口調で話しかけられて驚おどろいたのか、女の子は少し顔を赤らめて答えた。

　一二三は礼を言ってその場を離れる。

　熱ねつ狂きようが渦うず巻まいているが、確かに妙な騒ぎが起こっている様子はない。

「間に合ったでござるかね」

「――そのようだなあ」

　声は背後から聞こえた。

　いつの間にか少年が立っていた。白銀の髪かみにやや派手目の服装。中学生くらいに見えるが、気配が明らかに人ではない。

　さほど交友があるわけではないが、顔見知りではある。確か、人としての名前を氷室結、といったか。

「一応聞いておくが、どうしてここがわかった？　柚原一二三」

　一二三は小さく肩かたをすくめた。

「現代異能物における魔ま術じゆつネタの定番でござるよ。街全体を巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんに見立てる。幾いくつかのポイントで血を流させ、連結させて魔ま力りよくを循じゆん環かん。術を起動。――仲間に分析してもらった結果、最後の起動ポイントがここだと判明したでござる」

「術の目的は？」

「龍りゆう脈みやくの変動」

　実尋市は霊れい的てきに優すぐれたコンディションにあるがゆえに、人外の住まう地域として選ばれた。地中の霊的エネルギーの流れを龍脈と言い、この街はその力を最大限利用できる位置に建設されている。

　千那と万那から乱闘の起こった位置を聞き、地図に描えがき出して各地点を繋ぐと、魔方陣が浮かび上がった。

　リョウタがそれを分析して、エネルギー変動の術式だと看破した。

　龍脈の流れが変わって霊れい気きが枯こ渇かつすれば、実尋市は人と人外が共生する場所としての価値を失う。多量のエネルギーが一気に動く以上、もちろん地表にだって無視できない被害が出るだろう。

　単なる暴動と思っていれば、見み逃のがしてしまうところだった。

「ふーん、よく見み抜ぬけたもんだ」

「にしても、人間が行うにしては大がかりかつリスキーでござるね」

　魔ま法ほう陣じんにわずかでもミスがあれば、膨ぼう大だいな魔力がすべて逆流する。術者はただではすまないだろう。

「――お主が黒幕でござるか？」

　この神が実尋市に人外を招き入れていることは知っている。それ自体は咎とがめるような行こう為いではないし、建前上は協力者なのだが……その裏に狙ねらいがあるとしたら？

「とーんでもない」

　結はおどけるように両手を広げた。

「オレにも責任の一いつ端たんはあると思ったから、独自に動いて事態を収しゆう拾しゆうさせようと思っただけだよ。魔方陣に気付いてここに駆かけつけたら、お前と鉢はち合あわせした」

「…………」

　苦しい言い訳に見える。だが結の罪を問うだけの証しよう拠こを用意できるか？

「おいおい、オレを疑ってるのか？」

「そりゃあ、もちろん」

　一二三はにこやかに返す。

「客観的に見て怪あやしいでござるからな」

「……魔方陣の解体は始めているのか？」

「ああ、すでに」

　各ポイントを無効化するようリョウタが動いている。すでに魔方陣は不完全なものとなっており、今からではどうやっても『龍脈の変動』は起こせない。危機は去った。

　なのに――一二三は胸のざわつきを覚えていた。なんなのだろう、この不ふ吉きつな感じは。

「なら……簡単に犯人を探す方法があるぜ？」

　結は口元を吊り上げた。

「魔方陣を起動してみればいい。術者が不完全な術の報むくいを受けることになるからな」

「…………」

　――ああ。

　そうか、そういうことか。一二三は結の狙いについて理解した。

　そして、対策を取るにはもう、遅おそすぎるということも。

「魔方陣ってのは繊せん細さいだからな。一部でも壊こわされると機能しねえよな。でもまだ、龍脈を捻ねじ曲まげるほどの魔力自体は残留している。なら不完全な状態で起動すればどうなる？」

「……すべてが術者に跳はね返かえるでござるね」

　そうなれば凄すさまじいエネルギーが肉体を吹ふき飛とばすだろう。人間は言うに及およばず、実体化している以上、神であったとしても無事ではすまない。

「だからさ、オレがその魔方陣を起動させるよ。ちょうどここがポイントなんだろ？　犯人は吹き飛んで処しよ刑けいの手間が省け、同時にオレは潔白を証明できる」

「周囲への被害が甚じん大だいでござるねえ。もしここに犯人が居た場合、ライブ会場が巻まき添ぞえになるでござるよ？」

　内心を表に出さぬまま、あくまでのんびりと一二三は言う。

　結もまた、静かな口調で答えた。

「そんな可能性があるとは思えねえなあ」

「なぜ？」

「あとはこの場で騒ぎが起これば、魔方陣は完成、起動するところだったんだ。普通に考えれば術者本人がわざわざ街中の、術の起動に巻き込まれかねない場所に来るはずねえよ。大方、人目に付かず、しかも街を一望できる山の中あたりでじっと待ってるだろうさ」

　妥当な推測ではある。そう、普通に考えれば。

「だったら魔力逆流の巻き添えで大した被害が出るとも思えねえ。不完全な魔方陣を起動させて、術者に報いを受けさせるメリットの方が勝る」

「……結氏が術者だった場合は？」

　結は苦笑した。

「わかりきったこと言わせんなよ。オレの肉体は吹き飛ぶ。オレは深刻なダメージを負って、最悪存在そのものが消滅する」

「…………」

「オレが本当に術者だったら、そんな自殺行為するわけねえだろ？　だから命を懸けて無実を証明しようとしてるんだよ」

　筋は通る。言い訳としては十分だ。

　その場合、ここにいる人間たち全員が巻き添えになるが――絶対にそんな事態は起こらないということを、結は確信しているのだろう。

　起動自体は一瞬。もはや止める術はない。

（負け、でござるね）

　一二三はため息をついて、覚かく悟ごを決めた。




　　　　　＊　＊　＊




　気付くと、そこは見慣れた寮りようの食堂だった。

　時計を確認。針はほとんど動いていない。ほんの数秒しか経過していないようだ。

　後味の悪い映画を見たような気分だった。梨玖はともかく、コウタは苦いものを飲み込んだような顔をしている。

「あの、大丈夫なのですかー？」

　ウルリカが俺おれたちの表情を見て、気き遣づかわしげに言った。

　大だい丈じよう夫ぶ、と俺は答えて、アイスティーを一口飲む。

「一二三さんは……その逆流する魔力を無理やり抑え込んだんですね」

　その結果、肉体を失った。

『そう。魔力が術者に到とう達たつする前に止めちゃったんで、結局誰だれがやったのかわからずじまいでござるがね。結氏だったのかもしれないし、誰か身代わりを用意していたのかもしれない。でも結氏である可能性がゼロではなかった以上……』

　自分の身を犠牲にしても止めざるを得なかった。万が一、あそこで膨大な魔力が結に返れば、万単位の人間が一緒に吹き飛んでいただろうから。

　魔方陣は最初から破られることが前提で、そもそも一二三をあの場に誘おびき出だすこと自体が目的だったのかもしれない。でなければ結が都合よく待ち受けていたりしないだろう。

　そして犯人探しは有う耶や無む耶やになった。

　『拙せつ速そくな判断により元げん凶きようを突き止める機会が失われた』と人命をさほど重視しない勢力は『天秤の会』を非難し、それに対し結は『自分が人外たちの流入を推進しすぎ、犯人にその混乱を利用されてしまった。彼かれらだけでなく、自分にも責任がある』と一二三さんを庇かばった。実に白々しい話である。

　そして、活動できなくなった一二三さんの代わりに、結は亜夜花を『天秤の会』に引ひき渡わたし、この話は終わった。

「釣つり出されたんだろうねえ、私も」

　はあ、と、てとらさんがため息をついた。《沼に棲まう大狼》のことだ。

『どのみちアレ相手に被害なく収めるのはてとらさん以外には無理だったでござろうがね。ま、陽動なのはわかっていて、その上で読み負けたんだから、完敗でござるよ。それがしの責任でござる』

　一二三さんは笑い混じりで軽く言う。

　千那さんや万那さんは何か言いたそうな顔をしていたが、一二三さんの意思を尊重したのか、口を開かなかった。

『だからまあ、恨うらみ言ごとをいう気はないでござるが――で、どうでござるか？　天人氏。自分には荷が重いと思うでござるか？』

「――荷は重いですよ、どう考えても」

　間違いなく格が違ちがう。ただ、それは最初から覚悟していた前提条件なのだ。

「でも、俺にできることがあると思っているので、考えは変わらないです」

『ふむ……まあ、氷室結氏はどこかで止めないと、ろくなことにならないのは確かでござろうからなあ』

　声が少し楽しそうな気配を帯びた。

『それがしは、天人氏の決意を支持するでござるよ。現げん役えきを降りた身ではござるがね』

「――であれば、私も」

　千那さんが控ひかえめに言った。

「ということで、意見が出で揃そろったけど――どうする？　万那ちゃん」

「……あたし一人が意地張っても仕方ないでしょ。説得できる気もしないしね」

　不ふ機き嫌げんそうながらも、万那さんはてとらさんにそう答えた。

「うん、じゃあ、天人君には、頑がん張ばってもらうということでー」

　のんびりと、てとらさんは結論を宣言した。

「まあ、これはあくまで向こうがこちらの予想通りに動いた場合の話ですから」

　俺は言う。

　氷室結が俺にこだわりを持っており、俺を標的に仕掛けてくれば受けて立つ。ただ、そうならなかった場合、俺の出る幕はないだろう。

「そうならない方に期待するわよ、あたしとしては。無む謀ぼうすぎるっての」

　万那さんは息を吐いた。

「まあ、いずれにしても、当面天人の出番はないってのは変わらないわけね」

「そうですね。結の出方が何かわかるかもしれないし、ちょっと亜夜花とは話してみようかなと思ってますけど」

「様子が変だったから？　まあ、天人がそう言うならそうなんだろうけどね。何にしても、あの子と話すならあんたがやるのが一番効果的だろうし」

「効果的――なんですかね？　俺なんかがあんまりしつこく話しかけたら、うっとうしがられるような気もしますけど」

　仲良くなれたと思っていたところで突とつ然ぜん冷たくされたわけで、それはそれで結構傷ついていたりするのだが。

「あんたでダメなら誰がやってもダメだと思うよ」

　その万那さんの言葉に、みんな同意するような表情を浮うかべていた。そういうものなのだろうか？

「そういえばてとらさん、私は結さんから、亜夜花ちゃんが『人ひと質じちとして』ここに預けられたと聞きましたけど、どうなんですか？」

　梨玖がストレートな質問を投げかけた。こういうところで遠えん慮りよしない奴だ。

「んー、そういう体てい裁さいにしたけど、人質のつもりはないよ？　仮に結君とうちがどう険悪になっても、それを理由に追い出したりすることもないし」

「――でも、本人が出て行きたがった場合はどうすんのかねえ」

　唐とう突とつに、聞きなれない、声。

　たった今まで空席だったはずのところから響ひびいてきた。

　最初に反応したのはウルリカだった。椅い子すから転げ落ちるように立つと、すっ飛んできて俺の背後に身を隠かくす。耳と尻しつ尾ぽが見事にへにゃんと垂れていた。

　俺は眉まゆをひそめ、コウタは腰こしを浮かしかけ、梨玖は目を丸くする。

　神々たちは動じた様子もなく、事態を受け入れているようだった。万那さんが千那さんの襟えり首くびを掴つかんでいたが、これは問答無用で襲おそい掛かろうとしたのを止めたのだろう。

　いつの間にか――亜夜花の椅子に少年の姿が現れていた。

「はじめまして、名な塚つか天人。自己紹しよう介かいはいらないよな？」

　少年は肉にく食しよく獣じゆうのような笑えみを浮かべる。先ほどの映像の中で見たのと同じ顔。

　――氷室結。

「……そこは亜夜花の席だ。お前を招いた覚えはねえよ」

「堅いこと言うなよ。どうせ部屋にこもってんだろ、あいつ」

　容姿も声も、中学生程度のように思われる。が、こいつが姿を現した瞬間、明らかに空気が変わった。理屈ではなく直感で理解する。こいつはてとらさんたちと同じく、次元の違う存在なのだと。

　威い圧あつ感を覚えないと言えば嘘うそになる。が、俺は怯ひるんでやるつもりなどなかった。

「お前、亜夜花に何か余計なことを吹き込んだんだよな？」

　普ふ段だんから気難しい奴ではある。口数は少ないし表情に乏とぼしいし、ゲームに没ぼつ頭とうし始めると返事すらしなくなる。

　しかし、それでも――築いてきた関係があったのだ。

　ごく普通に会話を交わすようになっていたし、ときどきは柔やわらかい表情も見せるようになった。部屋の外に出てきたり、稀にだが一緒に外出するようなこともあった。

　あいつがまた心を閉ざすようになった原因は、こいつしか考えられない。

「『余計なこと』、か」

　結は唇を歪ゆがめる。嘲ちよう笑しようされたようで、苛いら立だたしさが刺し激げきされた。

「さあて、誰かにとって何が『余計』で何が『余計でない』かというのは、なかなかに定義の難しい問題だ。そう思わねえか？」

「……何が言いたいんだよ」

「だから、亜夜花にとって何が有用で何が余計なのか、オレが決めてやるってことだよ。親が子どもをどう扱あつかおうと勝手ってもんだろ？」

　くはははは、という笑い声を聞いた瞬間、頭の中で何かが切れた。思わず椅子を蹴けって立ち上がると、結の胸むな倉ぐらを掴む。

　その瞬間――天地が逆転した。

　腕うでの骨と肉に激しい痛み。

　やば、千切られる。そう思ったとき――不意に結が飛び離はなれた。

　すべては俺が反応もできないほど一瞬で起きた出来事だった。

「たか兄！　大丈夫？」

　梨玖に抱だき起おこされながら見えたのは、千那さんと万那さんが結に巨大な木ぼつ剣けんを突つきつけている光景だった。

　自分の腕をあらためる。手首のあたりに、指の形をした痣あざがついていた。万那さんたちが助けてくれなかったら、俺の腕は肩から引き抜ぬかれていただろう。

「――それ以上妙な真似したら、今ここであんたの頭を叩たたき潰つぶすから」

　万那さんが抑よく揚ようのない声で言った。

「おやあ、街の秩ちつ序じよを守る『天秤の会』の台せり詞ふとは思えねなあ」

「立場なんて知ったことか。やると言ったらやるの、あたしは」

　結は苦く笑しようした。

「先に手を出されたのはオレの方なんだがな。ま、いい。何もしねえよ。そいつの頭も冷えただろう」

　……ああ、力の差はよくわかったよ。おかげで自分のやるべきことを思い出せた。

「えーととりあえず、みんな、もう一度席に着いてはどうかな、と提案してみるけど？」

　何事も無かったかのように穏やかなてとらさんの声。

　結は、はいはいと言って座すわり直なおし、それを確認した他ほかの面々もそれぞれ椅子に戻もどる。

　ウルリカだけは耳を伏ふせたまま震ふるえていたので（席が結の隣となりなのだ）、俺が膝ひざの上で抱いておくことにした。

「ホントに今日は名塚天人への顔かお見みせと、話に来ただけなんだよ。手荒なまねは控えて欲しいね」

「……話って何だよ。早く済ませろ」

「最初からそう素す直なおに言ってくれたら、お前も、痛い目見ずに済んだのになあ」

　いちいち神経に障さわる言い回しをする奴だ。

「――さて、もう理解してると思うが、オレはお前、名塚天人という存在に興味がある。ついては、ちょいとゲームに付き合ってくれると嬉うれしい」

「ゲーム……？」

「そう、簡単なお遊びだ。で、勝ったほうが一つ主張を通せる。どうだ？」

　お前たちもそれを望んでるんだろ？とでもいうような、どこか見下した笑み。いや、もしかしたら、何らかの方法で会話を盗ぬすみ聞ぎきしていたのかもしれない。

「その前に一つ訊ききたい」

「何だ？」

「どうして神であるあんたが、俺ごときに興味を持ったんだ？　『天秤の会』では一番下したっ端ぱの半端者なのに」

「快楽原則に基もとづく選せん択たく、とでも言おうかね」

「ああ？」

　わかるように言え。

「要するに一番楽しそうだから、ってこった。オレは現在のところ『天秤の会』を遊び相手と定めてるが、この組織の中でお前は繋リぎン輪ク、あるいは接合部品ジヨイントの役割を果たしている。今だってお前〝ごとき〟を護まもるために、二柱の神が動いただろ？　これって結構すごいことじゃね？」

「…………」

「つまりな、『天秤の会』にとっても、お前は壊されたくない存在なんだよ。そこを粉々にしてしまえば、いったいどういうことが起こるのか……見てみたいよなあ」

　結は歯を剥むいて笑った。

　狂きよう熱ねつに浮かされたような言葉の意味やその裏の心理を、完全に理解できたわけではない。しかし俺は、畏い敬けいや恐きよう怖ふより先にはっきりとした怒いかりと嫌けん悪おを感じていた。

　――ああ、俺は間違いなくこいつが嫌きらいだ。

「で、返答はどうなんだ？」

「あんたの相手をするとして、俺にどういうメリットがあるんだ？」

　勝負を受けることは決めているが、このあたりは一応、駆け引きである。

「お前、亜夜花のことが気に掛かってるんだよな？　だったら約束してやるぜ。お前がオレと遊んでくれるのなら、その間、オレはこの寮の他の奴やつには手を出さない。亜夜花やそこに居る羽村梨玖も含ふくめてな。ま、そっちから接せつ触しよくしてきた場合は仕方ねえが、俺の方からは一いつ切さい関かかわらないと誓ちかう。破った場合は、どんな罰ばつでも受けいれよう」

　結は小さく右手を挙げ、宣せん誓せいした。

「――信用しろってのか？」

「この場にいる全員が証人だ。これ以上の保証はねえだろ？」

　俺が視線を向けると、てとらさんが小さく肯うなずいた。

「さ、あとはお前の答えだけだぜ？　名塚天人」

「…………」

　もともと願っていた展開だ。そして、これを受けることで、亜夜花や梨玖を結から護ることができる。

　そう、勝負を避さける理由は何一つ無い。

「……いいよ、受けてやる」

「結構」

　結は満足そうに肯いた。

「じゃあ、ゲームの内容についてはまた連絡する」

　そう言い残すと、結は唐突に姿を消した。

　俺は大きく息をついて体の力を抜いた。いつの間にか、背中にびっしょりと汗あせをかいていた。




　招かれざるゲストが帰り、お茶会はお開きとなった。

　結局こういう展開になるんだ、考えを改める気はないの？などと万那さんがぶつぶつ言っていたが、俺には答える気力もなかった。精神的に疲ひ弊へいしたせいだろう、ずっしりと体が重い。俺は後片付けを梨玖に頼んで、自分の部屋に戻ることにする。

　ドアを開けると、パジャマ姿の少女がパソコンのモニタを眺ながめていた。

　ネットサーフィンをしているようだが、心ここにあらずに見えるのは気のせいだろうか。

「……よお、お茶、こなかったんだな。具合でも悪いのか？」

「…………」

　返事はない。

　氷室亜夜花。見た目は十代前半くらいの少女で、その本ほん性しようは冥めい界かいの神である。ただし普段は出で不ぶ精しようで虚きよ弱じやくな社会不適応者。

　そして俺の同居人でもある。広めの一室をカーテンで区切ってシェアリングしているので、俺の部屋がすなわち亜夜花の部屋でもあるのだ。夜中にゲームやアニメを楽しんでいたり、片付け能力皆かい無むの散らかし魔まだったりと戸と惑まどうことは多かったが、一緒に暮らした数か月で慣れた。

　とはいえ――ここ数日は空気が重い。あまり会話がないのである。元々無愛想だから、とりたてて不自然というほどのことは無いのかもしれないが――

（……でも、普段はもう少し、なあ）

　小さくため息をつく。やはり変だと思う。沈ちん黙もくにどこか不自然さというか……亜夜花の痛みのようなものを感じるのだ。

「氷室結、来てたぞ」

　今度は反応があった。無言のまま、かすかに身じろぎ。

　気配には気付いてたんだろうな、と思う。結の方も隠すつもりなかったみたいだし。

　ためらうような沈黙の後、背中を向けたまま亜夜花は口を開いた。

「……彼、何か言っていましたか？」

「俺と勝負したいんだそうだ。で、受けることにした」

「――――！」

　亜夜花は目を見張って俺の顔に視線を向けた。

「……やっとこっち見たな」

「な、何考えてるんですか！　無謀です！」

　俺の言葉は無視して、亜夜花は声を上げる。

「別に殺し合いしようってわけじゃないよ。あいつもゲームって言ってたしな」

「命を賭かけたゲームではないという保証は？」

「あー……」

　俺は頭を掻かいた。

　意外に鋭するどいところを突いてくるな。まあ、父神なわけだし、亜夜花は結の性格を俺以上に把は握あくしているのだろう。

「詳しいことは決まってないんだけど、まあ、ある程度は覚悟してる。神様とやり合おうってのに、身の安全が確保されてなきゃヤダヤダってのは虫がよすぎるだろうからな」

「どうして、そんな……天人さんが、やる必要なんて……」

「てとらさんや梨玖から色々話を聞いたんだ。あいつ、遊び半分で『天秤の会』に手を出して、引っ掻き回そうとしてるんだってな。ここは俺にとっても大切な場所なんだ。そういうの、許したくない。それに――お前を連れ帰ろうとしてるんだろ？」

　俺が言うと、亜夜花の表情が翳かげった。

「……もしかして、それも勝負を受けた理由の一つですか？」

「だって、お前、このところずっと悩なやんでたから。あの氷室結に帰って来いって干かん渉しようされてたせいじゃないのか？　俺はやっぱり嫌いやなんだ。お前がそういう顔するの。だから、何とかしたい、と思う」

　それは偽りのない俺の本心だった。

「…………」

　亜夜花は何か言いかけて口を閉じ、そして一つ息をついた。どこか苦痛に耐たえるような表情にも見えた。

「……私の、意志はどうなります？」

　改めて口にした言葉は、静かで、そしてなぜか俺の耳には冷たく響いた。

「意志？」

　――『本人が出て行きたがった場合はどうすんのかねえ』

　結の言っていた台詞が、脳のう裏りに浮かんだ。

「お前、まさか……帰りたいのか？　あいつのところへ？」

　いや、そんなはずはない。

　こいつが寮を去りたがっているなんてことが、あるはずない。

　出会ったころならまた事情は違ったかもしれない。あのころの亜夜花にとっては、自分の身の置き所がどこだろうと、大した違いはなかったはずだ。

　でも、俺はそれからのこいつをずっと見てきた。少なくともこの寮は亜夜花にとって居い心ごこ地ちのいい場所になっていると、そう信じていた。

「――どうでしょうね。帰りたいの、かも」

「…………」

　視線を落として亜夜花は言い、俺は言葉を失った。

　ある程度仲良くなれたと思っていたし、助けたり助けられたりして信しん頼らい関係を築いてきたつもりだった。

　違ったのか？

　俺の勝手な思い込みだったのか？

　亜夜花にとってこの場所は大した意味を持たないってことなのか？

　俺たちの存在も？

　言葉を飾かざらずに言えば、それはまるで裏切られたような気分で――多分俺は、自分でも予測していなかったほどの衝しよう撃げきを受けていたのだろう。

　だから――思わず口にしていた。

「……そっか、じゃあ好きにしろよ」

　亜夜花の無表情な顔に、ほんの一瞬だけ傷ついたような気配が動いた。

　俺の方も言い終わった瞬しゆん間かんには後こう悔かいしていた。

　冷静になって考えればわかる。亜夜花は俺たちを軽んじたわけではなく、自分の存在がこの寮に迷惑をかける可能性を恐れたのだろう。

　でも……それなら、俺と一緒に結に立ち向かうという道は選択してくれないのか？

　俺たちの関係はその程度のものだったのか？

　――と、そのとき、メールの着信音が鳴なり響いた。俺の携けい帯たいからだ。

「……確認、しなくていいんですか？」

　亜夜花がぼそりと言う。

　取り消すタイミングも謝るタイミングも逃のがしたのを感じながら、俺は携帯電話を開いた。

　英数文字が羅ら列れつされた、知らないアドレス。だが、誰が送ってきたものかは、本文を開く前に見当がついた。

『さきほどはどーも。明日二人だけで話をしようぜ☆』

　シンプルだがムカつく文章に続けて、場所と時間の指定。

「結……ですか？」

　亜夜花の問いに俺は肯いた。

「明日、会って話をしようってさ」

　アドレス教えた記き憶おくはないのだが――まあ、あいつも神様なんだし、その程度の情報を入手するくらいはどうにでもなるのだろう。

「……行くつもりですか？」

「行くさ。一度受けた以上、何かの形でケリがつくまでは降りるわけにいかないだろ」

　亜夜花はそれ以上何も言わなかった。




　　　　　◆　◆　◆




　天人さんはカーテンの向こうの、自分のスペースに引っ込んでしまった。

　仕切られているとはいえ、同じ部屋だ。距きよ離り的てきな基準で言えば、彼はすぐそこにいる。声を出せば簡単に届く。

　私は話しかけようとし――しかし、何も言葉が浮かばず、また口をつぐんだ。




　結局のところ、私が目を背そむけていても、事態は勝手に動いていくのだ。

　結は他人の命、存在そのものを好んで弄もてあそぶ。そして、自分の快楽のためには手段を選ばない。何をどう仕し掛かけてくるのか全く読めない。

　だから天人さんには、結に関かかわって欲ほしくなかった。

　あの父神が私を利用しようというのなら、私が天人さんと距きよ離りを置くことで結を遠ざけることができるかもと思っていたが――色々と、甘あまかったのだろう。

　結は天人さんと遊ぶことに決め、天人さんは結と戦う道を選んだ。

　もう二人とも止まらない。

　それとも――無む理り矢や理りにでも止めるべきなのだろうか。

　例えば私の権能、生命に干渉する力を使えば、天人さんを一定期間昏こん倒とうさせておくくらいのことはできる。

　でも……それさえ結の計算のうちだったら？

　さらに破は滅めつ的てきな結果をもたらす引き金になってしまったら？

　私は半ば無意識に、きゅっと拳こぶしを握る。

（まずい、な、これ……）

　心を縛しばる結の影かげが、日に日に大きくなっているのを感じる。

　先日、鬼おにの一団と関わった事件の際、私は結の手のひらの上で踊おどらされた。天人さんのためによかれと思って動いた結果、見事に結を利することになったのだ。

　今回もそう。結は天人さんと〝遊ぶ〟ために、私を利用することを宣言していた。だから距離を取ることにしたのだが、それが一因となって、天人さんは結に関わることを決意してしまった。

　では、この先はどうする？

　何か行動を起こすのはいい。でも、それが巡めぐり巡って天人さんの背中を刺さす結果になるとしたら――？

　体の底から震えが湧わき上あがる。私は奥おく歯ばを噛かんで耐える。

　この恐怖は、私の胸の内にしっかりと根を張ってしまった。

　たとえ99％ありえないと思ったとしても――残り１％の不安が解消されるまで、きっと私は一歩も動けない。こんな状態になるのも結の計算のうちなのだろうけど、それがわかっていても、だ。

　――そう、私の中には結に対する嫌悪と同時に、恐怖も深く深く刷り込まれている。

　いっそ、私の身を結に差し出せばどうだろうか。何でもしますから、どうか天人さんを助けてください。ひざまずいてそう言えば、あの父神は『ゲーム』に手心を加えてくれるだろうか。

「…………」

　私は大きく息を吐はいた。

　落ち着け。今ここに結は居ない。

　寮を出て行きたいか、出て行きたくないか、と問われれば、もちろん出て行きたくない。

　でも、天人さんの守りたがっているこの場所に――居る資格があるのだろうか。徹てつ頭とう徹てつ尾び、父神が『天てん秤びんの会』に手を出すための道具でしかなかった、この私に。

　隠していたつもりだったけど、私が悩んでいることに天人さんは気付いた。

　しまったという気持ち、意外だという思いと同時に、なぜか少し嬉しさもあった。

『好きにしろ』と言われたときは悲しくなった。言わせたのは私なのに。

　可お笑かしいですね、と呟つぶやきが漏もれた。

　ほんと、笑ってしまうくらいあっさりと感情が乱れてしまう。天人さんの一言一言にすごい勢いで振ふり回まわされている自分を感じる。

　では、この鬱うつ屈くつした気分も、彼が何か言ってくれれば簡単に吹き飛んでしまうはずだ。

　例えば、『行くな！』とか。

　あるいは『たとえどうなっても、俺が連つれ戻してやる！』とか。

　――私は、心のどこかで本当にそんな虫のよい展開を期待していたのかもしれない。

「……ばかばかしい」

　私は少し笑い、そして泣きたくなった。

　本当に――なんて浅ましくてみっともない心根なのだろう。




　　　　　＊　＊　＊




　翌日の午後、俺は結に指定された場所へと向かった。

　新学期の初日だ。学校は始業式とホームルームだけなので、午前中で終わる。寮に戻って着き替がえ、強大な神と対たい峙じするための心の準備をするだけの時間はあった。

　が――

「……何でこんなとこなんだろ」

　俺は呟いた。

　実尋市の繁はん華か街がいにあるハンバーガーショップである。

　とりあえず、俺は一番安いハンバーカーのセットを頼たのみ、二階の窓側に空いている席を見つけ腰を落ち着けた。

　どこも半日授業だったからだろう、外には学生の姿が多く見られる。

「よお、名塚天人」

　程ほどなく少年が現れ、そう声をかけてきた。

「いやあ、悪ぃな、呼びつけちまって」

　手に持ったトレイの上には五セット分くらいのハンバーガーが積まれていた。

　そして結は俺の向かいの席に腰を下ろし、豪ごう快かいに食い始める。

　ある程度抑おさえてはいるのだろうが、それでも強きよう烈れつな圧力を感じる。感知能力のきわめて鈍にぶい俺が威圧感を覚えるくらいだから相当なものだろう。少なくともこいつが人間をはるかに超ちよう越えつした存在であることは疑いない。

　それだけに、行ぎよう儀ぎ悪くジャンクフードを食い散らかしている光景が異様に映った。どう見ても育ちのよろしくない悪ガキにしか見えない。

　神話の中の存在と対決するなら、人気のない森とか廃はい墟きよとかそういう場所が似つかわしいってイメージだったんだけどなあ。

「つーかさ……なんでそんなもん食ってるんだ？」

　俺は尋たずねた。

「んあ？　いけねえのかよ？」

　ハンバーガーをほおばりながら結は顔を上げた。

「いけなくはないけど」

「お前の寮の奴らだって普ふ通つうに飯食うだろうが。肉体持って人間界うろつくんだったら、楽しめる部分は楽しまないと損なんだよ。やー、しっかし、人間の食い物はすばらしいね。歴史を通じてもっとも発展してきた分野と言えるんじゃねえか？」

　まあ、それに関して異存はない。

　とりあえず、話はこいつの腹が膨ふくれてからか。

　俺は残っていた自分の分のポテトを口の中に放ほうり込む。かりっとした食感、広がるポテトの香かおり、適度な油と塩の味。高級な料理ではないが、うまいのは確かだ。

「それにしても――」

　結は俺の方を見ながら言った。

「よくそんなもの食えるなあ、お前」

「――――？」

　意味がわからず、俺は眉を寄せる。

　ふと自分の手に目を向けると――噛み千切られた太くて大きなミミズがうねうねとのたくっていた。

「な――！」

　思わず手を離し、腰を浮かす。ぽとりとテーブルの上に落ちたそれは――やはりミミズではなく、何の変へん哲てつもないフライドポテトだった。

　くっく、と結が肩かたを震わせて笑っていた。

「いやー悪ぃ悪ぃ。まあ自己紹介代わりだ。俺は《終わらせるもの》。謀たばかる神。特性は情報を取得し歪め利用すること。騙だまされないように気をつけろよ」

「…………」

　俺は唾つばを飲み込み、息を整えた。

　――幻げん覚かく、か。

　おそらく、こんな幻げん術じゆつは結にとって軽いおふざけ程度のものなのだろう。注意するべきはその性向。相手を欺あざむき出し抜くことに喜びを感じるという、心の在り様の方だ。
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　隙すきを見せるな、平静を保て。

　俺はそう自分に言い聞かせながら、ゆっくりと座り直し食事を再開しようとする。

「ちなみにコレだけどさ」

　と、そのとき、フライドポテトを摘つまみ上げながら、再び結が口を開いた。

「お前、どっちが幻覚でどっちが本物だと思う？」

「どっちが――？」

　どういう意味だと考えて、そして理解する。

　先ほど、ポテトをミミズに見せていたのか――

　それとも今、ミミズをポテトに見せかけているのか？

「普通の店はミミズを調理して出したりはしねえだろうよ。でも、ここの人間が丸ごと認にん識しきを狂くるわされていたのだとしたら？　もしオレの力によって、店全体がおかしくなっていたのだとしたら？　お前がさっきまで食ってたのはちゃんとポテトの味がしただろうさ。でも、その認識は本当に正しかったのか？　――なーあ、名塚天人よぉ、お前、このオレのことをミミズ一匹程度の幻覚を見せて喜んでるような、そんなちゃちな神だと思ってたのか？」

「…………」

　俺は思わず想像してしまう。

　店員はポテトにしか見えないミミズを紙容器に詰つめ込み、客はポテトにしか見えないミミズを手掴づかみして貪むさぼり食くらう。噛み千切られた環かん状じよう生物は口の中でピチピチと暴れるが、抵てい抗こう虚むなしく呑のみ下される。粘ねん液えきにまみれた薄桃もも色いろの肉にく片へんが、腹の中へ滑すべり落おちていく。

　もしかしたら、隣の親子連れが食べているのも、そこのカップルが食べているのも、向こうの女子中学生たちが食べているのも――そして俺がさっきまで口にして、腹の中に詰め込んでいたフライドポテトも全部――

「う――」

　思わず口を押おさえる。胃の中で何かがうねうねと動いているような錯さつ覚かく。

　――いや、これは、錯覚なのか？　本当に？

「く……くはは、ははははははははははははははははははははははははっ！」

　こらえかねたように結が声を上げて笑った。

「いやー、素直な奴だな、お前。可愛かわいがられるわけだ。冗じよう談だんだよ。心配すんな。ちゃんと全部、ただの揚あげたイモ。だからオレも全部食ってるじゃねえか」

　吐き気けを何とか飲み込むと、俺おれは結を睨にらみ付つけた。

「……嫌がらせかよ」

「いやいや、むしろ親切のつもりだっての。自己紹介だって言ったろ？　オレはこういう神なんだよ。他人が驚おどろき、うろたえ、衝撃を受ける――そんな光景を見て心を慰なぐさめるだけの、幼よう稚ちで哀あわれな小物さ。それがただ、ちっとばかし強い力を持っているに過ぎない」

「…………」

　言いい換かえれば『幼稚な者が大きな力を持っている』ということだ。それがどれだけ厄やつ介かいな事態かは、いちいち考えるまでもないだろう。

　見せ付けるように、結はフライドポテトをゆっくりと口に放り込み、咀そ嚼しやくする。

「定命であり、短い年月で何者にでもなれる人間とは違って、神の役割、特性というのは、本質を縛る鎖くさりになる。だからオレは騙したり引っかき回したりする自分からは逃れられねえ。存在そのものがそういうふうにできているってわけだ。……ま、人の領域に片足つっこんでるお前には、あんまり縁えんのない話だろうが」

「いちいちムカつく言い回しをするんだな。お前が何をやってきたのかは十分聞いてる。性格はわかってるし、今さら油断なんかしねえよ」

「――の割には簡単に動どう揺ようしてくれたようだけどな？」

「…………」

　返す言葉が見つからなかった。

「ま、オレについて理解していただけたのなら結構結構。――んじゃ、本題に移るか」

　ハンバーガーの最後の一口を飲み下し、結は再び口を開く。

「ゲームについての話をしようぜ」

　ようやく来たか。俺は気分を引ひき締しめる。

　機先を制されたのは間違いないが、これ以上のアドバンテージを与あたえる必要はない。勝負はもう始まっているのだ。

「まず協議して、内容とルールを決めるか。お互たがい納なつ得とくのいくもんにしたいからなあ。んじゃ俺からゲーム内容について提案なんだが――」

「その前に、一つ確かく認にんしておきたいんだけど」

　俺は口を挟はさんだ。

「ゲームならゲームでいい。受けて立つって決めたからな。でも、お前、ちゃんとフェアに戦うのか？　どんなルールであっても守るつもりがないなら意味ないわけだし」

　威い圧あつ的てきな口調を作ったつもりだったが、結の返答は簡潔だった。

「アホかお前」

　呆あきれたようにため息をつき、そして続ける。

「仮にオレがイカサマするつもりだったとしても、いちいち予告するわけねえだろバーカ。内心がどうであれ『はい、オレはルールを守ります』以外の答えはありえねえの。何無意味な質問してんだよ。それとも、ルール破りしないようプレッシャーでもかけたかったのか？　だったら、強制力が伴ともなってないと意味ねえよ。『ルールを破るとお前にはこういう不利益が降りかかるぞ』と、それを提示できて初めて力を持つんだ、そういう言葉は。今のお前に何かあるのか？　せめて御子神たちがいるときでないと無む駄だだぜ無駄」

　ぐ、と俺は言葉に詰まる。

　いちいちもっともだった。

「ま、こういう駆かけ引きに関してはド素しろ人うとだってのはよくわかった」

　結はくっくと喉のどを鳴らした。

「バカが付くくらい真まっ直すぐ一直線な性格なんだな。実に騙しやすく、嵌はめやすい。だからこそ、そこを突くだけでは面おも白しろくない、か」

「どういう意味だよ」

「言った通りだよ。――なあ、名塚天人、〝面白い〟という言葉は、どういう概がい念ねんを指すと思う？」

　少年は俺の答えを待つことなく続ける。

「もちろん、これはきわめて個人的な感覚に左右される問題だ。だからオレはこう定義する。『〝面白い〟とは無限の可能性のことである』――とな」

「…………」

「未来は定まっていないから面白い。逆にいえば、決まりきった結末が見えているものなど、面白くも何ともねえってことだ。本来、人は神には勝てない。半天使のお前にしても、その領域に留とどまり続けるかぎり、オレに対して勝ち目はない。普通はな。でもそれはオレにとって面白くない。つまり――」

　結はにいっと笑う。

「このゲームには、お前にとって望ましい未来もちゃんと存在するべきだ。オレとお前の間に圧あつ倒とう的てきな力の差があろうとも、きちんとゲームが成立しなければならない。それは相手の期待を裏切り、努力を嘲あざ笑わらい、出だし抜いて勝利を収める快感を満まん喫きつするために、必要な条件だからな」

　要約すると『お前にも勝ち目のある勝負にしてやろう。その方が面白いから』ということか。

「だから、あえてさっきの質問に答えてやろう。――オレはフェアに戦うし、ルールを守るし、負けた場合はそれを素直に認める。だからお前も勝ちを目指して全力で頑がん張ばってくれよ」

　俺に対する励はげまし――では無論、ない。

　希望を求めて足あ掻がく姿を、そしてそれが潰ついえたときに絶望する姿を見たいということなのだろう。間違いなく性格が悪いな、こいつは。

　ただし、勝利ではなく楽しむことが目的であるというなら、これは付け込む隙とも言える。能力が違ちがいすぎるのは事実。どんな種類の勝負であれ、万ばん全ぜんの態勢で臨のぞまれれば勝ち目はないのだから。

　つまるところ、予想した通りの流れになったわけだ。

「言われるまでもなく頑張るさ。――もう一つ確認。勝負に勝った場合の報ほう酬しゆうについて。お前は寮りようで『主張を一つ通せる』と言っていたよな？　それは――お前が今後『天秤の会』に一いつ切さい手出しはしない、というのでも有効か？」

「いいぜ、その内容で。じゃあ、公平にこちらも教えておこう。オレが勝った場合は、亜夜花の引ひき渡わたしを要求する」

「……俺が決められることじゃない。あいつは俺の所有物じゃないし」

　あの同居人の無表情な顔が脳裏に浮うかぶ。

『どうでしょうね。帰りたいの、かも』

　他人事のように、どこかなげやりな様子で口にした言葉。

　今のところ、あれが唯一示された亜夜花の意志だ。

　理由はどうあれ、俺たちより結に傾いているということに複雑な思いはある。微妙に気まずくなった関係も修復されていない。

　それでも――

「あいつは……俺たちの、大切な仲間なんだ」

「別に亜夜花を説得する機会を設けるって程度でもいいけどな。多分、結果的には同じことだろうさ」

　結は小さく肩をすくめた。

　すべてを見通しているかのような態度にカチンと来る。だが、おかげで俺は目の前の敵に意識を戻すことができた。亜夜花のことで悩むのはいったん棚たな上あげにしよう。すべては勝ってからだ。

「もう確認とやらはいいな？　よし、んじゃ、ゲームの協議に入るか。まず、内容についてオレから提案させてもらおう」

　俺は結の言葉に肯き、神経を集中させる。どんなささいな穴も見み逃のがさないように。

「簡単な賭けをしようと思う」

「――というと、くじ引きとかコインの表裏とかか？」

「んー別にそれでもいいっちゃいいが、完全な運任せってつまらなくね？　適度に努力の余地があるのが望ましいと思ってるんだがな」

「…………」

　思案を巡らす。

　もし完全に運だけで勝敗が決まるというなら、力の劣おとる俺にとって悪い条件ではない。

　ただしそういう勝負になった場合、公平性を信頼できないのが難点となる。結の作さく為いが紛まぎれ込む可能性を否定できないからだ。くじ引きならくじに細工をするかもしれないし、コインの表裏で決めるならコインに手を加えるかもしれない。

　そして賭けがシンプルであればあるほど、こちらの対たい抗こう手段の入り込む余地が少なくなっていく。

「……そうだな、確かにもう少しいろいろな要素の絡からむ方がいい」

　運だけではなく、こちらにもコントロールできる要素のあった方が、リスクは減らせるだろう。結にとっての不確定要素が多ければ多いほど、能力の差を埋うめやすくなるはずだ。

　結は満足げに笑って肯いた。

「意見が一いつ致ちしたな。そんなわけで、予言ゲームってのはどうだ？」

「予言？」

「といっても、実際に予知をしてそれを語れってことじゃねえよ。お前にゃ無理な話だしな。――単純なゲームだ。オレたちは『予言者役』と『聞き手役』に分かれる。予言者は何か予言をし、それが当たれば勝ち。聞き手は予言が外れれば勝ち。妨ぼう害がい活動もアリ」

「……つまり、予言者は自分が確実に実行できそうな予言をし、聞き手はそれを何とか阻そ止ししようと動くわけか」

「そう。人間基準で例を出すとだな……Ａが『予言者役』、Ｂが『聞き手役』とする。で、Ａが『俺はこれから三〇秒逆立ちをする』と予言をする。それを完かん遂すいできればＡの勝ち。何とかして阻止できればＢの勝ち。永遠に決着がつかないのは困るから、予言には制限時間をつけることにする」

「…………」

　公平な勝負にはならないな、と俺は思う。

　例は人間同士だが、実際に勝負するのは俺と結だ。できること、できないことに差がありすぎる。

　ただし、どんな予言をするかは予言者に任される。選択の幅はばは非常に広くなるわけだ。工く夫ふう次し第だいで勝ち目が出てくるかもしれない。

「一度であっさり決着がついてもつまらないから三本勝負、二本先取で勝ちとする。一本目の予言者は抽ちゆう選せんで、二本目以降は勝ったほうが予言者を務める。――こんな感じでどうだ？　名塚天人よ」

「要領はわかったよ」

　ただ結論は慎しん重ちように考える必要があるだろう。ひとまず、感じた疑問をぶつけてみる。

「問題が幾いくつか。まず、神の力を使われたら俺に勝ち目があるようには思えない。そして、これ、実質的に勝負内容を決定できる予言者側が有利すぎないか？」

「別にお前の方は知り合いの神の力を借りても構わねえよ。それである程度差は埋まるだろ。予言者に関しては、そうだなあ……ハンデをやろうか。お前が聞き手になった場合、予言を拒きよ否ひする権利があるとする」

「拒否するとどうなる？」

「予言者、つまりオレは拒否された予言を破は棄きして、新たにお前が納得できるような予言を提案する義務を負う」

　俺の方は自分に不利だと思ったら予言を却きやつ下かできる。

　例えば『名塚天人は氷室結に殴なぐられる』という予言を、結がしたとする。

　この場合、俺を殴ることができれば結の勝ちである。ただし、それを阻止できそうにないと思えば、俺はその予言を拒否すればいい。俺が納得しない限り、勝負は始まりもしないわけだ。

　対してこちらが予言者になった場合は、相手に拒きよ否ひ権けんがないため、自分に有利な内容を自由に設定できる。

「どうだ？　これならいい勝負になると思うけどね」

「……いや、まだだ」

　やはり相手が予言者に回ったとき、どういう予言を出してくるのか読めないというのが不安要素である。あらゆる可能性を考こう慮りよしつつ、自分に有利か不利かを判断し、予言を拒否するかどうか決定する――俺にできるだろうか。

「実に初うい々ういしい用心深さだよなあ」

　苦く笑しよう気味に結は言う。

「皮肉かよ」

「事実に基もとづいた感想だよ。そうだなあ、初心者に優やさしいオレは、もう一歩譲じよう歩ほしてやってもいい。――お前、ケーキ分ぶん割かつ問題って知ってるか？　定規も秤はかりもない状じよう況きようにおいて二人で一個のケーキを半分こするとき、ケンカにならないよう公平に分けるにはどうすればいいのかって話なんだが」

「は？」

　いきなり何だ。

「答えは『一人がケーキを切り、もう一人が先に自分の食べる方を選ぶ』。切る奴は自分が損しないよう、等分することができる。選ぶ奴は自分が納得する方を選択することができる。結果、お互い満足しつつ、公平性が実現されるってわけだ」

「何が言いたいんだよ」

「察しが悪いな。オレたちは今、『勝利の可能性』というケーキを分けようとしている。お互い自分有利なら言うことないが、五分五分に近ければまあ納得できる。そうだろ？　で、オレが先にケーキを切るから、お前が選べばいい。具体的には――今からオレは、自分が出そうと考えていた最初の予言を公開する」

　俺は眉まゆ根ねを寄せた。何を企たくらんでいる？

「それについて納得できれば……つまりお前が阻止できると思えば、そのまま俺が予言者、お前が聞き手で一本目をスタートする。逆に納得できなければ、お前が予言者で一本目を始めよう」

「……つまり、一本目に限り、拒否権を使えば予言の権利がこちらに移る？」

「そういうこと。予言者が有利なんだろ？　だからお前に選ばせてやる」

　結の立場としては、当然ながら自分に不利な予言――俺が簡単に阻止できる内容のもの――を出すわけにはいかない。しかし自分に有利な予言を出せば、俺に予言者役を奪うばわれることになる。譲歩して俺にも勝ち目のあるような内容にせざるを得ない。

　つまり、結は敢あえてケーキをちょうど半分に割ってみせる必要があるわけだ。

　俺の方は結の予言を受けてもいいし、譲歩が不十分だと思えば逆に予言者の権利を得ることを選んでもいい。

　これなら、初手から主導権を握にぎれる。

　そして上う手まく一本目を取ることができれば、二本目は予言者で始められる。勝負は二本先取制。その時点で圧倒的に有利だ。

「言っとくが、別に落とし穴や引っ掛かけはねえぞ。オレは楽しみたいんだからな」

「……わかった。それでいい」

　結の言葉を信用したわけではなかったが、俺はそう答えた。どれだけ慎重に考えてみても、こちらにとってのデメリットを見つけることができなかったのだ。

「んじゃ、早さつ速そく始めるとするか。いいか？」

　俺は同意の肯うなずきを返す。

「いくぜ。――成ればオレの勝ち。成らねばお前の勝ち。オレの最初の予言はこうだ」

　ちろりと唇くちびるを舐なめ……ゆっくりと語り始める。

「お前の幼おさな馴な染じみ――羽村梨玖は一週間以内にお前のもとを去り、ニュートラルハウスから姿を消す。もちろん自発的に、だ」
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　二階の窓近くの席に、二人の姿が見えた。

　声は聞こえない。が、表情や仕草から会話の展開は何となく想像できる。

「……ああもう、あっさりペース握られて、あの子は」

　目立たない物もの陰かげで人待ちを装よそおいながら、万那は天人の様子を観察していた。心配で後をつけてきたのだが、案の定押されているようだ。

「天人とライン繋つないでおけばよかったかなあ……」

　彼かの女じよは視覚や聴ちよう覚かくを他人と共有する能力を持っている。とはいえ、結ほどの相手になれば高確率で気付かれるだろうし、言いがかりの口実を与えるような真ま似ねはできれば避さけたいところ。まあ話の内容についてはあとで天人に聞けば済むことなのだが……敵が目の前に居るのに何もできないというのは、実に歯がゆい。

　組織に所属しているがゆえの不自由。望んでやっていることではあるが、時折めんどくさいと思わないでもない。もともとややこしいことを考えるのには向いていないのだ。

「だから一思いに殺っちゃえばいいのに」

　後ろからひょいと顔を覗のぞかせて千那が言った。

「兄様と同じくらいの目に遭あうべきだと思うよ、結さんも」

「……駄だ目めだって言ってんでしょ」

　同意したいところもあるが、一応たしなめる。ストッパーが居ないと歯止めが利かないのだ、この姉は。

「街にとって害悪である理由がなきゃ力は振るえない。強行すれば『天秤の会』の信用が失しつ墜ついする。巻き込んで人間に犠ぎ牲せい者しやを出すわけにもいかないしね」

「んー、でもそれって……」

　千那は首を小さく傾かしげる。

「つまり、信用を失墜させる覚かく悟ごがあって、周囲に被ひ害がいを与えなければやれちゃうわけだよね？」

「何を――」

　馬ば鹿かなことを、と言おうとして、万那は口を噤つぐむ。姉の言葉は意外に本質をついているように思えたのだ。

「結局、どっちがお得かってことだと思うの。信用は後で取とり戻もどすのも不可能じゃないけど、天人君に万一のことがあった場合そうはいかない。私たちの手で結さんを処理できれば、兄様にしたことの報むくいを受けさせた上で、天人君に危ない役目を任せる必要もなくなるわけだし」

「…………」

　結も力ある神ではあるが、戦せん闘とうが本領というわけではない。完全に滅ほろぼせるかどうかはともかく、当分の間、再起不能にするくらいにはできるだろう。できるだけ人気のない場所を選んだ上で、千那か万那、どちらか一人がサポートに回れば、人間に怪け我が人にんが出ないよう衝撃を遮しや断だんすることも可能だ。

　責任を引き受ける覚悟さえあれば、できることがないわけではない、か。

　心がわずかに揺ゆれる。――と、そのとき、声が聞こえてきた。

「……あーんまり物ぶつ騒そうな真似、してほしくねえんだけどな」

　姿は見えない。方向も距離もはっきりしない。しかし、間違いなく近くに――居る。

　少し気を抜ぬいてたかな、と万那は思う。天人と結に注意を向けていて、接近を許してしまった。すでに空気は張はり詰めていて、うかつに動くことができない。千那も同様だろう。

（あー、まずいな。……ちょっとワクワクする）

　小さく舌を出して万那はぺろりと唇を舐める。

　万那も千那も、自ら争あらそい、また争うものに加護を与えるという側面を強く持つ存在である。相手は自分たち二人を相手取って間合いに入り込み、均きん衡こう状態を作り出しているのだ。おそらくは――同格以上の神。

「どちら様？」

　万那はどんな動きにでも対応できるよう、体を緊きん張ちようさせながら問いかける。

「あのクソ親おや父じのボディガード。俺様の方は別にあんたらと対立する気はねんだが、親父に協力する約束なんでね。しゃーねんだわこれが」

　やる気なさそうに野太い声は言う。

「親父、ね。――蛇へびさんとはやりあったことあるから、狼おおかみさんの方？」

「…………」

　気配は沈ちん黙もく。肯こう定ていということだろう。亜夜花の兄神、か。

「氷室結は実尋市の方針に賛同し、協力するって立場なのよね、一応。だからあたしたちもうかつに手を出せないわけだけど……あんたはちがうよね。街の住人じゃなく、ずっと外をふらふらしてたわけだし」

「何が言いてえんだ」

「簡単よ。敵対行動を取ったら、排はい除じよ可能だってこと」

「できるのかよ？」

「証明してみせようか？」

　返事はない。

　代わりに空気がさらに密度を高める。今にも臨界点を迎むかえそうだ。

　さて、一挙動でこちらが先制攻こう撃げきを叩たたきつけるとしたら、こいつは受けるか、それとも避けるか――

　と、緊張を破ったのは、千那の穏おだやかな声だった。

「私に暴れるなという割には、万那ちゃんもときどき乱暴だよね」

「……何のんきなこと言ってんの、こんなときに」

「落ち着いて。周りの人に被害を出すわけにはいかないんでしょ」

「…………」

　確かに。

　すぐそこに大きな通りがあるし、周囲に気を遣つかうような余よ裕ゆうを与えてくれる相手ではないだろう。冷静に考えれば戦うべき状況ではない。
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「役割が逆だわね、これじゃ」

　万那は小さく息を吐き、気配に問いかけた。

「あんたの方から戦う気もないのよね？」

「……あー、まあな。バトること自体は大好きだが、あんたらには色々と余計な事情が絡んでくるから頭空っぽにしてやりあえねえし、めんどくせえ」

　声は言った。嘘うそは感じられない、が――

「あんた、前にてとらと戦ってなかったっけ？」

「……だからこそ、だ」

　不ふ機き嫌げんそうな響ひびき。何かあったのか。

「――まー、いいや。じゃ、お互い収めましょ」

「あ、ちょっと待って。……あなたは、亜夜花ちゃんの去就についてはどう思ってるんですか？」

　千那が尋ねた。

「んなの、本人の勝手だろ。俺様に聞くなよ」

「つまり本人の自由意志によって決められるべきだと思っているわけですね？　逆に言えば、結さんが勝手に決めたり、干かん渉しようする筋合いもないと」

　ああそういうことか、と万那は理解する。

　こいつ、立場としては亜夜花寄りで、結には批判的なわけだ。役割としては結の護衛だが、今、あえて敵に回す必要はない相手だと言えるだろう。

「うん、妹を思いやる兄、素す敵てきですねえ」

「いやお姉、それはいいから。――んじゃね。また、会うことになるかもしんないけど」

「…………」

　気配は何も返答せずに消えた。
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（梨玖が――ね）

　俺は一人、寮への道を辿たどっていた。

　頭の中に、先ほどの結の〝予言〟がぐるぐると回っている。

　『一週間以内に梨玖が自分から寮を去る』――それは俺の想像もしていなかった内容だった。正直、衝しよう撃げきや驚きより、戸と惑まどいの方が強い。

　様子のおかしかった亜夜花ならまだわかる。しかし、梨玖が姿を消すという状況が俺にはまったくイメージできない。

『繰くり返かえすが、自分の意志で、だ。オレが誘ゆう拐かいしたりはしねえよ。お前が相手してくれてるかぎり、手出しはしないって約束だしな』

　そう結は笑っていた。

　相変わらず無条件に信じられるわけではないが――結がもしその約束を違たがえれば、『天てん秤びんの会』が罪に問うのに十分な理由になるだろう。

　少しためらった後、俺は結局その〝予言〟を受けた。勝ちの公算が大きいと判断したのはもちろんだが、何より受けて立たなければ俺と梨玖が今まで築いてきたものを否定されるような気がしたのだ。

　かくしてゲームはスタートした。

「これが当たれば結の勝ち、外れれば俺の勝ち、なんだよな……」

　結に有利な内容とは思えなかったが、あいつは何を考えてこんな〝予言〟を選択したのだろうか。もしかして、何か狙ねらいがあるのか？

　――色々と考えてはみたが、見当もつけられなかった。ただ胸の中に何とも言いようのないもやもやが残っただけ。

　俺はため息をつく。理解できないものにこだわり続けても仕方ないか。気分を切きり替かえよう。

　歩を進めながら、今度は梨玖のことをぼんやりと思った。

　人ひと懐なつこく明るくにこやかで、家事上手。俺の同級生である細ほそ屋やあたりに言わせると、妹にしたいタイプナンバーワンであるらしい。

　そして、俺のことを好いてくれている。……自うぬ惚ぼれではないはずだ、多分。

　唯ゆい一いつ、少し性格的に不安定な部分があるのが、欠点といえば欠点だろうか。これについてはいずれ話し合うとして――

　梨玖が今の生活を楽しんでいるのは間ま違ちがいない。どう考えても寮を出て行くような理由があるとは思えなかった。

　あいつと出会ったのは、まだお互い幼かった頃ころだ。

　梨玖は俺の家の向かいに住んでおり、一つ違ちがいと歳も近く、物心ついたときはもう傍に居たという感じだった。当時は内気で引っ込み思案だったあいつを、よくいじめっ子から庇かばってやったのを覚えている。

　親父さんの転勤で一家が越こしていったのは、今から七、八年ほど前だっただろうか。その後疎そ遠えんになっていたが、今年の春、俺が実尋市に引ひつ越こしてきたときに再会した。

　梨玖はその間に両親と弟を事故で亡なくしており、親しん戚せきの家に引き取られるもうまくいかず、古いアパートに部屋を借りたった一人で暮らしていた。

　そして――その後にあったことは、俺にとってもいい思い出とは言いがたい。結果的に梨玖は人間を捨て、吸きゆう血けつ鬼きに転化した。

　ただ、一連の事件に区切りがついた後は一いつ緒しよの寮で暮らし傍で見守ることができるようになったから、手放しのハッピーエンドではないまでも、悪くない結末を迎えることはできたと言えるのかもしれない。

　あれから数か月が経過し、梨玖は夜の住人としての体質にも慣れたようだ。学校に復帰する目め処どもついた。

　幸福とは縁えん遠どおかったあいつだが、このまま寮で生活していれば、きっとこれまでの分を挽回していけるはずだ。俺はそう信じている。

　『にゅーとらるはうす』と看板の掛かった門をくぐり、寮の中に入ると、その梨玖がウルリカと一緒に廊ろう下かの掃そう除じをしていた。

「あ、おかえり、たか兄」

「ただいま、梨玖……って、どうかしたか、ウルリカ？」

　小さなメイドさんが心配そうに、俺の顔を見ている。

「あのー、天人さま、結さまとお話ししてきたのですね？　……大だい丈じよう夫ぶなのでした？」

「今日は話しただけだからな。別に何もされてないよ」

　そういえば、ウルリカは結のことをひどく怖こわがっていたよな。基本的に無む邪じや気きで人懐こいこいつにしては珍めずらしい。過去に何かされたのだろうか？

「いえ、あのー……」

　俺が尋たずねると、犬耳の少女は少し気まずそうな様子で続けた。

「おこられたり、ぶたれたり、されたわけではないのですけど、とっても、こわいのですよー……。その、まったく、わからないので」

「わからない？」

「えっと、お話してもぜんぜんお話が通じてる気がしないというか、いえ、通じてるのですけど、ウルリカがそこにはいないというか、なのに、ウルリカが怖がったり、逃にげたりするととってもうれしそうにされたり……」

　要領を得ない説明だったが、何となく言いたいことはわかる。

　氷室結は他者を自律行動する人形程度にしか見ていないようなところがある。

　ウルリカの言葉を理解し反応してはいるが、ウルリカ自身の存在はどうでもいい。何の価値も意味も見み出いだしておらず、結の中では、次の瞬しゆん間かんに『頭を撫なでる』または『頭を潰つぶす』という選択肢が等価で存在する。そういう感じ。

　おそらく、ウルリカの予想、期待を裏切り、動揺するという反応を引き出せれば何でもいいのだろう。

　表面的には凶きよう暴ぼうというわけではないが、それが面白いと思えば笑え顔がおのまま人を刺さしてくるような――そういう得体の知れなさ、こちらの価値観がまったく通用しないのではないかという怖さは俺も感じた。

「大丈夫だよ、負けないから」

　俺は笑ってウルリカに言った。ウルリカも少し表情を緩ゆるめる。

「もう少ししたら夕食の準備始めるから、二人とも手伝ってくれるかな？　――あ、そうだ、その前に梨玖」

「なあに？」

「今からお前の部屋行ってもいいか？」

「私の部屋に？」

　梨玖は驚いたように目を見張り、そして両手を自分の頬ほおに添そえて言った。

「きゃーっ、たか兄、大だい胆たん！」

「……いや、ちょっと話があるだけだから」

「え？　お話だけなの？　なんで襲おそわないの？」

「なんでと言われても……」

　どうもペースを乱されるなあ。

　ちなみに梨玖の部屋を選んだのは、単に俺の部屋には亜夜花が居るからである。結の絡む話になるので、特にあいつには聞かせたくなかった。おそらく父神の影かげを感じれば、あいつはますます心を閉ざす。ずっと気まずい状態だから、何とかしてもう一度ちゃんと話をしたいんだけど――

　あ、いや、今は梨玖のことが優先だな。

「んー、まあいいよ。襲われるのはまた今度」

「襲わねえよ」

「じゃあ、行こうか」

　人の話を聞いてるのか聞いてないのかわからない幼馴染と共に階段を上がり、梨玖の部屋に入る。

　ごちゃごちゃと物が散乱している亜夜花の部屋を見慣れているせいかもしれないが、梨玖の部屋からはシンプルでよく片付けられているという印象を受ける。勉強机、小さなテーブル、そしてベッド――目に付く家具はそのくらいか。他にはほとんど何もない。

　簡素なのが悪いわけではないが、改めて見ると娯ご楽らくに使用するものが一切ないことに気が付いた。それが少し引っかかるといえば引っかかる。いや、同年代の女の子の部屋を見た経験が豊富なわけでもないので、どんなのが標準であるのか知っているとは言いがたいのだけど。

「はい、座すわって座って」

　ニコニコと笑いながら座ざ布ぶ団とんを勧すすめられた。

　俺おれは腰こしを下ろし、さてどう切り出そうか、と考える。

　『お前、近々寮を出て行く予定はあるか？』――いきなり不自然か。

　『氷室結はお前が寮を出て行くと言ってたぞ。何か不満でもあるのか？』――隠かくし事ごとを疑っているようで嫌いやだな。別に問とい詰つめたいわけではないんだし。

　俺の向かいに正座しながら、梨玖は笑顔で言葉を待っている。

「あー……寮は、その、どうだ？」

　結局そんな抽ちゆう象しよう的てきな問いになった。

　梨玖は目を瞬まばたかせ、小首を傾げた。

「どうだ、って？」

「えーっと、居い心ごこ地ちはいいか？」

「うん。たか兄も居るしね」
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　返答にはためらいがなかった。

「今までに出て行きたいと思ったことはあるか？」

「ないなあ」

　これも即そく答とう。表情からも葛かつ藤とうや迷いは見えない。

「出て行く必要がないもの。たか兄がここに居続ける限り、これからもずっとそうだと思うよ。あ、でも、たか兄が出て行くならついて行きたいかな。もしかして、そんな予定があったりするの？」

「いや、ないけどさ」

「じゃあ、もしかして……」

　んー、と梨玖は少し考え、そして言う。

「何か、私に出て行って欲ほしい理由があるとか？」

「いやいや、違う違う」

　俺は手を振ふって否定する。

「むしろ逆。あー……お前、割と有う無むを言わさない感じでここに入れられることになっただろ？　居づらくなったりしてないかなって、ちょっと心配になって」

「なんだ、そういうことなら心配無用だよ。――よかった。たか兄が望むならわがままは言わないつもりだけど、やっぱり離はなれたくはないからねー」

　笑顔で梨玖は言う。

　やはり出て行きたがるような様子はかけらも見られない。

　俺の言葉を重視しすぎるきらいがあり、このところその傾けい向こうが特に強く見られるのは気になっている。しかしそれは逆に、梨玖がここから去る理由もないということ。

　――そのはずなのだ。

　また得体の知れない不安が心の中でうごめく。

「あのさ、梨玖……」

「ん？　なあに？」

「……いや」

　結との賭かけの内容を伝えるべきかと少し悩んだが、俺はひとまず保留することにした。

　『賭けに負けるから何があっても出て行かないで欲しい』と頼たのむのは、何か違う気がしたのだ。俺が梨玖に出て行って欲しくないのは勝負が懸かかっているからではなく、それが俺の本心からの想おもいだからである。

　俺は梨玖の力になりたいし、梨玖は俺を慕したってくれている。

　であれば、結の言葉などに悩まされる必要はないのだ。ただ普ふ段だん通りでいればいい。それだけだ。

「……うん、俺と梨玖が一緒に居るのに、いちいち理由付けなんて必要ないもんな」

「理由付け？」

「あ、いや、こっちの話。――現状に満足ならいいんだ」

　俺に依い存そんする傾向は、少しずつ直していけばいい。梨玖は必ず梨玖自身の人生を取り戻し、幸せになることができる。

「あ、そういえば、もう少ししたら復学する予定なんだよな。大丈夫そうか？」

　吸血鬼に転化して日光に対する耐たい性せいがなくなってしまったので、対外的には重度の紫し外がい線せんアレルギーということにして、ずっと休学していたのだ。最近になって体質がようやく日中での活動に適応してきたため、再び学校へ通う目め処どがついたのである。

「うん、来週くらいから少しずつ通ってもいいって、てとらさんが。当分は半日だけ、保健室登校みたいな感じになるだろうけどね」

「それでも前進だな。やっぱ梨玖はさ、もっともっとたくさんの人間とコミュニケーションを取るべきなんだと思う。その方が絶対にプラスになるよ」

　そして、世の中には俺の他にも信用に値あたいする人間がちゃんと居るのだということに、気付いて欲しい。

　幸い、学校には梨玖の親友で珠たま子こちゃんという子が居る。優しくて、いい子だ。人間だから詳くわしい事情を話すわけにはいかないが、復学することで、梨玖はまた、少しずつ世界を広げていけるんじゃないだろうか。

　そして――なぜか同時に俺は階下のひきこもりのことを思い出だした。あいつの行いき詰づまった世界は、どこへ向かいどういう未来を迎えるのだろう。

「たか兄の方こそ大丈夫なの？　ほら、今日は結さんと会ってきたんでしょ？　さっきは何もされてないって言ってたけど……」

「あー……うん。今のところはそんなに物騒な話にはなってないな。向こうの言うとおり、ゲームにつき合わされてる感じ」

　お前を対象に賭けをしているとは、やっぱり言い辛づらかった。

「俺、その関係でしばらく忙いそがしいと思うから、食事当番とか頼むかもしれない」

「うん、まかせといて！」

　梨玖は請うけ合あった。

「あと、俺がいないときに何かあったら――てとらさんに相談するといいよ」

　そのつもりはないと言っていたが、結が何か仕し掛かけてくる可能性は排除できない。しかし、もしそうなっても、てとらさんなら梨玖を護まもってくれるだろう。

　不安も心配も必要ない。

　きっと、この寮りようは何も変わらない。亜夜花も梨玖も居なくなったりなんてしない。すべてのことに決着が付けば、きっとまた平へい穏おんな日常が戻ってくる。

　このときの俺は、そう思っていた。

　いや、あるいは――そう思いたかっただけだったのだろうか。




　　　　　◆　◆　◆




（あ、帰ってきた……）

　玄げん関かんの方から、ウルリカたちと会話する天人さんの声が聞こえてきた。

　今日は結との会談に臨のぞんでいたはずだ。

　あの父神は肉体的な危害を加えることに価値を見出す性格ではないが、必要があればためらったりはしないだろうし、おまけに無む軌き道どうでひねくれているのでいつそれを必要だと判断するかも予想できない。彼かれの相手を務めるということは、常に何をしてくるかわからないという緊張感に直面し続けるということでもある。

　私は動かないことを選択した臆おく病びよう者ものではあるけれど――それでもやはり、天人さんの無事にほっとする。

　とはいえ、どんな顔を見せればいいのかわからないのは相変わらずで、だから彼が部屋に戻ってきても何も聞かないし、何も表情に出さないつもりだった。

　天人さんの声が玄関の方から移動する。私は小さく深呼吸した。

　しかし……足音は私の内心をよそに、この部屋ではなく二階へ向かった。もう一つの足音を伴ともなって。

（彼女の部屋ですか……）

　拍ひよう子し抜ぬけするとともに、胸にかすかな痛みを覚えた。

　天人さんは私に対して何の義務を負っているわけではないし、私も彼に対して何の権利を主張できるわけでもない。論理的に考えれば不快に思ったり傷ついたりするのは身勝手な話なのだ。

　しかし、それを自分に言い聞かせてみても、胸の痛みが治まらなかった。いつまでもいつまでも、チクチクと針で突つつかれるように。

　気付いたとき、私はそっと部屋を出て、階段の方に向かっていた。

　二階を見上げる。

　天人さんは梨玖さんの部屋で何やら話しこんでいるようだ。耳を澄すませばかすかに会話の気配がある。内容までは聞き取れないけれど。

　帰ってきて真っ先に、天人さんは梨玖さんとお喋しやべり。比べて、私と彼との間には、このところほとんど会話が成立していない。

　自じ業ごう自じ得とく。しかし、それでも疑問が湧わいてくるのを止められない。

　私の価値は、彼女より下なのだろうか？

　私は彼にとって、彼女より大切ではないのだろうか？

　だとしたらなぜだろう？　その差はどこに在るのだろう？

　――いや、わかってはいる。

　彼女は天人さんを無条件に信しん頼らいできる。そして私のように感情に囚とらわれたりしない。

　だから、彼女はいつでも明るく振ふる舞まうことができ、天人さんとの関係性を崩くずさずにいられるのだ。

　羨うらやましい、と思う。そして妬ねたましい、とも。

　彼女は――なぜこのような醜い感情と無む縁えんでいられるのだろう？

　不意に耐たえ難がたい焦しよう燥そうに駆かられる。いっそのことこのまま階段を駆け上あがって、部屋に飛び込んで、そして天人さんに――

「亜夜花さまー？」

　声が聞こえた。振り返るとウルリカが珍しく戸惑ったような顔で立っていた。

「どうかしたのですかー？　あの、何か……元気なさそうなのですよー？」

「……なんでもないです」

「でもでも――」

「ごめんなさい。用があったら言うから、そっとしておいて」

　そして私は自室へ歩き出した。ウルリカは少し寂さびしそうな顔をしたが、それ以上は何も言ってこなかった。

　――落ちついて、原点に立ち返ろう。

　今の状況で私が天人さんと関かかわるのは、結に利用される可能性を高める行こう為いでしかない。だから下手に接せつ触しよくせず、このまま独りでいたほうがいい。それが天人さんのためでもある。

　……これは逃とう避ひに過ぎないのだろうか？　正しい判断だと言えるのか？

　胸の痛みはまだ治まらない。







二章　あるはずのない空白







　小さな人ひと影かげが、木々の間をすり抜ける。

　素す早ばやいが、追えないほどではない。俺は距きよ離りを詰め、襟えり首くびを捉とらえようと手を伸のばす。

　と、影は突とつ然ぜん進行方向を変え、真上へと跳はね上がった。ほとんど足場もないような木の幹を駆け上がり、俺から逃のがれようとする。が――

「甘あまい」

　俺は木に手を添え、重力方向を九〇度回転させる。半天使の持つ、数少ない特とく殊しゆ能力だ。

　わわ、っと声を上げて落ちてきた人影は、俺の腕うでの中にすっぽりと収まった。

「はい、捕つかまえ――っと、あぶね」

　顔目め掛がけて振るわれた刃はをひょいとかわすと、俺はその手首を掴つかむ。

「……動けない」

　不服そうな表情と声。

「そりゃ動けないよう押おさえてるからな。おとなしくしろよ」

　俺は抱だきかかえた女の子に言った。

　六歳か七歳というところか。白っぽい帽ぼう子しの下から少々不満げな表情が覗いている。愛らしいといってもいい顔立ちだが、その右手には小こ振ぶりながらも刃を出したカッターが握られていた。

「で、教えて欲しいんだけどさ、そのカッターで何するつもりだったのかな？」

「切るの」

「何を？」

「誰だれかを」

　俺の問いに、女の子は何当たり前のことを訊きいているのだ、という顔で答えた。

「……誰かを切ってどうするの？」

「赤く染めるの。帽子を」

「…………」

　被ひ害がい者しやの血で、ってことだろうなあ。まあ、百円ショップで買えそうな小さなカッターだから、たとえ切られたとしても、絆ばん創そう膏こう貼はっておけば治るような切り傷が関の山だとは思うけど。

「ほんとはね、オノを使うの。でもあたし、重くて持てなかったの」

「ああ、そうなんだ。――でも、オノでもカッターでも、ここでそういうことするのは禁止な」

　どうして？　という顔で見上げられる。俺は少々言葉に困った。

　人間にとっては当たり前のことが、『人ならざるもの』にとってはそうではない。彼女の本能や感覚にとっては、むしろ人に切りつけるほうが当然なのだろう。

　価値観のズレ――人と人外が共生するこの街では、しばしば起こる問題である。

「――あー、すまんなー。それは後で説明するから、とりあえずちょっと寝ねてくれな、お嬢じようちゃん」

　横から伸びてきた手が、ぽんと女の子の頭を叩く。と、俺の腕の中の小さな体から、かくんと力が抜けた。

「やー、おつかれさん、名な塚つか。助かったよ」

　声の主は俺に視線を移し、のんびりと笑いかけた。

　どことなくやる気のなさそうな印象の、ひょろりとした三十男。俺のクラスの担任である鷲わし住ずみ蓮れん太た郎ろうだ。

　こう見えて人外の存在。『天秤の会』とは協力関係にあり、主に学校の秩ちつ序じよを守る役目を担になっていたりする。

　夏休みが終わって数日経たったある日、放課後に鷲住からちょっとした仕事を頼まれたのだ。高等部の敷しき地ちに隣りん接せつする雑木林のあたりで、カッターナイフを手に持ってうろついている女の子がいるという。どうも『人ならざるもの』らしいので、怪我人が出る前にちょっと捕まえて欲しいとのこと。

　それでまあ、軽く相手をしたわけなのだが。

「んー……《赤帽子》かなあ」

　寝ね息いきを立てている女の子を眺ながめながら、鷲住は言った。

　俺も一応『天秤の会』の一員として、注意が必要な種族は頭に入れている。《赤帽子》というのは英国で知られる妖よう精せいの一種だ。

「えーと、確か、斧おので人を斬ざん殺さつし、その血で自分の帽子を染めるやつでしたっけ？」

「そ。人間の勢力が強まってからは、世の中に順応して本能も弱まってきてるはずなんだけど……ときどき先祖返りが出るみたいなんだよなあ。赤絵の具とか染せん料りようとかを代用すれば、欲求を発散できるとは思うけど」

　ま、あとはあいつに任せるか、と鷲住は呟つぶやいた。

「それにしても名塚、ちょっと力が増したか？　なかなか手て際ぎわよくなってるな」

「どうも。――つーか、わざわざ俺にやらせる必要ない気もするんですけどね」

「『天秤の会』だろ、こういう取り締しまりも、お前らの仕事のうちじゃん」

「あんたが自分でやった方がよっぽど早いでしょうが」

　鷲住は《天なるもの》の名を持つ、神と称しようされる存在だ。しかも神話の主神クラスの力を持っていたりする。当然、俺よりも遙はるかに強い。

「いやいや、一応、お前に任せたのにはちゃんと理由がある」

「『俺の手間が省けるからだ』とか言わないでしょうね？」

「…………」

　おい、目を逸らすなおっさん。

「――まあ、解説すると、だ。この街には協定ってものがあってな」

「ああ、神々同士では争わないってやつですか？」

「正確にはできるだけ力を使わないようにする、って感じかな。もちろん戦せん闘とう行こう為いもその中に含ふくまれる。俺レベルの神がちょっと力加減間違えると、地形変わっちまうし」

「でしょうね」

「だから、俺が仕事をお前にやらせることには妥だ当とう性せいがあると言えるわけだ」

「はあ。仕事が嫌きらいなわけじゃないから、別にいいと言えばいいんですけど……」

　そこでふと思いつくことがあった。俺は木の根元に女の子を寝かせ、鷲住に言った。

「――あの、もう少し詳しく聞かせてもらっていいですか？　その協定について」

　万ま那なさんやてとらさんから聞いたことがあり断だん片ぺん的てきに知ってはいたが、きちんと教えてもらったことはなかった。

　今、興味を覚えたのは、結ゆいのことがあったからである。

　形式的にしろ、あいつもこの実み尋ひろ市しの神。ということは、協定の制約を受けているはず。

　詳しく知ればあいつがやれること、やれないことにある程度見当がつけられるのではないかと思ったのだ。

「いや、別に難しいこっちゃないよ。人界、とくにここ実尋市に居る神は、極力人間に影えい響きようを及およぼさないようにしようってのが基本。この試みがうまくいくかどうかを確かく認にんしたいから、環境をぶっ壊こわしてしまわないように気をつけるわけだ。人類滅めつ亡ぼうしたら共生もクソもないからな」

「……滅亡を企たくらむような奴やつらはいないんですか？」

「俺たちは人間たちの信しん仰こうによって存在を保っている部分もあるからなあ。積極的に滅ぼしたがる奴はそういないと思うぞ。中には変なのも居るから、断言はできんが」

　神々の間なら必ず相そう互ご理解が成立するというわけでもないらしい。そりゃそうか。

　鷲住は続ける。

「まあ、一口に神といっても色々な立場がある。第一に人間に友好的なグループ。これは御み子こ神がみてとらを代表とするお前ら『天秤の会』。第二に中立的なグループ。様子見日ひ和より見み部隊だな。第三に人間に敵対的で協調する必要なしと主張するグループ。とはいえ、御子神の顔を立てて今のところ積極的に妨ぼう害がいしたりはしていない。失敗を願いつつ、実尋市を注視って感じかね」

　なるほど。

「数としては第一のグループが一番少ないが、他たグループも御子神てとらはあんまり敵に回したくないだろうなあ。あいつ自身も協定を受け入れて自分ではほとんど動かないし、揉もめ事の種を作らないように立ち回ってるから、今のところうまくバランスが取れてる。結構な綱つな渡わたりだけどな」

「――氷ひ室むろ結って知ってます？」

「ん？　別に付き合いはないが、名前くらいは。お前らの協力者じゃねえの？　娘むすめだか何だかを一人『天秤の会』に入れてたような気がしたけど。そいつがどうかしたのか？」

「いえ……」

　俺は言葉を濁にごした。

　今の話で構図が何となく理解できた。『天秤の会』側としては、基本的にいかなる理由であろうと他の神を排除するのは避さけたい。共生の理念に反するし、他た陣じん営えいに非難される隙すきを作ることにもなる。対象が協力者であればなおさらだ。

　つまり氷室結の『協力者である』というポーズ自体が、『天秤の会』への牽けん制せいになっているわけか。人ひと質じちであるにしろ仲間であるにしろ、亜あ夜や花かの存在が協力姿勢を対外的にも裏付けることになっている。そこまで見み越こして『天秤の会』に亜夜花をよこしたのだとしたら食えない野や郎ろうだな、と思う。もちろん受け入れたてとらさんにも考えがあるのだろうが。

　しかし、そうすると結に協定の強制力が働くかどうかは、極きわめて疑わしい。

　結が一気に『天秤の会』を弱体化なり消しよう滅めつなりに追い込んでしまえば、あいつを咎とがめ立だてする勢力はもはや存在しなくなるわけだ。加えて、それで事態が面おも白しろくなるなら、神々の間のバランスが崩れようが街が滅ほろぼうが気にしない。あいつはそういう性格だろう。

　となると――やはり直接の対応を任された俺の責任は大きいな。

「ちなみに先生の立場は？」

「んー、友好的中立かねえ。積極的に人間保護の必要は感じないけど、まあ『天秤の会』に協力くらいはしてもいいかなって感じ。だから学校の先生やってるわけ」

「人間寄りってことですか」

「それなりに思い入れがあるからなあ。まあ数が多くて群れてて騒さわがしいけど、こいつらが居なくなるとやっぱり寂しく感じるだろうし――それにいいよねえ、女子高生」

　ちょうど向こうの道を高等部の女子生徒たちが下校して行くのが見える。そちらを眺めながら、鷲住は爽さわやかな笑顔を浮うかべた。

「特に夏の薄うす着ぎ。透すけブラ。うふふふふふふふふふ」

　ああ、うん、まあ、わからなくもないですけど。

　むしろ積極的に支持してもいいかなと思いますけど。あんたが教師でさえなければ。

　――と、俺が何か言う前に、背後から声が聞こえた。

「ふーん、ご立派な職業意識だこと」

　鷲住の笑えみが凍こおりつく。

　振り向むくと小こ柄がらな少女が腰に手を当てて立っていた。

「あとで話があるからね、蓮太郎。――おつかれさま、名塚さん」

「……どうも、透とう夏かちゃん」

　鷲住透夏。気の強そうな表情をした女の子。外見年ねん齢れい小学生。

　鷲住の娘――と周囲には認にん識しきされているが、実は奥おくさんである。言うまでもなく、彼かの女じよも神と呼ばれるだけの力を持った存在だ。

　鷲住と同じく、『天秤の会』の協力者の一柱。曙しよ光こう山ざん学園初等部の六年に籍せきを置いており、児童の立場から人外の存在たちを監かん督とくする役目である。初等部にはあまり人間社会に慣れていない『人ならざるもの』たちが通っていたりするので、相応の注意が必要なのだった。

「うーん、一年生くらいだけど……見たことない顔ね」

　眠ねむっている女の子を確認し、透夏ちゃんは言った。

「ちゃんと確認してみるけど、外から迷い込んできた子の可能性もあるかなあ。――あ、手間かけさせたね。ありがと、名塚さん。あとは私の方で対応するから」

「ああ、よろしく。――初等部も学校始まってるんだよな。コウタはクラスでも元気でやってる？」

　寮りよう生せいの一人である和い泉ずみコウタと彼女は同じクラスの友人同士でもある。

　魔ま術じゆつ師しであり、幼いころから魔ま術じゆつの研究に没ぼつ頭とうしていたコウタは、長い間不登校児だった。最近になって学校に通い始め、透夏ちゃんの尽じん力りよくもありクラスにきちんと溶とけ込んでいるようだ。少年っぽい容姿とクールな言動があいまって、なかなかの人気者であるらしい。

「そのことなんだけどさ」

　透夏ちゃんは少し目を細めて俺を見た。

「名塚さん、何かやらかしたの？　コウタがえらく気にかけてて、授業も上の空、何も手につかないような有様なんだけど」

「……あー、多分、『天秤の会』絡がらみかな？　ちょっとややこしい役目に当たっちゃったもんだから。――そっか、コウタにも心配かけてたか」

　うんうんと肯うなずいていると、透夏ちゃんが呆あきれたような顔をした。

「何を呑のん気きな。別に立ち入る気はないけど、つまり危ないお仕事なんじゃないの？」

「まあ……そうかもな」

「じゃあさ、なんでコウタが心配するのか、ちょっとは考えてみたら？」

「いや、なんでって……あいつに仲間意識持ってもらえてるってことだろ？　俺が寮に入ったころは全然他人に関心持たない奴だったけど、成長したもんだよなあ」

　心配かけて済まないと思うと同時に、それが少し嬉うれしかったりもする。

「……じゃなくてさ」

「透夏ちゃんはそう思わないか？　コウタ、ずいぶん年齢相応の表情見せるようになったって気がするんだけどさ。普段むすっとしてるけど、笑うと結構可愛かわいいんだ、あいつ」

「知ってるし、そう思うけど、そうじゃなくてさあ……そこまで気付いてるなら、ってか、せめてそれを本人に言ってあげれば――あーもう！」

　ダメだこの人、と透夏ちゃんは投げやりに呟いた。何がだろう。

「ふーむ、なるほど。押したり引いたりが無意識でこなせるんだな、名塚は。このへん見習いたいもんだ。多分、欲望の臭においをさせないことで対象をより惹ひきつけ――」

「うん、黙だまっててくれるかな？」

　透夏ちゃんが不自然なくらい優やさしい口調で言うと、鷲住は口こう舌ぜつを中断した。なぜか少し怯おびえているようにも見えた。

「あ、でも、コウタのそういう変化は透夏ちゃんのおかげもあると思うんだ。ほんとにありがとな」

「……別に、ああいう子の面めん倒どう見るのも役目のうちだし、結局は本人の意思と頑がん張ばりが大きいわけだし」

　なぜか、ふう、とため息をついて、透夏ちゃんは続ける。

「あなたの仕事のことだけど、そもそも半天使にできることなんて限られてるんだから、自分を過信せずに周囲に頼たよりなさいよね。あそこの寮、かなり規格外なのが揃そろってる場所なんだからさ」

「そうするよ。忠告感謝」

　俺は苦く笑しようして答えた。帰ったらコウタにも声掛かけておこう。

　結局のところ、ニュートラルハウスのメンバーはいい感じに結束できている。だから俺はあの場所が好きだし、守りたいと思うし、梨り玖くが出て行ったりしないと確信できるのだろう。

　梨玖本人と、そして相変わらず部屋を出てこない約一名以外の寮生には、先日の結との会談の内容は伝えてある。結の手が寮に伸びてこないよう、注意を払はらってもらえるはずだ。

　ただ――

（亜夜花……）

　唯ゆい一いつ、あの同室のひきこもりのことが心に引っかかり続けている。

　――『どうでしょうね。帰りたいの、かも』

　あの日、そう言った亜夜花の表情。何度も何度も思い出す。

　結局、俺が感情的に返してしまって、その話題はそれきりになったが……

（逃げ続けちゃだめだよな）

　俺は心を決める。

　どうしたいのか。どうするのか。

　もう一度、向き合ってきちんと話し合うべきなのだ、あいつと。
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　　　　　◆　◆　◆




　私は心を決める。

　一度、向き合ってきちんと話し合うべきなのだ、梨玖さんと。




　ここに留とどまるか、それとも離れるか――私はどこかで必ず決断しなければいけない。

　私が留まることで、天たか人とさんが得るメリットは何もない。

　一方、私が戻もどるという交こう換かん条件を提示すれば、あの父神と交こう渉しようする余地が生じる。もしかしたら天人さんの安全を確保できるかもしれない。

　であれば、必然的に答えは一つ。

　――あとは、タイミング、そして、きっかけだけ。

　だから、私は最後に梨玖さんと話がしたかった。

　少なくとも、彼女の天人さんに対する気持ちの強さは確かなものだと思う。

　そして彼女は私のように妬み嫉そねみに振り回まわされない。無私無欲で天人さんのことを想っている。

　だから――梨玖さんが天人さんにふさわしいという確信を得ることができたなら、私は納なつ得とくして去ることができる。

　そうなればこの胸の痛みと苦しみからも解放されるだろう。同時に何か大きなものをも失うのかもしれないが――それは思おもい悩んだところでどうにもならない。

　決意を固めようと、一つ深呼吸。

　――と、そのとき、タイミングを計ったようにノックの音が響ひびいた。

　返事をしようか迷っているうちにドアが開く。

「あ、起きてる。ちょっとお邪じや魔まするねー」

　姿を現したのは、当の梨玖さんだった。

　私は思わず体を硬こう直ちよくさせる。話し合おうと思っていた相手だとはいえ――正直、この人は苦手なのだ。天人さんとの関係を差し引いたとしても。

　逃にげ出したくなるのをこらえ、努めて冷静な表情を作る。

「……何か、御ご用ようですか？」

「ん、てとらさんに亜夜花ちゃんの様子を見てこいって言われたものだから。このところずっと出てこないよね。何かあったの？」

　にこにこと笑いながら彼女はそう尋たずねた。

「たか兄も心配してるんじゃないかなあ？　ご飯くらいはみんなと食べてくれてもいいと思うんだけど」

「…………何でもないですよ」

　頭に浮かんだ天人さんの姿を振り払い、私は素っ気なく返答する。

「そもそも私はあなたの敵なのでは？　気を遣つかっていただく意味もないと思いますけど」

「んー、でも、たか兄にたくさんの人とコミュニケーション取りなさいって言われてるからねえ」

　笑え顔がおを崩さず返答。

　そう、私は一度、梨玖さんから『敵だ』と宣言されている。

　ただし彼女の場合、そこに憎ぞう悪おや怒いかりという感情は伴わない。判断基準はただ一つ、天人さんにとってプラスか、マイナスか、だ。そして現在、天人さんは私たちが争あらそうことを望んでいないから、私は敵視されていない。

　つまり、彼女は私個人に対して何の感情も抱いていないし、彼女の中において私という存在には何の意味づけも行われていないのだ。ただの虚きよ無む。それだけ。

　私が彼女に対して複雑な、醜みにくい感情を抑えきれないのとは対照的。

　どちらの在り方が正しいのか。それを判断する術を、私は持っていない。

　確かなのは、彼女は屈くつ託たくない笑顔で天人さんと話をすることができ、私は胸の痛みに耐えながらそれを羨ましく思っているということ。

「コミュニケーションですか。……では、少しお話ししていきますか？」

「あれ？　いいの？」

　珍めずらしいなあ、と言いながら、梨玖さんは部屋の中に入ってきた。

　ウルリカに頼んでお茶を用意してもらい、私は彼女と向き合った。おそらくこれが最後の機会になるだろうと思いながら。

　私はパソコン前のチェア、梨玖さんはベッドの上。

　床ゆかはやや散らかり気味なので座るスペースはない。天人さんが折を見て片付けてくれるのだが、このところ関係が微び妙みようなのでそういう機会がなかったのだ。

　――あのおせっかいな同居人のことを考えると際限なく気分が沈しずみそうなので、私は先に口を開いた。

「学校はいいんですか？　もう二学期始まっているんでしょう？」

「あ、うん、もう少ししたら通い始めるよ。……でも、亜夜花ちゃんに言われるとは思わなかったなあ」

　苦笑気味に彼女は言う。

　この街における私の身分は、曙光山学園中等部の三年生。実は彼女と同じクラスに籍を置いているのだ。登校したことはないけれど。

「私には、人と馴なれ合う理由がないので」

　アニメやゲーム、人が創つくり育ててきた文化は結構好きだ。でも私は、人間にも、人間との共生という事業にも興味を持とうとしなかった。――つい最近まで。

「ああ、結さんから聞いたよ。亜夜花ちゃん、もともとこの寮には、人質として連れてこられたんだってね」

　梨玖さんは軽い口調でそう言い、私はわずかに眉まゆを寄せる。悪意は感じられないのに、なぜかこちらの触ふれられたくない部分を的確に突いてくる。

　そう、『天てん秤びんの会』は街の秩序を守り、人と『人ならざるもの』が共に生きていく援えん助じよをするための組織。そして私はその一員だと胸を張って言うことはできない。色々な意味でその資格を持っていない。

　あるいは『そんなことはない』といってくれる人もあるのかもしれないが――これは私が私自身をどう評価するかという問題なのだ。

「自主的にここに来たわけじゃないんだね。だから人間嫌いでひきこもってるのは納得。でもね……」

　梨玖さんはさらに踏ふみ込んできた。

「だったら、たか兄と一いつ緒しよに居たいという気持ちはどうするの？　結さん、連れて帰りたがってるんでしょ？　ストレートに訊くけど、亜夜花ちゃん、今後どうするつもりなのかな？」

「…………」

　ある意味私より他人に興味を持っていない彼女だが、唯一の例外である天人さんのことになるとまったく遠えん慮りよがない。白黒をつけずにおかないという、強い意志を感じる。

　――どうするつもり、か。

　今の状じよう況きようなら、天人さんの傍に居るのは私より彼女の方がふさわしい。そう思うことは思う。

　答えはほとんど決まっているようなものだったが……私は即そく答とうしなかった。

　理由は自分でもよくわからない。あるいは彼女に対する意地みたいなものもあったのかもしれない。往おう生じよう際ぎわの悪いことだ。

　話題を変える。

「……梨玖さんは、父と会ったんですよね」

「え？　あ、うん」

「どんな印象を持ちましたか？」

「んー、特に何も。変わった人、というか神様ではあるよね」

　梨玖さんは特に表情も変えず、そう答えた。

　――怯えの色もない、か。

　やはり私とは違ちがう。彼女ならきっと、天人さんと寄より添そっていける。私のように足を引っ張ることもないのだろう。

　一つ、また一つ、私がこの場所に留まる理由が消えていく。

（潮時なのかもしれませんね……）

　ため息混じりにそう思ったとき――梨玖さんが口を開いた。

「あ、そういえば結さんで思い出したんだけど……このあいだ『転化してから誰かに吸血衝しよう動どうを感じたことがあるか？』って訊かれたんだよね。ちょっと引っかかってたんだけど、どういう意味だか亜夜花ちゃん、わかる？」

「意味と、言われても……」

　戸と惑まどいながら答える。

　私は死に近しい神。不死者やその眷けん属ぞくについては比ひ較かく的てきよく知っている分野ではあるが、あの父神の意志や意図の方は見当もつかない。確かなのは、自分の快楽のために動いているということくらいのものだ。

「どう答えたんですか？」

「何も。結さんも追つい及きゆうしなかったし……というか、もう答えがわかっているみたいな感じだったけど」

　私は眉をひそめた。

　梨玖さんは人から転化した不死族、吸きゆう血けつ鬼きだ。普ふ通つうは吸血衝動の有う無むなど訊くまでもない。しかし、わざわざ問いただしたということは――

「梨玖さん、もしかして、吸血衝動がないんですか？」

「？　うん、多分。飲もうと思えば飲めるだろうなー、って感じだけど、特に強い欲求はない、かな」

「天人さんに対しても？」

「そうだねえ。噛かみ付ついて痛い思いさせたりするのは嫌いやかなあ。――あ、もちろん、たか兄なら苦痛に歪ゆがんだ顔もかっこいいんだけどねー」

　梨玖さんはまるでのろけるかのような口調で言ったが、このときの私は嫉しつ妬とすることも忘れていた。

「ちょっと、待ってください……てとらさんと衝動を抑おさえる訓練などをしていたりは？」

「んー、体質のことや、生活上の注意なんかを教わったけど、特に何か訓練を積んだ記き憶おくはないよ？」

　そして苦笑しながら続ける。

「質問するだけで目的を教えてくれないのは、やっぱり親子だからなのかなあ。吸血衝動がないと、どうなの？」

　事実とはいえ、あれと『やっぱり親子』扱いされるのは耐え難いものがあったが、ひとまずそれは置いておく。

　私は少し考えてから、口を開いた。

「確証はありませんけど、推測できることはあります。あなたは――」

　その先の言葉を口にしながら、そして、きょとんとした顔でそれを聞く梨玖さんを見ながら、私は何を考えていたのだろう。

　しょせん、推測は推測でしかない。当たっているかもしれないし、外れているかもしれない。その程度のものだ。確証がないというのは嘘うそではなかったし、このときの私は自分の言葉に自信や確信すら持っていなかった。

　ただ、彼女に対するささやかな意い趣しゆ返し、ちょっとした復ふく讐しゆう、小さな意地悪――そういうくだらない意図はゼロではなかった、と思う。

　私は彼女が羨ましかったし、彼女を妬んでいたし、何より彼女が私に対してそういう気持ちを欠かけ片らも抱いていないのが悔くやしかった。
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　だから、多分、少しでも彼女の中に私という存在を刻んでおきたかったのだ。




　結果を考えれば、おそらく私が彼女に与あたえた答えは正せい鵠こくを射ていたのだろう。

　そして私は後こう悔かいすることになる。




　　　　　＊　＊　＊




　《赤帽子》の女の子を鷲住たちに任せた後、食料を買いにスーパーに寄ったので、帰き寮りようは普ふ段だんより少し遅おそくなった。

　少し中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。そろそろ夕食の用意を始めなければいけないが、その前に少し宿題をやる暇ひまはあるかな。明日は英語の授業で和訳も当たっているし……

　色々と悩なやみはあるのだが、俺おれの個人的事情になどお構いなく日々は続いていく。変に思考の泥どろ沼ぬまに嵌はまることなく生活のリズムが保てるので、ある意味ありがたいことだと言えるのかもしれない。

　そんなことを考えながら寮りようの中に入ると、玄げん関かん先さきにてとらさんが居た。

「おかえりー」

「ただいま――って珍しいですね」

　俺は靴くつを履はき替かえながら言った。

　だいたいどこかの部屋でぐんにゃりと昼ひる寝ねしている時間帯なのだが。

「あー、うん、ちょっと天人君に伝えないといけないことがあってね」

「何です？」

　かすかに胸の奥でざわつくものを感じる。てとらさんが、彼女にしては珍しく、少し複雑な顔をしていたからだ。

　聞きたくない、聞かないほうがいい――はっきりした根こん拠きよもないままそんな感情が湧き上がる中、てとらさんはゆっくりと言った。

「梨玖ちゃんね、ついさっき――」




　　　　　◆　◆　◆




　羽は村むら梨玖。天人さんの幼おさな馴な染じみで、吸血鬼。

　彼女は寮を出て行った。

　この私、氷室亜夜花のせいで。私の余計な一言のせいで。




　　　　　＊　＊　＊




「…………………………………………………………」

　頭が真っ白になった。え、とか、はあ、とか、何か声が出た気もするが、よく思い出だせない。

　てとらさんの口にした言葉の意味がよくわからなかった。

　寮を出て行った？　あいつ、日光が苦手なはずなのに？　あ、でももうすぐ夜だから問題ないのか。何か急ぎの用でもあったのか？　夕食はどうするのだろう。外出するなら一言メールでもくれれば――

　取り留めもなくそんなことを考えて――そして、『出て行った』が一時的なものではないことにようやく気がついた。

「……なんで、ですか？」

「んー、一応聞いてはいるんだけど……」

　てとらさんは言葉を濁した。

「やっぱり、天人君が梨玖ちゃんから直接伝えられるべき、かなあ、これは。私の口からは言わない」

「止めなかったんですか？」

「それが本人の意志なら、私は止めないよ」

　――そうだな、この人はそういう人だ。

　部屋見てきます、と言い置き、俺はカバンをその場に放ほうり出すと二階へ駆かけ上あがった。

　勢いよくドアを開ける。当然ながら中に人の気配はない。

　元々シンプルな部屋だったが、今はそこからさらに生活臭しゆうが消きえ失うせていた。必要なものを梨玖が持っていったのだろう。

　小さなテーブル、つい数日前、梨玖と会話を交わしたそこに、『たか兄へ』と書かれたメモがあった。

　俺は飛びついて目を走らせる。書かれていたのは――期待はずれな一言だった。

『ごめん、心配しないでね』

　それだけだ。筆ひつ跡せきは確かに梨玖のものだったが……余白にも裏側にもそれ以外何も書かれていない。

「……心配しないわけないだろ。何考えてるんだあのアホは。何かあったのなら、一言くらい相談しろよ」

　届かないのを承知で、そう口に出す。出さずにいられなかった。

　その程度の信しん頼らい関係はあると思っていた。これまで、あいつを支える力になってきたつもりだったし、そしてこれからも――

　――俺の自うぬ惚ぼれだったのか？

　無意識のうちにメモを握にぎり締めてくしゃくしゃにしていたことに気付く。

　俺は大きく深呼吸した。

　落ち着け。そう自分に言い聞かせる。苛いら立だっても状況は変わらないのだ。

　携けい帯たいを取り出してかけてみたが、電源が切られているのか繋つながらなかった。

　『一度連れん絡らくよこせ』と、メールを送っておく。――送信不可の通知は返ってこなかったから、どうやらアドレス変へん更こうや拒きよ否ひはされていないようだ。

　他に何か打つ手はないか思案しながら階段を下りると、てとらさんに加えて寮の面々が揃っていた。梨玖が出て行ったことは全員知っているようだ。程度の差こそあれ、それぞれの顔に戸惑いが表れている。

「……誰か、あいつがどこに行くとか聞いてますか？」

「聞いてない。あたしもさっき知った」

　万那さんがむすっとした顔で答えた。

「あの子、あんたにも何も言わずに出て行ったの？」

「…………」

　俺は無言で肯くしかなかった。

「行くあて、あるんでしょうか、梨玖ちゃん」

　千せん那なさんが心配そうに言った。

「お金には困ってないはずですから、何とかなるとは思いますけど……」

　両親が居ないとはいえ、当分不自由しない程度の遺産は残されているはずだ。親しん戚せきが名目上の財産管理人になっているが、実尋市へ越こして来たときにほぼ丸投げされ、以降没ぼつ交こう渉しようだと聞いている。さしあたって困こん窮きゆうすることはないだろう。

　吸血鬼としては生まれたてに等しいとはいえ、人間はもちろん半はん端ぱな人外など問題にならない程度には力も強化されている。だから、犯罪に巻き込まれるという可能性も少ない。

　ただ――それでも、俺は納得できなかった。

　なぜ、どうして何も言わずに消えた？　俺は信用に値あたいしなかったのか？

　――同じ言葉が何度も何度もぐるぐると頭の中でリフレインする。

「ほんと、なんでなんだよ……」

　そう呟いたとき、くいっと袖そでを引かれた。視線を落とすと、ウルリカが気き遣づかわしげな表情で俺を見上げていた。

「あの……梨玖さまの、におい、追いかけてみるですか？」

　続いてコウタも手を挙げる。

「ボクも手を貸す。ちょっと見てられないよ、天人の顔」

「……顔、ね」

　そんなに表情にでていたのか。

　俺は一つ息を吐はくと、ぺしっと自分の両頬ほおを叩たたいた。

「そうだな。悪いけど、二人とも頼む。――いいですよね？」

　てとらさんに視線を向ける。寮の責任者は肯いた。

「そうだね、それは天人君の権利だし」

　そうだ。俺は理由を聞かなければいけない。

　あいつの力になりたい。理解したい。その思いはずっと変わっていない。こんな意味不明の事態を受け入れられるものか。

　気持ちが定まったところで、少し冷静さを取とり戻すことができた。

「……とりあえず、着き替がえてきます」

　そう言って、俺は自室に戻った。

　部屋の中では、亜夜花がいつも通りパソコンに向かっている。

「なあ、亜夜花聞いたか？　梨玖が――」

「出て行ったそうですね」

「お前、何か知らないか？」

　藁わらにもすがる気持ちで尋ねてみたら、あっさりとした答えが返ってきた。

「知っていますよ」

　俺は一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「本当か？　なら教えてくれよ、あいつはどうして――」

「言えません」

　亜夜花は俺の言葉を遮さえぎった。

　ゆっくりとこちらを向く。もともと表情に乏とぼしい奴なのだが、今は意図的に感情を消しているのがはっきりとわかった。

「出て行ったのは私の責任です。そのつもりはなかったんですが、結果的に彼女を追い出すことになってしまいました。――でも、原因については話せません。それを私の口から言ったら、私はただの……」

　卑ひ怯きよう者ものですから、と、亜夜花はそう言った。

　あらかじめ用意しておいた言葉を、まるで機械みたいに口から出力しているようだった。

　そして、それ以上何も語る気はないというように、唇くちびるを引き結ぶ。明らかな拒きよ絶ぜつの意思表示。どう促うながしても、頼んでも脅おどしても、これ以上のことは話してくれないだろうと、俺は直感的に理解した。

「なんでだよ……」

　呟つぶやきが漏もれる。

　亜夜花に対する怒りはない。ただ、途と方ほうに暮れた気分と徒労感だけが残った。

　おかしい。ついこの間まで、俺と亜夜花、梨玖はなかなかうまくやれていた。

　まったく問題のない人間関係なんてあるはずはないけれど、それでも悪くはなかったはずだ。俺だって亜夜花だって梨玖だって、色々な経験をして、成長して、少しずつ自分を変えて、それぞれの関係性を深めてきたのではなかっただろうか。

　だからこそ、梨玖の抱かかえる歪み、亜夜花の違い和わ感かんに気付くことができて、そして、それはきっと、これから時間をかければ改善していけるはずのもので、俺はそのためになら、どんなことだってするつもりで――

　なのに、なぜ、こうなっている？　どうして、俺は何もできなかった？　俺は一体、どこで間ま違ちがいを犯おかしたんだ？

　――とそのとき、携帯電話が鳴った。

『……よお、どうやら一本目の勝負が決まったようだな』

　あの少年の姿をした悪神の声が聞こえた。

　失念していた――いや、考えるのを避けていたことを無理やり思い出させられる。

　そう、俺はこいつとゲームをしていたのだ。

　その内容は――『梨玖が自分から寮を出て行く』という予言が当たるか否いなか。

『使い魔まを通して羽村梨玖が寮から出て行くのを確かく認にんしたぜ。俺の勝ちでいいよな？』

「まだわからないだろ！」

　俺は思わず声を荒あららげた。

　ウルリカやコウタがすぐに見つけてくれるかもしれない。

　何かの間違いだったと梨玖本人から連絡があるかもしれない。

　気が変わって今にもひょっこり帰ってくるかもしれない。

　まだ何も確定はしていないのだ。そう、何も。

『いったん出て行った以上、梨玖がこの先どうしようとオレの勝ちだろ、と主張することもできるが――』

　電話の向こうから耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえた。

『まーいいぜ、二、三日待ってやる。その間に自分を納得させるんだな』

　そして、通話は切れた。

　俺は感情のぶつけ場所を失って、携帯電話を握り締しめる。思い切り床に叩きつけたくなったが、すんでのところで自制した。これは梨玖との連絡手段でもあるのだ。壊こわすわけにはいかない。

「――今のは、結ですか？」

　亜夜花が尋ねた。俺は肯く。

「彼かれとゲームをしていたんですよね。――内容について聞いてもいいですか？」

「……ああ、お前には話してなかったんだよな、そういえば」

　部屋から出てこなかったし、あまり会話も交わしていなかったから。父神に関かかわることなのであえて避けていたというのもあるのだが……いや、それも言い訳か。結局のところ、俺が気まずくて話しかけるタイミングを逃のがし続けていたのだ。

　一通り、いきさつを説明する。

　亜夜花は口を挟はさまなかった。そして話が終わると、静かにため息をついた。

　何か感情を動かされたようには見えなかった。むしろそれは、予測していた最悪の事態を受け入れるための儀ぎ式しきであるように思えた。

　こう見えてこいつはかなりの意地っ張りだ。感情を無理やり無表情の下に押おし込んで、やせ我が慢まんすることも多い。結構簡単に浮かれたり落ち込んだりするくせにな。

　しかし、このとき亜夜花はただ静かに頭を下げた。心を消し、すべてを諦あきらめたように。

「申し訳ありません」

「いや――」

　伝えてなかった俺も悪いんだから……と、そんなことを言おうとしたが、なぜか舌が動かなかった。

「心が決まりました。近いうちに、私もあなたの前から消えます。償つぐないにはなりませんけど、それでどうか気持ちを収めてください」

　他人行ぎよう儀ぎな口調で、亜夜花は言う。

　俺は何も返答できなかった。初対面のときと同じように、否いや、それ以上に心が完全に閉ざされているのがわかったからだ。

　――いったい、どこでボタンを掛け違えたのだろう。

　このところ、少しばかりうまく行っていなかったかもしれないが……取り返しがつかなくなるまで手をこまねいていたつもりはなかった。しかし、いつの間にか、俺たちの間には修復不可能な亀き裂れつが広がっていたようだった。




　わけもわからないまま、俺の周りの世界は崩ほう壊かいした。
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「後で天人君に恨うらまれますよ」

　背後から声が聞こえて、てとらは立ち止まる。

　リョウタが立っていた。

「……あらら、ばれちゃったんだ」

　てとらは特に驚おどろいた様子も見せず、そう返す。

「おや、僕ぼくにはばれてもいいつもりで進めてたのでは？　僕は少なくとも『ここ』にこだわりを持っていないし、あなたが何を画策しようと知ったことではない」

　てとらは小さく笑った。

「かもねえ。――みんなには黙っててくれるかなあ？　リョウタ君」

「承うけたまわりました。ま、そのくらいの義理はあるでしょうしね」

　リョウタは肯き、付け加える。

「徒労に終わるのを知っていながら口に出せないのは、少々心苦しいですけどね。皆みながどれだけ努力しても、もう、梨玖ちゃんは見つけられないんですから」




　　　　　＊　＊　＊




「な？　オレの言った通りだっただろ？」

　結は嬉しそうに笑い、そして続けた。

「羽村梨玖は自主的に寮から去り、そして戻ってこなかった」

「…………」

　梨玖の失しつ踪そうから三日後の夕刻、俺はまたハンバーガーショップで結と向き合っていた。

　結は相変わらず上じよう機き嫌げんでハンバーガーを頬ほお張ばっているが、俺は目の前のジュースに口を付けてもいない。そんな気分にもなれない。

　実のところ、結の言葉に反はん駁ばくの余地はなかった。

　梨玖からはメールも電話もない。こちらから連絡を試みても繋がらない。そして、ウルリカの鼻も、コウタの魔ま法ほうも、なぜか梨玖を見つけ出すことはできなかった。

　あの笑顔の似合う幼馴染は、ずっと行ゆく方え不明のままだった。

「……お前が攫さらったんじゃないのか？」

　俺は言う。悪あがき、もしくは八つ当たりなのは自覚している。

　結は哀あわれむように笑った。

「まさか。予言は『自発的に』出て行くって内容だったろ？　俺が誘ゆう拐かいしても条件は満たさねえし」

「だったら、お前が梨玖に何かを働きかけて……たとえば操あやつって自分から出て行ったように見せかけたとか……」

「あー、一度それをして失敗してるからな。つーか、手は出さねえって最初に言っただろうが。そもそもお前は『天秤の会』の連中がそんな真ま似ねを許すと思うのか？」

「…………」

　俺は沈ちん黙もくした。

　実はすでに確認している。てとらさんや万那さんたちは、結が梨玖に細工をした形けい跡せきはないと断言した。そもそもあいつは、てとらさんに出て行く意志を伝え、そして俺おれ宛あての書き置きを残した上で姿を消しているのだ。

　だから結論として、梨玖が自分の意志で出て行ったと判断せざるを得ない。

「理由は――何なんだ？」

　呻うめくように俺は言った。

「どうして梨玖は出て行った？　お前は知っているのか？」

「ということは、お前は何があったか知らねえ、と」

　結は弾はずんだ口調で言う。

「んー、だったら、残る候補は一人だな。お前じゃなきゃ、そいつが原因」

「……亜夜花に何をやらせた？」

「ああ、やっぱり我わが娘むすめか。親孝行な奴やつだな……って、そう睨にらむなよ。だから俺は干かん渉しようしてねえって。勝負の内容は誰だれにも教えてねえし、勝負が始まったあとは亜夜花と口すら利きいてねえよ。ただ、こうなるだろうって予想があっただけだ。――もしかして、お前、亜夜花から詳くわしいいきさつは教えてもらってねえのか？　へー、信用されてねえんだなあ」

「…………」

　ギリッと奥おく歯ばを噛み締める。

「ま、いきさつがわかったからといって、それでお前が負けを納得できるかどうかは別問題か」

「別に負けなら負けでいいさ。喜んで受けいれるわけじゃないけど、俺がどうごねても結果は変わらない。でも……」

　それで梨玖に対する心残りが消えるわけではない。

　もう一度話がしたい。それが叶かなわないとしても、せめて出て行った理由くらいは知りたいのだ。

　結はどうでもよさそうな顔で、指に付いたソースを舐なめる。

「ま、こっちはオレの勝ちという事実が確定すりゃ、それでいいんだけど。――なあ名塚天人、お前、他人のことはよく見てるのに、身近な人間の機き微びに疎うといって言われたことないか？　そういうタイプだろ？」

「…………」

「どうしてもってんなら、三本勝負の決着がついてから教えてやってもいいぜ。――んじゃ、二本目についてはまた改めて連絡させてもらうよ」

　そう言い残すと、結は席を立った。

　俺は拳こぶしを握り締めたまま動けなかった。

　――完かん璧ぺきな敗北だった。

　結にとって俺という存在は、敵ではなく、対等の遊び相手のレベルにすら遠く、ただの玩おも具ちやでしかないことを思い知らされた。

　俺は大切な場所や大切な人たちを護まもりたかった。それだけだったのだ。しかし――この結果はどうだろう。護ろうとしたものが、次々に壊れ崩くずれ消えていく。

　そもそも、立ち向かおうと考えたのが無む謀ぼうだったのだろうか。

　ああ、もしかして、俺が結と戦おうなんて思わなければ、こんなことにはならなかったのか。

　みぞおちの辺りに、何か冷たくて苦いものが溜たまっていくような感覚があった。

　――どのくらいの時間が経過しただろう。

　強きよう烈れつな無力感に苛さいなまれながらようやくのことで立ち上がると、俺は寮に戻もどった。

「どうだった――って訊きくまでもない感じね。死んだ魚みたいな目してる」

　出で迎むかえた万那さんにそんなことを言われた。一緒に出てきたウルリカも心配そうな視線を向けてくる。

　反論する気もないので、結との会談について簡単に報告した。

　一本目の勝敗は確定。二本目についての連絡はまた後日。梨玖についての情報はなし。結が何をどう手を回したのかも不明のまま。

「そっちでは何かわかりましたか？」

「ごめん、まだ進展なし。てとらと亜夜花は相変わらず何も話さないし、今、お姉が外を回ってるけど、あたしたちも基本的には力押しが専門だから……」

「ウルリカも、ごめんなさいなのですー」

　犬耳が垂れた。

「どうしてもにおいがたどれないのですよー。とちゅうで消えてしまって……」

「コウタもずっと頑がん張ばってるけど、望のぞみ薄うすそうね」

「そうですか……」

　ここ数日頑張って梨玖を捜してもらっているが、まったく成果は上がっていなかった。

　今日も空から振ぶりに終わりそうだ。

　もちろん責めるようなことではないし、むしろ感謝している。しかし、落胆は否めない。

　俺は努めて明るい表情を作った。

「とりあえずもう六時ですし、飯作りますよ」

　梨玖が居なくなったので一人分マイナス。そしてもう一人――

「あの、天人さま……今日も亜夜花さま、夕ごはん、いらないそうなのです」

「わかった、ありがと」

　梨玖が居なくなってから、亜夜花はほぼ完全に俺たちと交流を持たなくなった。

　何も言わず、ほとんどまともな食事も取らず、部屋でじっとしている。必要なときはウルリカを通じて短く用件を伝えるのみ。

　あんなにわかりやすかった感情も、読み取れなくなった。

　別に結の味方についたわけではない――と思う。連絡を取っている様子もない。しかし、それ以上のことは何もわからなかった。間違いないのは、俺と、この寮に関わる一いつ切さいを拒絶しているということだけ。

　――『臆おく病びよう者ものは、拒絶を踏み越えてくる人間しか信用できない』

　以前そんなことを亜夜花が言っていた気がする。今は、どうなのだろう。拒絶を越えてくるのを期待しているのか、それとも本当にすべての関係を断たつつもりなのか。

（……俺は、どうしたい？）

　決まっている。また、元通りの関係に戻りたい。うまいものを食わせて無表情に感動するあいつの顔を見るのとか、小言を言いつつ散らかったゲームやＤＶＤのケースを片付けさせるのとか――全すべてが大切な日常だったのだ。

　しかし、これ以上踏み込むには、俺の中の何かが決定的に挫くじけてしまっていた。

　何も言わず姿を消した梨玖、何も言わず心を閉ざす亜夜花。

　俺が彼かの女じよたちと積み上げてきた時間は――もしかして、意味も価値もなかったのだろうか。まったくの無む駄だだったのだろうか。

　何度も何度もそんなことを自問してしまう。

「……飯、作らなきゃな」

　自室に戻って亜夜花と顔を合わせる気力はない。直接キッチンに向かうか。

　と、そのとき、コウタとリョウタさんが階段を下りてきた。

　コウタは極きわめて不ふ機き嫌げんそうな表情をしている。万那さんが予想した通り、探たん索さく魔ま術じゆつの結果が芳かんばしくなかったのだろう。

「ぜーったい、おかしい」

　俺の顔を見るなり、コウタはいらついた口調で言った。

「居場所くらいは簡単に突つき止とめられるはずなんだ。なのに、全然手て応ごたえがない。今までこんなこと一度もなかったのに」

　ほらね、と万那さんが小さく肩かたをすくめた。

「おつかれさま。そろそろ飯だから、今日はもういいよ」

　俺はコウタにそう声をかけ、そして、ふと気付いて付け加える。

「なあ、梨玖の方も魔ま術じゆつを使って、気配を隠かくしてるって可能性はないのかな？」

「気配を隠いん蔽ぺいしたり、他者の魔術を遮しや断だんする術もあるにはあるけど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につくもんじゃない――だよね、兄貴」

「そうだね」

　リョウタさんは普段と変わらない穏おだやかな顔のまま言った。

「梨玖ちゃんは転化したから、人間時代よりは魔術への適性が上がっているだろうけど、それでも彼女が自力でここまで痕こん跡せきを消すのは難しいと思うよ」

「……でも、実際にあいつの行方はつかめていないんですよね」

　要するに原因不明、と。

「あんたの力で何とか探さぐれないの？」

　万那さんがリョウタさんに問いかけた。魔術は彼の領分でもあるはずだ。

「さて、どうだろう。やってみないとわからないけど――」

　リョウタさんは俺に視線を移す。

「個人的見解として、本人の、特に女性の意志は尊重したいんだよね。見つかりたくないから姿を消したんだろう？　それを無理やり見つけ出すことは、果たして彼女のためになるのかな。どう思う？　天人君」

　基本的にはてとらさんと同じような考え方か。去るもの追わずということだろう。

「もしかしたら……その方が、正しいのかもしれませんね」

　俺は考えながら口を開く。

　梨玖には梨玖の意志がある。それは確かにその通りだ。

「俺は自分勝手なのかもしれないし、梨玖がそれで怒おこるんなら、後でいくらでもあいつに謝あやまります。でも、動かずにいて望まない結果が出たとき『本当は何かができたのかも』って後悔するのは嫌なんですよ。梨玖のためになるかどうかってことなら……俺はあいつと向き合って一いつ緒しよに話し合ってから、それを決めさせて欲ほしい、と思います」

　亜夜花のように拒絶されるかもしれないけど、そのときはそのときだ。

「……梨玖が大切なんだね、天人は」

　コウタがぽつりと言った。俺は苦く笑しようを返す。

「大切だよ。だからこそ、必死に捜す。まあ、こっちの気持ちをちっとは考えろって言いたくなるけどな。――お前も黙だまっていなくなったりするなよ？　俺が必死になって捜し回らなくちゃいけなくなるから」

「し、しないよ。するわけないだろ！」

　なぜかコウタは耳まで真っ赤になった。

「……ど真ん中に豪ごう速そつ球きゆうを投げ込んで三さん振しんを取るタイプだね、天人君は」

「？　どういう意味です？」

　俺の疑問には答えず、リョウタさんは続けた。

「ま、それはともかく、僕の立ち位置はもう少し考えさせてくれ。協力する意志がないわけじゃないから」

　そしてひらひらと手を振ふり、立ち去っていった。

「基本的に気まぐれなんですよね、あの人……万那さん？」

「…………」

　ふと隣となりを見ると、万那さんが無言でリョウタさんの背中に視線を向けていた。なぜか少し厳しい表情をしているような――

「どうかしたんですか？」

「――え、ああ。いや、なんでもない」

　そういう万那さんの顔はもう普段のものだった。

「とりあえず、梨玖のことは引き続き捜していくから、あんたもいちいち落ち込んでないでさっさと立ち直りなさいね。結とのゲームも終わったわけじゃないんだし」

「ボクももう少しがんばってみる」

「え、えーと、ウルリカもなのですー」

「……ああ、ありがとう」

　心から感謝する。俺は一人じゃないんだと、そう実感できる。

　多分てとらさんやリョウタさんの言うことも間違ってはいないのだろう。

　でも俺はやはり、梨玖ともう一度話がしたいのだ。
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「さーてさて、どうしようか、ねえ」

　結は楽しそうに部屋の中をぐるぐると歩き回る。

「……じっとしてろや、うっとうしい」

　対照的にどっかりと床ゆかに胡坐をかいている大おお神がみは、苦々しい表情をしていた。

　実尋市に結が所有する高級マンションの一室である。

　彼は市内にも市外にも、この種の拠きよ点てんを複数持っている。株や為替かわせ取引、企業の経営などでかなりの財を築いているのだ。

　ちなみに結の能力をもってすれば、他社の社外秘情報、各国政府の動向などは簡単に把は握あくできるが、あえて取引には利用していない。天人に対して言ったように『決まりきった結末が見えているものなど、面おも白しろくも何ともない』からである。

「一本取れたから、色々試ためせるなあ。次はシンプルに攻せめてみようかねえ。んー、ちょっとした引ひっ掛かけを用意して、それにうまく嵌ったら――そうだ、なあ、太たい陽よう、ちょっと働いてくれるか？」

「ああ？　護衛だけの約束だっただろうが」

「もう少し名塚天人の器うつわを測ってみたいんだよねえ。次はもっと直接的な方法で。お前の目的にも合がつ致ちするんじゃねえの？」

「…………」

　大神は舌打ちするが、それに対して異を唱えたりはしなかった。

「よっし決まり。んじゃ、いつ伝えようかね。いーい感じに名塚天人が行いき詰づまって、限界寸前になってるところを狙ねらいたいもんだけどなあ」

　結は心から楽しそうな笑え顔がおを浮うかべた。
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　さらに数日が経過する。

　その間、状じよう況きようはまったくといっていいほど進展を見せていなかった。

　俺たちは手を尽つくして梨玖の行方を追ったが、すべて徒労に終わっていた。

　亜夜花も相変わらず言葉すら交かわそうとしない。

　いたずらに時は過ぎていき、気ばかりが焦あせる。

　――結からの連絡があったのは、そんな頃ころだった。




「……何か、意図があるのか？」

　俺おれは呟きながら山道を進む。

　今回指定されたのはハンバーガーショップではなく、少し山に入ったところの人気のない場所だった。以前、亜夜花の兄である氷室海かい里りが大おお蛇へびの姿になって暴れたことがあったが、ちょうどあのあたりである。

　呼び出しのメールが届いたのは午後の授業中だった。放課後、万那さんたちにその旨むねをメールで連絡し、俺は山へと向かった。

　おそらく、というか、間違いなく二本目の勝負についての話だろう。上等。待ちくたびれたくらいだ。

　完全に自分を立て直せたというわけではない。ただ、逆境に挫けないよう心をコントロールする方法はあると思う。思うように事が進まない苛いら立だちを、不ふ甲が斐いない俺自身への怒いかりを、闘とう志しに変えればいい。結との勝負は、そのはけ口としてまさにうってつけだ。

　今回は結の方が先に到とう着ちやくしていた。

「よお、遅おそかったな」

「学生には学校ってもんがあるんだよ」

「おお、幼馴染が行方不明なのに楽しく楽しく日常を謳おう歌かしているんだな。結構なことだ。――で、どうだ？　羽村梨玖は見つかったのか？」

「…………」

「んー、その顔を見るとまだのようだな」

　くっくっと笑い声を立てる。人をイラつかせる事にかけては天才的だな、ほんとに。

　挑ちよう発はつに乗ってはいけない。そう自分に言い聞かせる。こいつが他人を気まぐれに弄もてあそんでいるように見えるとき、その裏には大たい抵てい他ほかの狙いや緻ち密みつな計算がある。

「心配か？　なあ？」

「……お前に関係ない」

「心配なんだな。そりゃそうだろう。自分の手で一度は救った、いや、救ったと勘かん違ちがいした人間だもんな。うまくやってるつもりだったんだろ？　それを見事に裏切られた気分はどうだ？」

「…………」

「いや、むしろお前が彼女の期待を裏切っちゃったのかもなあ。信用されてれば一言くらい相談されてるはずだしなあ」

　表情に出さないよう堪こらえたが、結のその言葉は俺の痛い部分を的確に抉えぐってきた。

　梨玖がいなくなって以来、何度もそのことを考えていたからだ。あいつのことを何もわかっていなかったのではないかという思いは、ひどく俺を落ち込ませた。

　ああ、認めてやるさ。俺は確かに勘違いしていたのかもしれないし、自惚れていたのかもしれないし、間違えていたのかもしれない。だから限りなく自分自身にムカついてるよ。

　でも――

「それを責める権利があるのは、お前じゃない」

　そう言うと、結は少し意外そうに目を見張った。

「へえ、開き直ったのか。オレの予想では一本目の結果に絶望しちゃってるか、でなくても、もう少し傷ついてくれるかと思ったけどなあ、残念」

「期待にこたえてやる義務はないだろ。早く用件を言えよ」

「面おも白しろ味みに欠ける反応。つまんねー。――あー、二本目の〝予言〟を決めたんだよ。その協議をしようと思ってな」

　一本目を結が取ったので『予言者役』は引き続きこいつだ。

　提示された内容が事実となれば結の勝ち。事実とならなければ俺の勝ち。

　一つ負けている俺にはもう後がない。

（さあ、何を言ってくる？）

　固かた唾ずを呑のんで、結の言葉を待つ。

「予言はこうだ。『明日、名塚天人は、氷室結と素す手でで戦い、敗れる』」

「…………」

　俺は眉まゆを寄せた。確認のため問い返す。

「要するに……俺とお前が殴なぐり合って、相手を倒たおしたほうが勝利ってことか？」

　結が俺を倒せば予言は的中。俺が結を倒せば予言は外れ。

　予言もクソもない。実質的には殴り合あいで勝敗を決めようということだ。

「意外そうな顔すんなよ。オレ、小細工なしの力勝負も結構好きなんだぜ？　強い奴には敬意を払はらうことにしてるしな。お前は小こ狡ずるい騙だまし合いの方が好みなのか？」

「安い挑発するなよ。だいたい、勝負にならないだろ、それじゃ」

　裏工作の入る余地がないのはいいが――それ以前に俺と結では戦せん闘とう力りよくに差がありすぎて、そもそも殴り合いが成立するレベルにない。

　とはいえ、断ってしまえばそれまでの話ではある。

　結と合意の上決定したこのゲームのルールでは俺の方には拒きよ否ひ権けんが認められており、自分に不利な勝負を受けないという選せん択たくができるのだ。

　問題は――狙いがわからないということ。

　拒きよ否ひされるに決まっている予言を、わざわざ提示するメリットは何だ？

　期待通りに落ち込まない俺に結が飽あきてきて、複雑な策さく謀ぼうを巡めぐらせるのを止めただけなのか？

　それとも、俺は何か見落としているのか？

「では断る、と？」

　結が尋たずねる。

　普ふ通つうに考えれば、受ける選択はない。しかし、ひねくれているこいつのことだ。もしかして受けるほうが有利で、拒否する方が不利なのか？

　仮に拒否した場合、即そく座ざに俺の負けが確定してしまうような、そんな罠わなが設置されている可能性はないか？

　いくらか時間をかけて考え、そして俺は口を開く。

「……断るに決まってるだろう」

　結局、それが結論。緊きん張ちようして反応を待ったが――結は肩をすくめて笑っただけだった。

「だろうなあ。勝てない勝負を避さけるのは妥だ当とうな戦略だ。卑ひ怯きようだとは言わねえよ」

　罠などではなく、単にからかわれただけだったのか？　そう思った時、結が続けた。

「ただ……なあ、気付かなかったのか？　お前は別にオレと殴り合う必要はなかったんだぜ。提示された予言をよーく思い出してみな」

　俺は一瞬眉をひそめ――そして理解した。

　結の予言は『明日、名塚天人は、氷室結と素手で戦い、敗れる』。

　まず、俺が結と殴り合って勝てば、敗れたことにならない。予言は外れる。

　そして、俺が武器を持って戦えば、素手で戦ったことにならない。予言は外れる。

　さらに、俺が明日一日逃げ回れば、戦ったことにならない。予言は外れる。

　つまり俺は正面から殴り合って勝つことだけにこだわらなくても、勝利条件を満たすことができたのだ。

「言葉って面白いだろ？　そういうゲームでもあるんだよ、これは。――ま、残念ながら拒否されちまったんで、この予言はお流れだけどな」

　結はクスクスと笑う。こちらの単純な思考を読み切られ、遊ばれたのである。

　舌打ちしたくなるのを堪えながら、俺は冷静であろうと努めていた。過ぎたことを悔やんでも仕方ない。落ち着かなければ。

「……で、新しい予言はどうするんだ」

「ああ、では代案。俺の代理としてこいつと戦ってもらう、ってのでどうだ？　――おーい、出てきていいぜ」

　声に応じて男が一人、木立の陰かげからのっそりと姿を現した。

　金きん髪ぱつにサングラス、大おお柄がらでがっしりとした体たい躯く。

　俺は目を瞬かせた。気配を感じなかったので驚いたというのもあるが……何よりその姿に見覚えがあったからだ。

「確か、大神……だったっけ？　なんでお前がここに居るんだ？」

「なりゆきだ、なりゆき」

　大神は面めん倒どうそうに言った。

　少し前にやりあったことがある獣じゆう人じんだ。

　ちなみにそのときは俺がどうにか勝利を収めたが、かなり厄介な相手である。

「氷室結にはちょっと借りがあってな、手を貸すことになってんだよ」

　そう言うと大神は不機嫌な顔で俺を睨む。なぜか前に対たい峙じしたとき以上の敵意を感じた。

　少し以前と印象が違ちがうな。良くも悪くも陽性の戦せん闘とうバカってイメージだったんだけど。

「というわけで、オレの予言は『明日、名塚天人は、氷室結の代理である大神太陽と、素手で戦い、名塚天人が敗れる。なお、素手での勝負が成立しない場合、名塚天人の負けとなる』。どうかな？　受けるか？」

　さすがに『戦わない』という選択肢は潰してきたか。

　つまり俺と大神が殴りあい、大神が勝てば結が、俺が勝てばそのまま俺が、二本目を取るということ。

　実力的にはおそらく五分五分。

　結と殴り合うよりは遥はるかにマシだし、次に提示される予言がこれより楽なものだという保証はない。

　現在、予言者の権利が向こうにある以上、その気になればいつまでも無理難題をふっかけて俺を弄ぶという事だってできるのだ。永久にケリがつかないというのは、結を『天てん秤びんの会』から遠ざけたい俺にとって、負けに等しい。

　となれば、一度勝った相手とやりあえるというのは、まだフェアな勝負と言える。条件としては悪くないだろう。

　――以上がこのときの俺の思考。

　自分では冷静なつもりだった。しかし、やはり判断力は鈍にぶっていたのだ。

　俺はイラついていた。梨玖の行方が知れないこと。梨玖が何を考えていたのかわからないこと。亜夜花との関係。そして陰いん湿しつな結の嫌いやがらせと挑発。

　何もかもややこしくて思うようにならなくて、俺は自分の無力さを思い知らされていた。情けない自分自身が一番許せなくて、怒りを覚えていた。そして、そういう鬱うつ屈くつした感情を結との勝負にぶつけることで、気力と闘とう争そう心しんを保とうとしていた。

　要は、何らかの罰を受けて楽になりたいという感情と、白黒をはっきりさせたいという思いが、並列した状態で俺の中に存在していたのだ。

　だから『殴り合い』という、シンプルでわかりやすくて痛みを伴ともなう勝負を、『非常に受容しやすいもの』と判断してしまう下地ができていた。

　そんな内心の動きを、すべて結に見み透すかされていたのだろう。

「いいさ、受ける」

　俺が言うと、結は肯うなずいた。

「了りよう解かい。今、この瞬しゆん間かんをもってゲームは成立した。ここを取れば二本先取でオレの勝ち。亜夜花はもらっていくぜ？」

「……好きにしろよ」

　あくまで結が勝てば、の話だ。そうさせないために、俺がここにいる。

「で、勝負は何時にどこで？」

「明日、午前十時くらいでどうだ？　場所はここで」

「わかった」

　俺が答えると結は笑い、そして大神はなぜか腹立ちを堪えかねたように息を吐はいた。

「……アホが。失望させやがって」

「何がだよ？」

「ものの見事に踊おどらされてんじゃねえってことだよ。おまけに亜夜花を好きにしろ、と来たか。――おい小こ僧ぞう、死にたくなかったらガードしろよ」

「え――」

　その瞬間、一気に殺気が爆ばく発はつした。

　同時に強烈な衝しよう撃げき。俺は圧あつ倒とう的てきな力で吹ふき飛とばされていた。

　軽く二十メートルは宙を舞まい、そして勢いよく地面に転がる。

「か…………は…………」

　本能的に頭を庇っていなければ、死んでいただろう。

　立ち上がろうとしたが果たせず、腰こしが落ちた。ガードした両りよう腕うではしびれて、まったく動かせない。

　たったの一いち撃げきで、根こそぎ体力と戦意を奪うばわれていた。

「よーし、生きてんな。上出来だ」

　言葉を返す余よ裕ゆうなどなかった。ただ俺は愕がく然ぜんとしていた。

　なんだ、なんなんだ、これは。この間やりあったときとは、明らかに次元が違う。

　単なる獣人に許される強さではない。この底が知れないという感覚は……あの万那さんや千那さん以上かもしれない。

「――いいか小僧、サービスで心の準備させてやる。明日、お前とやりあうのは、この水準の俺様だ。死ぬ覚悟決めとけ」

「な、何者だよ、お前……」

「《沼ぬまに棲すまう大だい狼ろう》。そう呼ばれている。氷室亜夜花の上の兄貴だよ」

　同じく亜夜花の兄だという氷室海里とは一度、ほんの少しだけやりあったことがある。

　そういや、もう一人兄が居ると以前に聞いたことはあったが……こいつがそうなのか。

　つまり――神話の中でもトップクラスの戦闘能力を誇ほこる、神？

　俺はそのとき初めて自分の失策に気付いた。『ものの見事に踊らされた』という大神の言葉の意味にも。

　これまでの印象があまりにも強かったため、戦うべき敵といえば結のイメージしかなかった。結のことしか見ていなかった。だから、大神に対して深く考えることを怠おこたった。前回のがこいつの実力だと根こん拠きよなく思い込んでしまった。

　そして、結が戦闘の相手としてまず自分を、次に大神を提案してきた理由も理解する。俺はそれを妥だ協きよう案あんだと錯覚した。つまり、結が『自分では強すぎるから、勝負を成立させるため、まだしも勝ち目のある大神を相手として推すい薦せんした』のだ、と勝手に勘違いしたのだ。

　ハンバーガーショップで話し合って決めた、拒否権についてのルールはこうだ。

『拒否権が発動された場合、氷室結はその予言を破は棄きして、新たに名塚天人が納なつ得とくできるような予言を提案する義務を負う』

　要するに、最初の予言が拒否されても、二つ目の予言の難易度を下げる必要はない。むしろ、難しくなっても構わないのだ。俺が納得できそうなら。

　――そして俺は見事に納得してしまった。

　俺の表情を見て、大神はチッと舌打ちした。

「やっぱ亜夜花から俺様のこと、何も聞いてねえのかよ。何やってたんだてめえは」

「あー、名塚天人、お前さ、今、亜夜花とぎくしゃくしてるだろ？」

　愉ゆ快かいそうに結が口を挟はさんだ。

「なんで知って……」

「いやいや、先に言っとくけど、勝負が始まってからは寮りようの中を覗のぞき見みしたり、亜夜花に接せつ触しよくしたりはしてねえぞ？　単にお前らの性格を考こう慮りよして、そうなるだろうなと読んだだけだ。どうやら大当たりだったようだな」

　俺は手近な木の幹で体を支え、歯を食いしばりながら立ち上がる。

「……お前、亜夜花に何をした？」

「何も。少し前に、ちょいと忠告をしただけ。その結果、距きよ離りを置いたのはあいつの勝手だな。それに、お前はお前で、羽村梨玖のことで頭がいっぱいで、亜夜花と話す機会作るのは後回しになってたんじゃないのか？」

「…………」

　その通り、かもしれない。梨玖が心配だったのは事実だ。でも、それを亜夜花と話さない口実にしていたのは否いなめない。

「あのさぁ、あいつはなんだかんだでオレのやり方を知ち悉しつしてるんだよな。あいつにちゃんと相談して話し合っていれば、この大神太陽が絡からんでくる可能性くらい、簡単に予想ができたはずなんだ。――でも、お前はそうしなかった」

　喉のどを鳴らして結は笑う。これまでで一番楽しそうな表情だった。

「それがこの結果を招いたわけだ。――あー、前に何つってたっけ？　亜夜花は『大切な仲間』だったっけ？　いやー、さぞ立派な関係を築いてきたんだろうなあ」

　一言も言い返せなかった。ただの一言も。

　俺は――いったい、今まで、何をやってきたんだ？

「つまり、てめえはミスったんだよ。もう少し見所があると思ってたがな」

　大神が吐き捨すてるように言った。

　そう――取り返しのつかないミス。この場の判断を誤ったことだけじゃない。大切にしてきたはずの場所で、大切だったはずの存在に対し、致ち命めい的てきな間ま違ちがいを犯おかしていたのだ。

「……勝負は、明日十時だったな」

　俺は短く言う。それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　唇くちびるを噛かみ締しめながら踵きびすを返す。ゲームは成立したのだ。もう後あと戻もどりはできない。

　背中から結の声が聞こえた。

「ああ、前にも言ったけど、確実に勝てる勝負ってのは面白くねえんだ。最後まで足あ掻がいて、何か手立てを探してくれよ。お前には後がないってことも忘れずになー」




「……バカじゃないの？」

　寮に戻って、《沼に棲まう大狼》と戦うことになったと報告したとき、万那さんの第一声が、それだった。

　俺の格かく闘とう術の師し匠しようでもあるこの戦神はまず呆あきれ、そして激げき怒どした。

「バカじゃないのバカじゃないの超ちようド級きゆうのバカじゃないの？　天人さ、なんで勝手にそんなこと決めちゃったわけ？　自殺でもしたいの？　むしろ今すぐ死ぬ？」

「あの、万那ちゃん、落ち着いて……」

　千那さんが仲ちゆう裁さいに入り、ようやく弁明する隙すきができた。とはいえ、大した言い訳もないのだけど。

「……すみません。完全に判断ミスです」

　俺は頭を下げた後、経けい緯いを詳しく説明した。

　寮の食堂。部屋にこもっている亜夜花と出て行った梨玖をのぞく全員が集まっている。お茶を兼かねた作戦会議だったが、雰ふん囲い気きは重苦しい。言うまでもなく俺のせいだ。

　話を聞き終えると、万那さんはため息をついた。

「見事に嵌はめられたってわけね。――ごめん、さっきは少し言い過ぎた。相手のが遥かに性しよう悪わるなんだから、もっとあたしたち全員が警けい戒かいしておくべきだったんだよね」

　そして、うーと唸うなり声ごえを上げる。

「あー、でも、手の打ちようがないってのは変わらないんだよなあ。もう、どうしようもない、か。――ね、天人、あんた降りなさい」

「え、降りるって……」

「試合放ほう棄き。だって勝ち目無いでしょ？　客観的に言ってあげるけど、あの大神とは力の差がありすぎる。そしてそれは努力や根こん性じようや幸運で埋うまるレベルじゃない。だから、あんたは負けを認めて、退場する。氷室結とのゲームはここで終わり」

「…………」

「その上であいつがまだあんたに絡んでくるようなら、そのときはあたしが責任持って何とかするから」

「でも、それじゃ、亜夜花をあいつに渡わたすことに……」

「亜夜花を取とり戻す方法は改めて考えてもいい。だから、ここは諦あきらめて負けて。……お願いだから」

　いつになく真しん剣けんな万那さんに答えあぐねていると、千那さんが口を開いた。

「あのね、言葉はきついけど、万那ちゃんは天人君に死んでほしくないんですよ」

　ちょ、お姉、という、万那さんの抗こう議ぎを聞き流して千那さんは続ける。

「その点、私も同感かな。負けも失敗もいずれ取り返せるかもしれませんけど……天人君が死んでしまったら悲しいですよ」

「…………」

　心配されているのはわかるし、ありがたいと思う。万那さんと千那さんの言うことは正しいし、勝ち目がないほどの力の差も実感している。

　でも、それでも――

「天人君は、まだ諦めたくないんだよねえ」

　てとらさんがのんびりと言った。

「……はい」

　肯く。そう。俺はまだ、勝負を投げたくはなかった。

　意地――はもちろんあるが、それだけではない気もする。自分でもうまく説明できない。

　一度や二度の負けくらいは後で取り返せる。確かにそうだ。でも、〝今〟負けたくないと、なぜか俺は強く思っているのだった。

「その意志があるなら、私は止めないけどねえ。何か勝算があるのかな？」

　あくまでのんきな口調のてとらさん。

「勝算というほどのものじゃないですけど――」

　俺は言葉を選びながら口を開く。

「結の性格を考えると、勝てる可能性をどこかに残すんじゃないかという気がするんですよ。それが見つかれば、あるいは、何とかなるかも」

　かつて結は言っていた。『決まり切った結末が見えているものなど、面白くも何ともない』と。そして先ほど別わかれ際ぎわに言っていた。『がんばって何か手立てを探せ』と。

　本来、俺と大神の力量差は、今から対策を講じてどうにかなる程度のものではないはずだ。となれば、何か一気にそれを埋める手段があり、結はそれを知っている――？

「あたしだってあんなのに勝ち譲ゆずるのはしゃくだから、ホントに何か手立てがあるのなら期待してみてもいいけどさ。ホントにあるなら、ね」

　と万那さん。

「結のことだから、ありもしない希望をちらつかせて遊んでるだけじゃないの？」

「否定はできませんけどね」

　それもあの悪神らしい気がするし。

「でも、満足感を得ることが目的なんだったら、天人が勝ちに至る道を残しておく可能性はあると思う。その……ボクもそうだったし」

　コウタが言った。

　こいつはかつて俺たちを試すために勝負を仕し掛かけてきたことがある。そのときに張っていた罠がそうだった。正解はすぐ近くに隠されており、見つけられなかった場合、さぞ悔くやしい思いをすることになるだろう――そんな要素を持っているということだ。

「……そんなに昔じゃないはずだけど懐なつかしい話だよな」

　俺は危あやうく片かた腕うで無くしかけたっけ。

「まあ、おかげでコウタと仲良くなれたから、悪い思い出じゃないけど」

「い、今はボクのことは関係ないだろ」

　コウタは顔を赤くした。珍めずらしくつっかえながら続ける。

「そ、その、それより、た、天人には何か思い当たることはないの？」

「うーん……考えられるとしたら、ルールに何か抜ぬけ道みちがあるとか、かなあ」

「はーい、一つ思いついた。あたしが天人の代理で出るってのは？　向こうは結の代理で大神が戦うんでしょ？」

　と、手を上げながら万那さん。

「さすがにそれは、認められないんじゃないかな？」

　マイペースな口調でリョウタさん。

「そもそも予言が『氷室結の代理である大神太陽と名塚天人が殴り合い、名塚天人が敗れる』なんだろ？　天人君と、その大神君が戦わないと成立しない」

　むう、と唸って黙る万那さん。

　代わりに千那さんがおっとりとした口調で言った。

「相手が認めないというのなら、力ずくで認めさせればどうでしょう？」

「――それ、ルール無視で喧けん嘩かを仕掛けるのと変わらなくないですか？」

　俺が指し摘てきすると、千那さんはしばらく考えて再び口を開いた。

「なら、助すけ太だ刀ち」

　まだ穏おん当とう……かな？　でも、それっていいんだろうか。

「聞いた限りだと、一対一で戦わないといけないって規定は、ないんじゃないですか？」

「あー……そういえばそうですね」

　求められているのは、俺が大神と戦うこと、それだけだ。『俺一人で』という条件は付いていなかった。しかし、問題は残る。

「でも、それだと向こうも一対一で戦う必要はなくなりますよ？」

「少なくとも結さんは出てこないんじゃないですか？　大神さんは結さんの代理だって明言されてますよね。だったら、同時には戦えないはず」

「――確かにそうなります、ね」

　結の性格を考えれば、自分で宣言したルールは守るだろう。

　他ほかの神に戦ってもらう――これは確かに盲もう点てんだった。意図的にしろそうでないにしろ、結が見せた隙だと考えていいのだろうか？

「だめだよー」

　しかし今度はてとらさんが反対した。

「お互たがい合意の上で行われている、結君と天人君の私的な賭かけ事ごと――建前がそうなってるから、今のところ干かん渉しようしないんだけど……その中で神同士が戦って大暴れするってことなら、私、止めないといけないんだよねえ、立場上。だって被ひ害がいの出る可能性が無視できなくなっちゃうでしょ？」

　以前に氷室海里がやってきて暴れたときは、千那さん、万那さんと、一応俺、そして亜夜花で取り押おさえた。あれは向こうから手を出だしてきたので、大義名分が立ったのだが、今回は事情が違うということだ。

　あの海里もとんでもない力を持った存在であり、一対一で戦うなんてのは絶対に遠えん慮りよしたい相手だった。そして、大神太陽はその兄なのである。仮に戦闘能力が同程度だとしても俺とは――

（ん――？）

　そこで俺はふと気付く。一つ、大神について引っかかることがあったのだ。

　いやそもそも、考えてみれば俺は相手についてほとんど何も知らない。

　皆みなを見み渡わたして、尋ねる。

「あの、今さらなんですが、《沼に棲まう大狼》大神太陽ってどんな奴やつなんですか？　基本の基本として、まず相手の特とく徴ちようや性格がわからないと、付け入る隙も見えてこないと思うんですけど」

　顔を見合わせる神々たち。

「強大な戦闘力を誇る神。正体は巨きよ大だいな狼。主神を喰うとも言われている。――わかってるのはそれくらいだね。彼かれは実尋市に関かかわろうとしなかった神だから、あまり親しい者はいないんじゃないかな？　ああ、てとらさんは以前に戦ったんでしたっけ？」

　リョウタさんが言った。

「あのときは、逃にげ回まわって諦めるのを待っただけだからねえ、私」

「私とお姉はちょっと喋ったくらいかな。天人は殴り合ったことあるんじゃないの？」

「多分、思い切り手を抜かれてましたし、そんなに話をしたわけでもないですし、あんまり参考には……」

「んー、じゃあ、詳くわしく知ってそうな人に聞けばいいんじゃないかなあ？」

　と、てとらさん。

　大神太陽について詳しそうな人、か。

　まず彼の妹にして現在コミュニケーションを拒否している亜夜花。あいつにもいずれ話はしなければならないとして――今、この場にもう一人、出自を同じくするもの。

　全員の視線がメイド服の少女に集まる。

　難しい話には加わろうとせず、お茶菓子のマドレーヌを囓っていたウルリカは、きょとんとした表情で目を瞬まばたかせた。




「えーと、つまり、太陽さまと天人さま、けんかするのですかー？」

　ウルリカは首を傾かしげた。

「けんかはよくないとウルリカは思うのです」

「俺だってできればしたくないんだけどね……」

「あ、でも『男には戦わねばならないときがある』とも聞いたことあるのですよー？」

「誰だれに聞いたの？　それ」

「太陽さまなのです」

　ウルリカと俺は並んで大通りを歩いている。

　太陽さまと直接お話ししてみればいいのでは？という彼かの女じよの提案により、街に出てきたのだ。よく知る人物なので、ある程度近くに居るならウルリカが臭においを辿たどって見つけられるかも、ということらしい。

　ときどき一いつ緒しよに買い物に出たりするから身に染みているが、ウルリカは極きわめて人目を引く容姿をしている。ふわふわの金髪に人ひと懐なつこい笑顔、止めにメイド服と来ればそれも当然だろう。不用意に尻しつ尾ぽを振ふったり、犬耳を生やしてぴるぴると震ふるわせたりしないよう注意しておかなければならない。

　ちなみに夕食当番は万那さんに頼んできた。かなり面倒くさがってたけど、まあ、引き受けたからにはそれなりにこなしてくれるだろう。

（しかし、こういう部分でも梨玖の抜けた穴を感じるなあ）

　やはりあいつも、立派な寮の一員だったのだ。

　さっさと二本取って結とのゲームに勝てば、梨玖についても何らかのヒントを引き出せそうな気もするけど……それにはまず、明日の対決を乗り切らないとな。

「どう？　見つかりそうか？」

「んーと、においはあるのですよー。たぶん近くに――あ」

　不意に声を上げ、ウルリカが立ち止まる。

　道の向こうに大柄な金髪グラサン姿が渋い表情で立っていた。

「太陽さまだー！」

「あー、じゃれつくな。今は敵同士なんだからよ」

　大神は首に飛びついてきたウルリカをぺりっと引きはがすと、地面に下ろす。

　……そういやウルリカって人間形態でも俺と同じかそれ以上にパワーがあるんだよな。今、大神は易々と扱ってたけど。

「探してるようだから出てきてやったけどよお……何の用だ？　勝負は明日だぜ？」

「話がしたくてさ、ちょっと付き合ってもらえないか？」

　大神はしばらく俺の顔を眺め、やがてふんと鼻を鳴らした。

「なあ、金持ってるか？　小僧」

「は？」

「飯おごるなら、付き合ってやってもいいぜ」




　俺たちは三人で近くのファミレスに入った。

　大神はステーキを五人前ほど注文し、料理が来るなりすごい勢いで豪ごう快かいに食い始める。

　機嫌はあまりよくなさそうだが、何を考えているのかわからないというような薄気味悪さは感じない。つまりは裏表がないのだ。その点についていえば、山中で戦ったときの印象と同じだった。

　俺は無難にパスタをオーダー。ウルリカはハンバーグを嬉うれしそうに食べている。

　しかし、ファミレスとはいえ、ステーキは店一番の高額メニューなわけで――下手したら万札が消えるんじゃないかな、これ。まあ、仕方ないけどさ。

「んで、何の用だよ、名塚天人」

　食事が一区切りついて唇を嘗め回すと、大神はようやく俺を見た。

「俺様はただの護衛と戦闘役だ。頭良くねえし、あのクソ親おや父じと組んでるわけでもねえから、大したことは知らねえぞ」

　まあ、あんまり仲良くはなさそうだよなあ――と、そこでふと思い出した。

「二年半ほど前、氷室結と組んで実尋市に攻せめてきてなかった？　てとらさんと戦ったって聞いたけど」

「組んでねえし、攻め込んだつもりもねえよ。御子神てとらと戦わせてやるってクソ親父が言うから出て行っただけだ。しかも、肝心の御子神は逃げ回るだけで全然戦おうとしやがらねえし……」

　ああ、体よく囮おとりとして利用されたわけか。そりゃ険悪にもなるだろうな。でも――

「なら、なんで護衛を引き受けたんだ？」

「……色々借りとか事情とかがあるんだよ。とにかく、あいつの悪巧みには興味ねえからな。聞いても無む駄だだぞ」

「別にいいよ、それは」

　結のことだから、俺が太陽に接触する程度のことは当然計算に入っているだろう。

　仮に結の計画について何か知ることができたところで、こっちが大きく有利になるような展開にはならないだろうし、最悪、それ自体が罠ということもありうる。

　なので正直に答える。

「勝つ方法がまったく浮うかばないからさ、あんたを知ることで何かヒントでも見つからないかと思って」

「ふーん、勝ちをゆずれって訳でもねえんだな。――ああ、ステーキ五枚追加。ガーリックソースでな」

　店員さんに注文すると、大神は俺に向き直った。

「だからって敵に会いに来るってのは、少しばかり頭が足りてねえんじゃねえの。力の差がわからんわけじゃねえだろうが。即ひねり潰されたって文句言えねーぞ、お前」

「まあ、そうかもな」

　そう言ってことんと皿にフォークを置く。俺が一番に食い終わってしまった。
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「ただ、はっきりした根拠があるわけじゃないけど――その可能性は少ないと思ったんだ。これまで会った感じでは、戦闘は好きだけど無意味な殺しを楽しむタイプには見えなかった。それに、ウルリカが懐いてるみたいだったから」

　わふ？と隣となりのウルリカが顔を上げた。唇の端にデミグラスソースが付いていたので、拭き取ってやる。

　無む邪じや気きでお気楽なだけのようでいて、悪意や害意には敏感なのだ、こいつは。

　過去、氷室海里や氷室結には敵意やおびえを剥き出しにしていた。だが、大神の名前に対しての反応は違った。だから、おそらく大神とはそれなりに会話が成立するのではないかと思ったのである。

「太陽さまはですねー、昔ウルリカが小さいころ寒くてお腹へってたところを拾って、亜夜花さまのところにいられるようにしてくださったのですよー」

　笑え顔がおでウルリカが言う。

「あー、狼は助け合う動物なんだよ。つーか、今はどうでもいいだろ、そんな話」

　大神は眉み間けんにしわを寄せて面倒くさそうに言ったが、どう見てもその表情には照れ隠かくしの成分がかなりの割合で含まれていた。

　――ああ、うん、俺おれの勘は間違っていなかったようだ。

　もちろん、必要以上に馴なれ合うつもりはないけど、結に比べれば何百倍もマシである。

「俺様の情報なら、まず亜夜花にでも聞けば良かったんじゃねえか？」

「このところ、ひきこもってて会話にならないから……」

　一応、帰ったら声はかけてみようと思ってはいるが。

「あー、そういや、そんなこと言ってたな。ぎくしゃくしてるとか。……まったく、あのバカ妹は。で、お前の方もさっさと諦めて会話を投げ出したんだっけか？」

「先延ばしにしたのは否定しないよ。後こう悔かいはしてるけど。……ただ、俺は諦めないためにここに居るんだ。あいつはいつまでも結の影えい響きよう下にいてはダメだ。だから、俺は勝たなくちゃいけない。あいつに『ここに居てもいいんだ』って思ってもらわなくちゃいけない」

「…………」

　大神は値踏みするように俺を見据える。俺は目をそらさずにその視線を受け止めた。

　やがて、大神は肩かたをすくめ、緊張を解いた。

「……ま、いいだろ。腑抜けてるようならこの場で喰っちまってもいいかと思ってたが、ちっとは見込みが残ってるか。減点は取り消してやる。亜夜花にしても、どうせあのアホ親父が何か吹き込んだんだろうしな」

　追加のステーキが運ばれてくる。

「んで、話って何だ？　聞くだけ聞いてやるから食ってる間に説明しろ」

「ちょっと引っかかってることがあってさ。俺はこのあいだ、鬼たちの事件のときにあんたとやりあって、どうにか勝った」

「おい、言っとくが――」

「わかってる。思いっきり手加減してたんだろ。じゃないと勝負にすらならないはずだ。で、あんたのポリシー、こだわりなんだろうけど、多分、一度言ったことは違たがえない」

　あのとき大神は『小指の先程度の力で十分』だと宣言していた。そして、不利になってもそれを貫いた。だから俺は勝てたのだ。

「で、夕方、俺を殴り飛ばしたとき言ってただろ？　『明日、お前とやりあうのは、この水準の俺様だ』って」

「…………」

「あんたの本気はまだあんなもんじゃないはずだ。だとしたら、あの言葉はどういう意味なんだ？　もしかして――」

「ふん」

　大神は鼻を鳴らす。しかし、どこか満足そうな気配があった。気付いたのか、悪くねえな、とでもいうような。ステーキはすでに平らげられている。空になった鉄板を横にどかして、大神はテーブルに肘を突ついた。

「そうだな。理由は知らんがバカ親父からは、お前と戦うとき加減するよう言われてる。とはいえ、それでもお前じゃ到底届かねえくらいのレベルだがな。具体的に言えば――実力の十分の一、まあ一割の力で戦うってこった」

「ちなみにこの間やりあったときは？」

「本来の力の数千分の一以下」

　それでようやく俺といい勝負か。ほんと、絶望的な実力差だな。

「とはいえ、悪くねえバトルだったのは認めてやる。結果については舐なめすぎた俺様自身の責任だ。ただ、今度は一割本気出すから、話はまったく違うぜ？　手加減つっても、お前レベルを相手にするんなら、『跡形もなく消しよう滅めつ』が、『辛うじて原形を止めている』に変わる程度のもんだ。勝ちは動かねえだろうよ。少なくとも、どっかの神の付属物である半天使ごときには覆せねえ差だ」

「うん、まあ……そうかもな」

　そんな展開を望むわけではないが、客観的に判断すれば肯かざるをえない。

　ただ、それが結の指示だということに少し引っかかりを覚えた。何か意味があるのだろうか。いや、あいつの性格を考えれば、むしろ無い方がおかしいのだが――

「で、だ。死ぬのがわかっててマジでやり合うつもりなのか？　お前はよお」

　大神の声に、俺は思考を中断させる。

「まあ、今のところは」

「別に個人的な恨みがあるわけじゃねえから言うけどな、さっさと逃げたほうがいいぜ。俺様は制約の範囲内では全力を尽くすし、それでお前が消し飛ぶとしてもプライドにかけて手を抜くつもりはねえからな。それに――」

　大神は少しためらってから続けた。

「あのバカ妹にしたって、いくらクソ親父から逃げ出したいとはいっても、お前が死ぬことまでは望んでねえだろ。――つーわけで、今さっさと白旗揚げて負けちまえ。明日はその猶予与あたえてやれる自信はねえからよ」

「あのー、太陽さま、じつは天人さまとけんかしたくないのですかー？」

「……黙だまってろ、ウルリカ」

　ウルリカは、はーいと答えて口を噤んだ。

「いや俺だって死にたくはないよ。それに、ここで勝負投げても亜夜花は何も言わないだろうけどさ、でも――」

　そんなのは、何か違う。

　そうすると、何かが壊こわれてしまう。

　ここは、絶対に引いてはいけないところなんだ。

　――根拠といえるほどのものはないが、なぜかそんな気がする。

「俺、負けず嫌ぎらいなんだよ。だからとにかく、ギリギリまで勝つ方法を探してみる」

　内心を解説して説得力があるとも思われなかったので、口に出してはそう言った。

　大神は呆れたような表情をつくり、勝手にしろや、とため息をついた。




　寮に戻もどってくると、落ち着かない様子のコウタが玄げん関かん先さきで歩き回っていた。

　俺たちの姿を認めると、顔を上げる。

「――あ、帰ってきた」

「ただいまなのですー」

「ただいま。もう夕食は終わったのか？」

「う、うん……」

　んじゃ、悪いけど食器の片付け始めといて、と俺はウルリカに頼む。はーいと小さなメイドさんが駆けて行くのを見送り、ふとコウタが何か言いたげな顔をしていることに気が付いた。

「どうした？」

「あの……何か、手立ては見つかった？」

「どうだろ。一応、大神には会えたんだけど」

「勝てそう？」

「勝つつもりだよ。どうにかしてな」

　笑って言うと、コウタは明らかに気分を害した様子で俺を睨にらみ付つけた。

「そういうお気楽な目標を聞きたいんじゃない。勝つための具体的な方策はあるのかって訊きいてるんだ。――ちゃんと、無事に戻ってこれるの？」

「…………」

　言葉に詰まる。子ども扱いや安易なごまかしを許容してはくれなさそうだった。

「悪かった。――一応まあ、ヒントらしきものはあるんだけど、正直なところまだ勝ち目は見えてこないな」

　この時点で俺が勝利への手がかりかもと考えている要素は、二点。

　一点目。大神には俺の奥おくの手を見せていないということ。

　先刻、大神は『一割の力でも勝ちは動かない』と言っていた。ぶん殴なぐられた実感として、その評価は概ね正しいと思う。

　ただし――俺の奥の手、唯ゆい一いつ神しんの代行者としての力を考慮に入れなければ、の話だ。

　俺は神の代理人として創られた種族の血を引いており、唯一神と契約している立場である。そのためごく短時間だけ、神の力を借りて自分の能力を大きく底上げできる。

　扱いが難しく、下手をすれば自分自身をも消し飛ばしてしまうためあまり使いたくはないが、間違いなく俺の最大の武器だ。

　そして前回大神と戦ったときは、事情があってこの能力を使っていない。知られてはいるのかもしれないが――即そく座ざに対応できるものでもないはずだ。

　では、仮に俺がこの切り札を使ったとして、一割の大神に勝てるか？

　――答えは否。そこまで強い力を使えば、俺の体の方がもたない。

　一いつ瞬しゆんの隙を見つけて、俺という器が崩壊する限界まで力を高め攻こう撃げきを叩たたき込み、それでダメージを与えられるかどうかというところだろう。つまり、思い切り運が良くて相討ち。それが現状での俺の力だ。ここから勝ちに繋げられるのだろうか？

　勝利への手がかり二点目。結が大神に手加減を命じているということ。

　その意図はどこにあるのだろう？

　奥の手を使えば最良で相討ち、奥の手を使わなければ確実に負け。大神はなかなかに厳しい相手だ。というか、勝利は絶望的である。

　もし『工く夫ふうと努力で勝てるかもしれない』という希望をちらつかせるのが目的なら、もっと大神の力を制限させないと意味がないだろう。

　ならば、戦いによって周囲へ被害が出ることを恐れているとか？

　いや、結がそんなことを気にするとは思えない。そもそも長時間にわたって互角の戦せん闘とうが繰り広げられるならともかく、手加減しようがしまいが周囲がどうこうなる前にあっさりと決着がつくのは間違いないのだ。逆に手を抜かず一瞬で葬ってしまえと命じるほうが理に適っているだろう。

　やはり手加減する狙いは見えない。

　そして思考はここで行き詰まる。

「まあ、もう少し時間があるから、考えてみるよ」

「あのさ……死ぬかもしれないんだよね？」

「かもな。でもまだ負けと決まったわけじゃない。あの氷室結なら、どこかに勝ちの可能性を置いておくだろうしな。お前も同意見なんだろ？　夕方の会議でそう言ってたし」

「た、確かに言ったけど、あれは言ってみただけで――ってか、結局、勝ちの可能性が見つからないんだったら意味ないよ。なんでそんなに落ち着いてるの？」

「そういえば……なんでだろうな？」

　自分でもかなり不思議だ。

　結に会って、自分の間抜けさ無能さを突きつけられたときはかなりみっともなく動どう揺ようしていた気がするのだが、あれからたった数時間しか経たっていないのに、今はずいぶんと気持ちが落ち着いている。それでいて結に立ち向かう意志が衰えたわけではない。

「……負けるのわかってるのに、退かないんだ」

「退かないというか、今はまだそのときじゃないと思うだけだよ。俺のこういうときの勘はよく当たる」

「もし相手に殺されるまで〝そのとき〟がこなかったら？」

「そりゃ……」

　死ぬのだろう。人間よりは頑丈だとはいえ、所詮は半はん端ぱ者ものだ。不滅の存在には遠い。怖くないわけではない。

　でも、今のところそれが手を引く理由にならないのも確かだ。

　そもそも『殺されるまで』退かないんだったら、行き着くところは死しかないだろう。コウタらしくもない、非論理的な問いだと思う。

「明日、行かないでほしいってボクが頼んだら……きいてくれる、かな？」

　コウタは真剣な顔で、袖そでを掴つかんできた。

　嬉しくもあるし、申し訳なくもある。

　俺も茶化したり逃げたりせず、真剣に答えた。そうする義務があった。

「――すまん。危ないのがわかってても退けないときってのは、やっぱりあるわけでさ。多分、今がそうなんだ」

「…………」

「まあ、無事帰ってこれるよう努力はするし、そうなるように応援してほしいな」

　これが、今、俺の示せる精一杯の誠実さ。

　コウタは何か言おうと口を開き、そのまま、何も言えずにうつむいて――また顔を上げ、潤んだ目で俺を睨み付けた。

「――天人のバカぁ！」

　語彙の豊富な彼女らしくない平凡な言葉を残し、コウタは駆け去っていった。

　コウタが俺のことを気にかけている――先日、透夏ちゃんからそんなことを聞いたのを思い出した。

　……ああ、心配をかけるってのはこういうことなんだな。俺はため息をつく。

「ごめんな」

　届かないのを承知でコウタに謝あやまって、俺は自分の部屋に向かった。
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　ドアを開けて中に入ると、パソコンに向かっている亜夜花の背中が見えた。

　ここ最近お馴染みになった光景だ。俺が部屋に入っても視線を向けず、声をかけても返事をせず、もちろん亜夜花から話しかけてきたりもせず――全身で俺を拒きよ絶ぜつしている。

　そして、俺もいつからかコミュニケーションの努力を止めてしまった。

　諦めなければ何かが変わったかもしれないし、変わらなかったかもしれない。いずれにしても、今、悔くいても始まらない。

　そのときそのときで悩なやみながら、選び取っていくことしかできないのだ、俺には。

　一つ息を吐はき、俺は小さな背中に向かって口を開いた。

「色々動きがあったんでまとめて伝えるぞ。結とのゲームの二本目なんだけどな」

　やはり反応はないが、気にせず続ける。

「大神太陽と命がけで殴り合うことになった」

「――――！」

　亜夜花は弾かれたように振り向いた。愕がく然ぜんとした顔で俺を見る。

「ああ、なんだ、やっぱり聞こえてるんだ」

「え、あの……太陽兄さんまで、来てるんですか？　しかも殴り合う？　どうしてそんなことに？」

「成り行きというか……ちょっと判断ミスった。まあ自じ業ごう自じ得とくかな」

　久しぶりに会話が成立したな、と思いながら俺は苦く笑しようする。

「笑い事じゃないでしょう！　あなたは、あの人のことを知らないんです。太陽兄さんは、戦うことしか頭にない――」

「知ってるよ。戦ったことも一度ある。もう、ほとんど冗じよう談だんみたいな手抜きをされた状態だったけどな」

　そう、最初のチャンスはあのとき。

　あの事件のあと亜夜花と色々話し合っていれば、情報の行き違ちがいは起こらなかったはずだ。大神太陽というのがどういう存在なのか、俺は知ることができていただろう。もっともそれをさせないために、結が亜夜花へ圧力をかけていたのだろうが。

「大神とはさっきもちょっと会って話をしてきた。個人的には嫌いじゃないけど、いったん戦えば情けをかけてくれるような性格じゃないよな、あいつ。まあ多分……無事じゃいられない」

「勝負になるわけないです」

「うん、俺もそう思う。ただ結の指示で、俺の死体が消し飛ばない程度に手加減はしてくれるそうだけどな。一割程度の力だって」

「なんでそんなに呑のん気きなんですか！　私が、私が、何のために――」

　……ああ、やはりそういうことか。

　亜夜花は結に利用されることを恐れたのだ。だから俺と極力かかわらないようにした。

　そして結はそこを逆手に取り、亜夜花と普ふ通つうに接していれば回避できるはずのトラップを仕掛けた。

　卑ひ怯きようとは言わない。しかし、吐き気けがするほどの悪意を感じる。

「天人さん、もう選せん択たくの余地はありません。結とのゲーム、放棄してください」

「みんな同じことを言うなあ。で、お前はどうするんだ？」

「私は――私は父のもとに戻ります。それで全部終わりです」

「お前自身の気持ちはどうなるんだ？　帰りたくないんだろ？」

「私のことはどうでもいいでしょう！」

　亜夜花は声を荒あららげた。

「どうしてそう無む謀ぼうなんですか！　天人さん、死ぬんですよ？　わかってるんですか？」

「……珍しいよな、お前が感情的になるのって」

　視線を険しくして何か言おうとする亜夜花を制し、俺は言葉を続けた。

「さっきコウタにも怒鳴られたんだ。あいつがあんなになるのも、滅多に見られるもんじゃない。まあ、俺がそれだけ心配かけてるってことなんだろうけどさ。――気付いたんだけど、誰かのことがすげー心配で気に掛かかってるときって、感情が簡単に理性や理り屈くつを越こえてしまうんだよな」

「何を他人事みたいに――」

「違う」

　俺は強く言った。気圧されたように亜夜花は黙る。

「そうじゃない。他人事じゃないから気付いたんだ。――俺が無謀なゲームに挑んで、命が危険なのに降りる気になれないってのはさ、やっぱ、心配だからなんだよ。家出娘むすめや、ひきこもりのことが。何のこたない、俺も、亜夜花やコウタと同じなんだ」

　笑ってみせる。

「『私のことはどうでもいいでしょう』って言ったよな。そんなわけない。もう一度訊くぞ。おまえ自身の気持ちはどうなるんだ？　帰りたくないんだろう？」

「…………」

「そこを解決できないと、俺は止まれないんだよ。何で俺はこの勝負を投げ出さないんだろうって自分でも不思議だったけど、やっとわかった。俺の大事な奴らが心配で、理性や理屈のブレーキが壊れてしまってるから、もう、ゲームから降りられないんだ。――俺が試合放ほう棄きして結が勝って、お前が出て行ったとする。俺は殺されないで済むだろうさ。でも、お前はどうなる？」

「私、は……」

「ずっと結から解放されないだろ？　物理的な意味じゃなく、心もさ。何をしても逃れられない。何をしても無駄。だから従うしかない。――そんな呪縛に囚われ続けることになるんじゃないのか？」

「だって……だって、実際、全部無駄だったじゃないですか！　どう足あ掻がいても、結局、彼の思い通りになるだけだったんですから……」

「それは正しくない」

　俺は断言した。

「ここ最近、あの野や郎ろうのことをずっと考えてたからさ、わかるんだよ。あいつの価値観が。何でも思い通りになるなら、あいつの言う〝面おも白しろい〟は成立しない」

　意外性を尊ぶ結なら、結末が見えているイベントには興味を示さないはずだ。

「あいつがお前を縛り付けて楽しんでいるからこそ、そこから逃れる方法は必ずある。そして、俺とのゲームに興じてるのなら、俺が勝つ方法も必ずあるはずなんだ」

　面白いという概がい念ねんは、すなわち無限の可能性のことだ、とあいつは言った。思い通りの未来しかないなら、それは無限とは言わない。あいつの言うゲームの楽しさも成立しない。

　つまり氷室結が絡からんでいる以上、氷室結の予想しえない展開は必ず存在しうるということだ。

「だから、俺は勝って『結には逆らえない』と主張するお前の間ま違ちがいを証明する。そして、それはお前が怯おびえきってる今、このときでなければいけない。――そういうことだよ」

　結に言われた通り、亜夜花との距きよ離りを開くままにしていたのは失敗だった。

　しかし皮肉なことに、それを指摘され嘲あざ笑わらわれたからこそ、迷いが消えたのだ。自分がなぜ結との勝負にこだわっているのか、誰のために何をするべきか、はっきりと見えた。この点、結に感謝してもいいくらいである。

　失敗したら何度でもやり直せ――かつて俺は偉そうにそう説教したことがある。

　たとえ間違えても挫くじけても諦めず、いつか正しい道を選び取ることができれば、それでいいはずだ。

　自分で言ったことくらい実行できなくてどうする。

「うん、決めた。やっぱ俺、戦うよ。で、お前を奴から解放する。そして可能なら結から梨玖の情報も手に入れて、どこ行ったか知らないけど梨玖も引きずり戻して、必ず前のニュートラルハウスを取とり戻す」







三章　ラストピース







　翌日は土曜日、週末の休日だった。

　特に部活にも入っていない俺は、午前中に寮りようの片付けや掃そう除じをすませ、午後はのんびりと自分の時間を楽しむことにしている。

　――が、残念ながら、今日はそういうわけにいかない。

　俺は靴くつを履くと、振り返った。

　時刻は午前九時半。寮の玄げん関かんまでみんなが見送りに来てくれている。

「ファイトなのですー」

　状況をわかっているのかわかっていないのか、明るくウルリカが言う。

「無理だと思ったら降参しなよ」

　と、いくらか不ふ機き嫌げんそうに万ま那なさん。俺は肯うなずきを返す。

　実は本心は違う。確かに戦意がなくなれば大おお神がみはあえて殺しはしないだろうが、いざとなったら降参すればいいや、で勝機が見えるとは思えない。そもそも降参を口にする余よ裕ゆうを与えてもらえるかどうかも微び妙みようだろう。

　万那さんは最後まで、俺が戦うことに反対した。昨夜、無茶はしないということでようやく説得することができたのだ。

「でもさ、せめて立会いくらいは……」

「ダメだよ、万那ちゃん。これは天たか人と君の戦いなんだから、天人君一人で行かないと。火種になるから、『天てん秤びんの会』として関わっちゃいけないんだよ」

　てとらさんがのんびりと言う。

　万那さんは彼女に何か言いたげな視線を向けたが、口をつぐんだ。

「がんばってくださいね。――ああ、兄様もがんばれと」

　携けい帯たい電話を持った千せん那なさん。

「まあ、死なないようにね。無事帰ってきてくれると、コウタも喜ぶ」

　と、リョウタさん。

「……そういえば、そのコウタはどこに行ったんですか？」

　朝食の席でも見かけなかった。どうも昨日のやり取りが尾を引いているようだ。

「部屋にこもってるね。声はかけてみたんだけどな。もう一度呼んで来ようか？」

「いや、いいですよ。帰ってきたらまた会えるんだから」

　危険は覚かく悟ごしていても、死にに行くつもりはないのだ。そう、俺は絶対に帰ってくる。

　そして――やはりというか、亜あ夜や花かの姿もなかった。

　昨夜、久しぶりに会話が成立したのだが、それが済むとまた元に戻ってしまった。今朝も部屋を出るとき声を掛けたのだが、まるで反応なし。

　でもまあ、いい。言うことは言ったのだ。

　フィジカルもメンタルもコンディションは良好。何とか策も練った。あとは、俺が結ゆいを出だし抜ぬくだけだ。

　そして亜夜花を結から解放し、梨り玖くも必ず探し出す。

「じゃ、行って来ます」

　そう明るく言って、俺は寮を出た。




　　　　　◆　◆　◆




　私の身柄は私の持つ唯一の交こう渉しようカード。だから慎しん重ちように切るタイミングを計っていた。

　自分を差し出すに際して、天人さんたちの安全や結に手を引かせることなどを要求する算段を立てていたのだ。交渉ごとであの父神相手に優位を確保できるとは思えないが、私にできることはもうそれしか残されていなかった。

　――いや。これは自分に対する言い訳にすぎないだろう。

　ずるずると決断を先延ばしにしていたのは、結局のところ私がここを離れがたく思っていたからに他ほかならない。

　でも、それもおしまい。

　天人さんが太たい陽よう兄さんと戦う羽目になったことで、もう猶予はなくなった。すぐに私自身を提供し、この馬ば鹿かげたゲームを中止させなければならない。他に手はない。

　――なのに、また、迷いが生じている。




　天人さんが寮を出発する気配がした。

　戦いが始まるまで、あと半時間。それまでに結論を出さなければ。

（……信じて、いいんでしょうか？）

　天人さんが勝てば、確かに私は結の呪縛から自由になるのだろう。

　助けて、と言えば、全力で助けようとしてくれることも疑いない。

　そう、私は彼かれの心を信じている。けれど――彼の力を信じ、甘えてもいいのだろうか。下手をすれば命の危険があるというのに。

　信じることを放棄し、私が去ることを決断すれば、天人さんはおそらく命まで取られたりはしない。ただ、私は父神の鎖くさりにつながれたままで、天人さんの傍にも居られなくなる。

　遅おそかれ早かれ、去るしかないと思っていた。

　しかし、昨夜、彼が見せてくれた夢は、あまりにも甘く心地よかった。

　結から解放され、ずっとここにいられる。それはなんて幸せなことなのだろう。

　問題は――その実現のために、天人さんの命をチップとして賭かけなければいけないということだ。

　だから堂々巡めぐり。

　私は椅い子すの上で膝ひざを抱かかえる。

　どうする？　どうすればいい？

「――ずっとそうしてるつもりなの？」

　突とつ然ぜん、背後から声。

　視線を向けると、少年と見紛うような短髪の少女が立っていた。

　コウタさんが魔ま術じゆつで空間に通路を開け、部屋に姿を現したのだ。

「……勝手に入らないで下さい」

　彼かの女じよは私の抗こう議ぎを無視した。

「亜夜花はただ座すわってるだけなの？」

「…………」

「ボクは嫌いやなんだ、そういうの。ただ部屋にこもって待ってるだけなんて耐たえられない」

　彼女もずいぶんと変わった。というよりは、変えられたのか、天人さんに。

　――まあ、私も人のことは言えない。

「加勢、するんですか？」

「……違う。護まもるんだ」

　護る？　私は眉まゆをひそめる。

「昨日話しててわかった。あいつ、多分、自分が死ぬ可能性を無視してる。度が過ぎた楽天家で死ぬことを想像できないとか、そういう意味じゃなくて――自分の命より、目的の方を優先しようとしてるんだ。危ないよ、あれ」

「…………」

　目的――太陽兄さんに勝ち、結に勝つこと。

　勝利か、自分の命か。二者択一なら、勝利を優先するということ――なのだろうか。

「人のために一生懸命になりすぎて我を忘れるんだよ。亜夜花も喋ったんだろ？　あいつ、冷静に見えたか？　いや、表面的にそう見えたかもしれないけど、どこかに感情が先走っているような、そんな様子はなかった？」

　思い出す。

『誰だれかのことがすげー心配で気に掛かってるときって、感情が簡単に理性や理屈を越えてしまうんだよな』

『俺の大事な奴らが心配で、理性や理屈のブレーキが壊れてしまってるから、もう、ゲームから降りられないんだ』

　――どう、なのだろう。

　力は確かに神々に劣おとる。でも心はずっと強い。私はそんなイメージを天人さんに持っていた。彼は、他人のためになら、どこまででも勇敢になることができる。

　どこまででも、際限なく――そう、自分自身が死に至るまで？

「それだけ亜夜花や梨玖が大切で、だから頭にきてるんだよ。この寮の連中はみんな死から遠い。だから、天人の危うさを見落としている」

　コウタさんは、ここで唯一の純じゆん粋すいな人間だ。見え方も違うのだろう。

　そして半分人間である天人さんも、コウタさんに近い存在。その命は本来、脆い。

「――ねえ、亜夜花はどうなの？　このまま、天人に死んで欲ほしいの？」

「…………」

　それでも私は無言。彼女はため息をつく。

「もういい」

　そう言い残してコウタさんの気配は消えた。

　どうするつもりだろう。いや想像はできるけど……彼女の力であの二柱の神に、何かできるつもりなのだろうか。才能豊かな魔ま術じゆつ師しとはいえ、か弱い人間でしかないのに。

　いや――無力なのは私も同じ、か。

　だから、結には逆らえず、差し出せるものが自分自身しかない。




　昨日、天人さんが言ってくれたこと、本当に嬉うれしかった。

　私は彼の傍にいたい。

　でも――どうやらそれは叶かなわないようだ。

　私の選ぶべき道は決まった。




　　　　　＊　＊　＊




　指定された場所に到とう着ちやくすると、結と大神がすでに待っていた。

「んー、いいねえ。決闘って雰ふん囲い気きだ」

　のんびりと結。対して大神は苦い顔をしている。

「ほんとに来たのかよ……」

「約束だからな」

「正直迷惑なんだよ。俺様はな、楽しめねえバトルが何より嫌いなんだ。ぶっ殺される覚悟はあるんだな？」

「……一応ね」

　怖くないわけではない。しかし、諦あきらめてはいない。どこかに勝利につながる道があるはずなのだ。ギリギリまでそれを探す。

　俺の持っている手札は三つ。

　常人を凌ぐ身体能力。重力操作。そして、唯一神の力。

　とはいえ相手は大神太陽。俺程度の運動能力はまったくアドバンテージにならないだろうし、重力操作も以前対戦したときに知られている。

　やはり切り札は三番目、唯一神の代行者としての力。

　俺は二通りの使い方を想定していた。

　まず、とにかく手を尽つくして、大神に全力の一いち撃げきをぶち込む正攻法。

　相討ちでも取れれば、少なくとも俺おれの負けにはならない。その結果、仮に俺が死んでも、ゲームは結の一勝一分。二本先取という勝利条件を満たさないまま、お流れということになる。後は寮の誰かが事を収めてくれるだろう。

　もう一つは、開始と同時の奇襲。大神に――ではなく、結に、だ。

　結が勝負の舞台から退場せざるをえなくなるくらいのダメージを負えば、ゲームは不成立。負けそうになったとき盤をひっくり返すのに等しい行こう為いだが、少なくともそれを禁じるルールは、俺たちの間に定められていない。

　この場合の不確定要素は大神の動きだ。大神が結に好意的でないのはわかっている。しかし、同時に護衛という役目も任されているのだ。はたしてどちらに転ぶか。

　いずれにしろ、それなりの確率で俺は命を落とすだろう。できれば避さけたい事態ではあるが……ゲームを降りるという選択がない以上、リスクは受け入れるしかない。

「んじゃ、やるか」

　大神が面めん倒どうそうに言いながら、進み出た。

　一方、結は下がりつつ、俺に声を掛ける。

「おーい、遺言はいいのか？　寮の連中に伝えるくらいのことはしてやるけど？」

　俺は無視した。

　集中しなければならない。開始と同時に、唯一神の力を開放するのだから。

　さあ、標的はどちらにする？　大神か？　結か？

「先手取らせてやるよ。おら、こいや」

　余裕の表れか、大神は構えもせずに告げる。

　俺は細く長く息を吐きながら極限まで心を研ぎ澄ます。

　そして――異変に気付いた。

「…………」

「どうしたよ、おい、小こ僧ぞう。まさかこの期に及んでびびってんじゃねえだろな？」

　苛いら立だち混じりの声。

　しかし、俺は返事をすることすら忘れ、ただ呆然としていた。

　腹の中からなんとも言いようのない感覚がせりあがってくる。これは、驚おどろきか、焦りか、それとも恐きよう怖ふか――

　唯一神の力を開放することが、できなかった。

　力の源への接続が、まったく感じられなくなっていた。

　そう、俺は――いつの間にか、俺の上位に立つ存在から、切り離されていたのだ。

「おや、おやおやあ、アクシデントかあ？　んん？」

　結が楽しそうに声を上げた。

「名な塚つか天人、もしや、お前……御み子こ神がみてとらに裏切られちゃったりしてねえか？」




　　　　　◇　◇　◇




「さあて――どうなるかなあ」

　てとらは応接室のソファーに腰こしを下ろし、呟つぶやいた。

　先ほど、天人との接続を切り、力の供給を完全に遮しや断だんした。

　これで天人はてとらの代行者としての権限を喪失し、その力を利用することはできなくなったわけだ。

「『どうなるかなあ』――ってのは天人のこと？」

　いつの間にか、部屋の入り口に万那が立っていた。

　疑わしげに目が細められている。友好的とは言いがたい表情だった。

「ん、何か御ご用ようかな？　万那ちゃん」

「――訊きたいことが幾いくつかあったから、お話をしに来たんだけどね」

　ゆっくりと歩を進める万那。

「とりあえず、今やったことの説明から聞かせてくれないかな？　天人との接続を切ったんだよね？」

「そうだね」

　てとらはのんびりと肯く。

「あの子には私の代行者としての役割を与えてたんだけど、それを今、解いた」

「天人が最大の武器を失うことを承知の上で？」

「もちろん」

「それは天人を切り捨てたと解釈してもいいのかな？」

「…………」

　てとらは微笑したまま、答えない。

「一応さ、あたしもあんたを信じようと思ったんだよね。だからギリギリまで待った。なのにあんたは結局動かなかった。しかも天人を切り捨てた。できれば、納なつ得とくのいく理由を聞かせてほしいもんだけど」

「んー、『信じようと思った』ってことは、疑いを持ってたのかなあ？　いつから？」

「梨玖が居なくなったとき、かな。最初に違い和わ感かんを覚えたのは。――あの子、過去にやらかしたことで『天秤の会』預かりの身分になってたよね？　内面の安定性でも、吸きゆう血けつ鬼きとしての成熟度でも、まだまだ解放できる段階にはなかったはずなんだけど」

「まあ、そうかもねえ。ようやく学校に行けるかどうかって、感じだったし」

「あたしは可愛がってたつもりだよ。天人さえ絡まなければ、素す直なおでいい子だったしね。でも――この街の秩ちつ序じよを乱した咎とが人びとなのも事実なんだ。それを、本人が出て行きたがってるってだけで解放したの？　『天秤の会』の長が？　果たすべき責任はどこに行ったんだろうね？」

「……疑った理由は、それだけ？」

「まだあるよ。梨玖があれだけ傾けい倒とうしていた天人に連れん絡らくの一つも寄越さないというのが、まず不自然。そして、ウルリカの鼻や、コウタの魔ま法ほうにも反応しない。寮を出て行った梨玖の痕こん跡せきが、まったく辿れないんだ」

　万那はゆっくりと歩を進め、てとらの側面に回る。

　てとらは特に反応を見せず、表情を変えることもない。

「あたし、あの子たちの能力を過小評価してないんだよね。じゃあ、なぜ梨玖の存在を探さぐれないのか？　リョウタも力を貸そうとしてなかった。他の場合ならともかく、コウタが困っているときにあいつが敢あえて中立を保とうとするのは変だ。だから、何かが裏で起こっていて、リョウタはそれを知っていたんじゃないかな、と思ったんだけど。――梨玖、最後にあんたに相談に来たんだよね？」

「うん。それは間違いないよ」

「単刀直入に訊くね、御子神てとら。――羽は村むら梨玖をどうした？　あの子はまだこの世に存在しているのか？」

　巨きよ大だいな木ぼつ剣けん――〝反発するものアイムール〟がてとらに突きつけられていた。

　答えを待たず、万那は続ける。

「あんた、あたしたちが天人に力を貸そうとするの、かなり嫌がってたよね。色々理屈をつけて、止めさせようとしてた。色々な面から判断するとさ――天人と天人に関かかわる者、つまり、梨玖や亜夜花を、まとめて処分したがっていると考えれば、つじつまが合う気がするんだ」

「どうして、私が天人君たちを処分したがるのかなあ？」

　てとらは動じた様子もなく、ただ小首を傾かしげる。

「結が言ってた通り、なんだかんだで、天人の存在って大きくなっちゃってるんだよ。だから、弱点として機能してしまう。狙われれば、たやすく『天秤の会』全体が浮き足立つ。現にそうなってるしね。『お手ごろな攻めどころ』と言えるかもしれない」

「それは戦神としての視点かな？」

　問われて、万那は小さく肩かたをすくめた。

「あんたの中にだってそういう性質は含まれてるでしょ、《全能なるもの》。――で、あんたは、この機会に病巣を取り除いてしまおうと考えた。手術して切り取ってしまうみたいにね。それが組織としての『天秤の会』の強度を保つために、必要だと判断したから」

　そこでふう、と息をつく。

「あたしの推測は以上。――何か間違ってた？」

　てとらは少し何かを考えるように間を置き、そして口を開いた。

「万那ちゃんは――天人君が大切なの？」

「出来の悪い弟子だけどね。あいつだけじゃなく、梨玖や亜夜花も大切だ。だから、あんたが切り捨てたいというのなら――あたしはためらいなく、敵に回るよ」

「……うーん、なかなか順風満帆とはいかないか」

　てとらは天を仰いで苦笑し、そして万那に視線を戻もどした。

「とりあえず、最初に訂正しておくね。あのねえ、万那ちゃん、さっき『天秤の会』の強度を保つとか言ってたけど、私にそんな意図はないんだよー」

　笑え顔がおで続ける。

「だって『天秤の会』なんてのは、ただの道具でしかないんだから」




　　　　　＊　＊　＊




「アレの神話を紐解けば、どんな神かは容易にわかるだろうがよ。御子神てとらと呼ばれ、お前らの首魁におさまってるあいつ、伝説の中でどれだけの人間を殺してきたと思う？」

　結は楽しそうな表情で言う。

「オレなんか足元にも及およばない気まぐれエゴイストなんだぜ？　まさか、お前はそんな奴やつを信しん頼らいしてたのか？」

「…………」

　俺は答えなかった。

　結の声は聞こえている。しかしその言葉の意味を、混乱した脳が処理しきれないのだ。

「シンプルに言おうか。――お前、切り捨てられたんじゃね？」

「切り捨て、られた……？」

「『天秤の会』は結構微妙な立ち位置だからな。揉もめ事ごとを起こしたという記録は残したくない。で、全部名塚天人個人の独走なんですだから適切に処理しておきました、ってことにすれば、『天秤の会』とオレが事を構えたという事実が消える。ついでに、青臭い理想のまま暴走して火種になりがちだった熱血半天使も消える。一石二鳥」

「てとらさん、が……？　そんな……」

　確かに、何を考えているのかよくわからないと思ったこともある。

　でも、俺が亜夜花や梨玖のことで悩んでいたとき、人と人外を共存させていく理由について語ってくれた。『人に向き合い、関わり合い、対立ではなくその中に溶とけ込んで生きていく幸福を知ることができるように』――と。

　あのときの言葉が嘘うそだったとは思えない。

「じゃあ、なんで今お前、力を取り上げられてるんだ？」

「…………」

　何も言い返せなかった。

「おい、いつまで意味わからんことくっちゃべってんだ。俺様が退屈だろうがよ」

　大神が口を挟はさんできた。

　俺が今ここに居るのは、大神と戦うためだ。

　だが、気持ちが奮い立たなくなっていた。力だけでなく、戦意まで失われつつある。

　だめだ、こんなことでは――死ぬ。無む駄だ死じにしてしまう。

「まあまあ、もう少し話させろよ」

　大神にそう言うと、結は俺に向き直った。

「最後になりそうだから、羽村梨玖がどうして出て行ったのかについても教えてやろうか？　お前、気にしてただろ？」

「あ、そ、そうだ、梨玖――」

　思考能力が戻ってきた。そう、あいつにいったい何があったのか、それを俺は知らなければいけない。

「お、少し気力が回復したか？　よーく聞いとけよ。――羽村梨玖のアイデンティティはお前に拠っていた。『名塚天人はすばらしい人であり、自分は彼を好きであり、よって自分は彼の意志を何よりも尊重する』って具合にな。『たか兄のために存在する自分』を設定し、そうあることを快楽だと定義すれば、あらゆる痛みを無効化できる。自分個人の苦痛は『たか兄』に関係ないからだ。だから羽村梨玖にとっての利益不利益は、羽村梨玖自身にとっては無意味であるという、面白い状態になっていた」

　結は続ける。

「さて、そんな梨玖がお前の傍に居られなくなるのは、どういうケースか？　まず考えられるのは、『自分の存在がたか兄の不利益になる』と判断したとき。ただし、この場合お前に黙だまっていなくなることは考えられない。なぜならお前の不利益かどうかを最終的に判断する権利は、お前にしかないからだ。少なくともあいつはそう思考する」

　それは……確かにそうだろう。

「なら、該当するのはもう一つの場合。行動原理に疑問が生じたとき、自分そのものが揺さぶられたときだ。すなわち――『たか兄のための自分』なるものは本当に存在するのか？　自ら創つくりだした虚像ではないのか？　ということに思い至ったケース」

「…………」

　ひどく不快な感覚が胸の奥おくから這い上がってくる。だが、俺は口を挟まず続きを待った。

「先日、オレが軽くちょっかいを出したんで、羽村梨玖の歪な部分は寮の面々に明らかになった。お前もその危うさには気付いていたよな？　である以上、『正面から向き合わなければならない。それが自分の義務だ』とお前は考える」

「そ、それはそうだけど、俺は、まだ――」

　まだ、梨玖に何も話していなかった。

　好意を寄せられるのは素直に嬉しい。俺だってあいつが大切だ。だからこそ、あいつは俺じゃなくあいつ自身のために生きるべきなんだと、そう思っている。

　――でも、俺がそこに踏ふみ込む前に梨玖は居なくなったのだ。

「同じように考える奴が、もう一人居たんだよ。真実を梨玖に突きつける役の候補は二人、オレはそう予想していた。一人はお前、もう一人は――」

「……亜夜花か」

　その通り、と結は笑う。

「お前に心当たりがないなら、亜夜花がその役を果たしたんだろ。あれはひねくれてるように見えるけど、意外に単純かつ真まっ直すぐな性格でね。梨玖の歪ゆがみに気付いたのなら、それを本人にぶつけずにはいられねえよ。特に亜夜花にとっちゃ、不純で許しがたいことに感じられるだろうしな」

　俺の居ないところで衝突があった、のか。

　そうだ、梨玖が失しつ踪そうした直後、確かに亜夜花はそんなことを言っていた。

「名塚天人の傍らに侍る羽村梨玖に対し、氷ひ室むろ亜夜花は疑問を突きつけた。『それは本当に名塚天人のための感情か？　欺瞞じゃないのか？　好意ではなく、単なる利己的な逃とう避ひ、思考停止の類なのではないか？』。そして梨玖はその指し摘てきの正しさを認め、自分の感情がニセモノであることを自覚し、姿を消した。――推測だが、いきさつはこんな感じかね」

　そして梨玖が姿を消した後、亜夜花は俺と結のゲームの内容を知り、すべてが結の思惑のうちであるということに気が付いた。だから、もう誰とも関わらないことにして、自分の心を閉ざした。父神の影かげに怯えながら。

　――そうか。ようやく全部繋がった。亜夜花のあの態度の理由が完全に納得できた。

「その後、梨玖がどこに行ったのかオレは知らねえよ。まあ、いずれにしても、責任者として御子神は把は握あくしてるはずなんだけどな。案外あいつ自身が追い出したか、あるいはもう不要だとして処分してしまったか」

「そんな……」

　ばかなことが、と言いかけて、俺自身もてとらさんから切り離されたのだということを思い出す。

「まあ、いずれにしても、だ。お前、自分と羽村梨玖の間に何か絆や愛情的なものがあると感じていたなら、それは錯さつ覚かくだったってこった。不幸だったあいつは、自分を慰なぐさめるための道具にお前を利用していただけ。狂きよう信しんという麻薬で、心を麻痺させてただけ。お前に想おもいを寄せたのは単なる手段であって、そのこと自体に価値はない。ついでに言えば、相手がお前である必要性もなかったんじゃねえか？」

「…………」

「さて、現在に話を戻そうか。名塚天人は御子神てとらに見放され、梨玖に去られ、亜夜花にも背を向けられた。――じゃあ、お前、今、何のために戦っているんだろうな？」

　少なくとも、亜夜花をこの父神から解放してやりたいと思っていたのは確かだ。そして、そこからまた以前のニュートラルハウスを取り戻せると信じていた。

　――以前のニュートラルハウス？

　それは、本当に存在していたのか？

　俺にだけ見えていた、幻に過ぎなかったのではないか？




　　　　　◆　◆　◆




『あ、そういえば結さんと会ったときに、『転化してから誰かに吸血衝しよう動どうを感じたことがあるか？』って訊きかれたんだ。ちょっと引っかかってるんだけど、どういう意味だか亜夜花ちゃん、わかる？』




　――なぜ、この部屋を去ろうというときに思い浮うかぶのが、梨玖さんとの会話なのだろうか。

「……分岐点、だったんでしょうね」

　私は呟き、ため息をついた。

　楽しい記き憶おく、嬉しい思い出はもちろんある。でも、心に強く刻まれるのは、やはり後こう悔かいや心残りなのだろう。

　あのとき、私は何と答えたのだったか。

『確証はありませんけど、推測できることはあります』

　そう、確かそんなことを言った。そして続けて――




「あなたは、個人として天人さんに好意を持っていないんですよ」

「え…………」

　梨玖さんは絶句して、目を瞬まばたかせた。ややあって、口を開く。

「……え、えっと、そうなの？　だって、私、こんなに――」

「不死の眷けん属ぞくに飢え死にはありません。よって、吸血衝動というのは食欲の代替ではないんです。それは、子を成し、子孫を残したいという本能」

「つまり……食欲じゃなくて、性欲に近いとか？」

　私は肯いた。

「だから普ふ通つう、親しい存在、愛している存在に対して強く発露します。あなたは天人さんに対しても、吸血衝動を覚えないんですよね？」

「そう、だけど……」

「ということは、天人さんはあなたにとって親しい存在ではなく、愛してもいないということになりますね」

「…………」

　珍しく梨玖さんが戸と惑まどっていた。その光景は私の嗜虐心を刺し激げきした。

「あなたの中のそれは本当に天人さんへの好意ですか？　天人さん以外では代用が利かないものですか？　あなたは何か別のものを天人さんへの感情へ摩り替えてませんか？」

　思い返せば、このとき私は優越感を覚えていたのかもしれない。

　だって、私はずっと彼女が羨うらやましく、妬ましかったのだから。

　『無私の愛』を捧げられる彼女を見て、なぜ自分はああなれないのだろうと思おもい悩なやんできたのだから。

「あなたは自分の痛みを殺すため、天人さんを利用してるだけじゃないですか？　つまりそれは――」

　醜みにくい私は、続けた。

「愛情じゃないんです」




　その日、梨玖さんは居なくなった。

　私は後悔した。心の底から。

　そして、結と天人さんの賭けの内容を聞いて、さらに打ちのめされた。

　天人さんたちは必死に行ゆく方えを探しているが、未だ手がかりすら見つかっていないらしい。

　全部――私の責任だった。




　――だから。

　私はやっぱり天人さんと居てはいけないし、この寮に住まう資格も持っていないのだ。

　ウルリカを呼んで、あの忌まわしい父神のもとに帰ろう。

　最後に天人さんの助命を乞い――そして、それで彼のことは忘れる。

　難しいことではないはずだ。彼と出会う前の自分に戻ればいいだけなのだから。

　うん、今、この瞬しゆん間かんまで未練がましくしがみついていたけれど、ようやく気持ちに整理がつけられた。

　夢の終わり――だ。

　――と、そのとき、携帯電話が鳴った。

　そういえば……これも天人さんと梨玖さんがやり取りしているのを羨んで購入したのだったな。今となってはどうでもいいことだけど。

　無視しよう……と、思ったが、電子音は暴力的な勢いで私の鼓膜を乱打し続ける。

　ため息をついて手に取った。携帯電話を開き、ボタンに指を添そえ――そこで液晶に表示された発信元の番号が目に入った。




　　　　　＊　＊　＊




「さーて、オレの話は以上だ。何か言うことはあるか？　名塚天人君」

「…………」

「無いようだな。――太陽、いいぜ？」

　その言葉と同時に、頬ほおに強い衝しよう撃げきを感じて吹ふき飛とばされた。

「――んだよ、その気の抜けた顔はよ」

　吐はき捨すてるような大神の言葉。

「てめえ、今、敵に向き合ってんだぞ？　わかってんのか？　前回はもちっとマシだったろうが」

　膝が笑っているが、どうにか立ち上がることはできた。

　頭が吹き飛んでいないということは、十分に加減されていたのだろう。

　えーと、確かもともと一割の力で戦うという制限があって、今のはさらにその一割といったところか。つまり、本来の力の一〇〇分の一。

　せめて殺すに値あたいする敵になれよ、という大神なりの叱咤かな。手は抜かないと言っていたけど、存外甘あまい。

　――でも、二度目はないだろうな。

　そう、今現在、俺は生命の危機に直面している。生き残るには死力を尽くすしかない。それはわかっているのに……戦意が、戦うための気力が一向に芽生えてこなかった。

　俺はぼんやりと、近づいてくる大神を眺ながめている。

「……まったくやる気なしかよ。あー、つまんねえ。だから親おや父じと絡からむの嫌なんだ」

「嫌がるのは勝手だが、仕事はちゃんとしろよな」

「わかってるっつの。――おい、名塚天人、動くなよ。痛み感じる暇ひまもなく、終わらせてやっからよ」

　がっしりとした腕うでが振ふり上げられた。あと一秒もしないうちに、俺は肉塊へと変わるのだろう。俺は無感動にその運命を受け入れ――

　その瞬間、大神に大きな火球が直撃、上半身が炎に包まれた。

「え――？」

　状じよう況きようがつかめず、間抜けな声を上げる俺。

「天人！　離はなれて！」

　叫び声が聞こえ、反射的に俺は飛び退すさった。

　そして、小こ柄がらな影が、俺を庇かばうように前に立つ。

「……コウタ？」

　少女は俺を一瞥し、そして少し離れたところで状況を見守っている結に視線を向けた。

「加勢しても文句はないよね？　一対一って決まりはない。そしてボクは人間だから、神々の争あらそいを禁じる協定にも抵触しない」

「ああ、その通りだよ、お利口な乱入者ちゃん」

　結はからかうような口調で言った。

「途中参加を認めようじゃねえか」

　そう、確かにそれはルールの盲もう点てんなんじゃないかと話していた部分だ。

　万那さんは神であるために争いを禁じる協定にひっかかったが、コウタの乱入を禁止する条件は存在しない。もっとも、考こう慮りよに値しないという判断から、誰もこんな事態を話題に挙げなかったのだが。

　――まったく、幼い人間の少女が神に喧けん嘩かを売るなんて、誰が想定できただろう。

「おい、コウタ――」

「自分の命を軽視すんなバカ！」

　怒鳴られた。

「死んでもいいの？　無事に戻るよう努力するってボクに言ったのは……嘘だったの？」

「それは……」

　言葉に詰まった。嘘をついたつもりはなかったけれど、確かに俺は、生きて帰ることを諦めた。非難されても仕方ないだろう。

　――いや、今はそれどころではない。早くこいつを戦場から遠ざけないと。

　だが、大神の立ち直りは早かった。

「……ぬるいぜ、おい。こんな火じゃカイロの代わりにもならねえ」

　上半身が一回り大きくなり、剛毛で覆われている。半獣化していた。服は燃え尽きたようだったが、その毛皮には焦げ跡一つ付いていなかった。

「無む謀ぼうさに敬意を表して受けてやったが、この程度かあ？　おいガキ、殺し合いに割って入ったからには、当然殺される覚かく悟ごもあるってことだよな？」

「…………当たり前だろ。こいよ狼おおかみ野や郎ろう」

　勇ましい台せり詞ふとは裏腹に、コウタの体は震ふるえていた。奥おく歯ばをかみ締めて、悲鳴をこらえているのがわかる。

「――ふーん、いい顔するじゃねえか」

　大神が大きく裂けた口元を吊り上げて笑う。

「殺し合いってのは公平だぜ？　強けりゃ他ほかの奴を踏みにじって生き残れる。弱けりゃあっさりと死ぬ。敗北の恐怖を乗り越こえて挑んでくるってんなら――お前も対等の敵だ」

「コウタ、下がれよ！　お前じゃ――」

「……何とか時間稼ぐから、自分を立て直して」

　同時に、姿が掻き消えた。

　魔術師は常人の理解の及ばない不思議な術を使うことができる。

　空間を渡りながら、コウタは自分の知る限りの魔ま術じゆつを行使し続けた。光の矢が、炎の槍が、次々と大神に襲い掛かり、間断なく閃光と轟音を発生させる。

　しかし――

「……ぬるいっつってんだろうが。これで全力か？」

　大神は微動だにしていなかった。

　基本的に人間の魔術は神々の奇跡の模倣にすぎないのだ。まがい物が本家の圧あつ倒とう的てきな力に及ぶはずもない。

「く――っ！」

　さらなる攻こう撃げきを加えようとし――そしてコウタは目を見開く。

　大神が地面を蹴けって一いつ瞬しゆんで彼かの女じよの眼前に移動したのだ。

　それでもパニックに陥らなかったのは大したものだった。即そく座ざに獣人の顔面に炎を叩たたきつけ目潰し。大神のサングラスが溶けて吹き飛ぶ。

　その隙すきを突ついて、コウタは空間を跳ぼうとした。が――

「あ――」

「んな手品で俺様がどうにかできるかよ」

　巨体に似合わぬ鋭さで繰り出された大神の爪が、正確にコウタの服を引ひっ掛かけ、小柄な体を宙吊りにしていた。

「あのな、敵の動きを見てるのは目だけじゃねえんだ。戦場に身を置いてる奴は、臭いも音も、空気の動きさえ、読み取って利用する。――今はな、勝負をかけるべき場面だったんだよ。逃にげを考えず、至近距きよ離りから全身全霊の一撃で俺様の頭を吹っ飛ばそうとしなきゃいけなかった。そうすりゃ怯ませる程度はできたかもな。残念ながら、お前には経験が足りなさ過ぎた」

　そして大神はもう片方の腕を振りかぶる。コウタの顔が恐怖に凍った。

「くそっ――！」

　あれこれ考えている余よ裕ゆうはない。俺は地面を蹴って飛び込んだ。大神の脚、頭、そしてコウタを捕らえている腕に連撃を浴びせる。

「すっこんでろや、負け犬」

　側頭部に衝撃。大神の挙動はまったく視認できなかった。

　バックハンドブローを受けたと認にん識しきできたのは、吹っ飛ばされて地面に這いつくばってからのことだった。

「く……あ…………」

　視界がぐらぐらと揺れている。天人！と叫ぶコウタの声を、朦朧とした意識の中で聞く。

　――早く、立って戦わなければ。

　あんな少女に叱咤され、身代わりに体を張らせ、それでも気力を取り戻せないんだったら、俺にはもう生きている資格すらない。

　しかし焦あせる気持ちとはうらはらに、体はなかなか言うことを聞かない。回復までおそらくほんの数秒。しかし、大神がコウタに止めを刺さすには十分すぎるだろう。

　だめだ、コウタを、助けないと――

　早く……早く――！

　…………。

　――どのくらいの時間が経過しただろうか。

　不思議なことに、いつまでたっても悲鳴や血飛沫が上がることはなかった。

　ようやく体を起こした俺の視界に映ったのは――いつのまにか現れた優美な影が、大神の腕を押おさえている光景だった。

「……乱入の多いバトルだなあ、おい」

　大神が言う。振り上げた腕は止めたのではなく、止められたのだ。

　兄貴、とコウタの唇くちびるが動く。

「現在、僕ぼくとコウタの間には召還による契約関係が成立してるわけでね」

　リョウタさんは普ふ段だんと変わらない表情のまま、大神に語りかける。

「君の定義に従えば、僕も手品の一部ってことになるのかな。――さて、手品にどんなことができるか、試してみるかい？」

「…………くは、おもしれえ」

　狼おおかみの口が喜悦の言葉を漏らし、耳元まで裂けた。笑ったのだろうか。

「ようやく手て応ごたえのありそうなのが来たじゃねえか」

　コウタの体がこちらに放ほうり投げられる。俺はあわてて受け止めた。

　ギリギリの緊きん張ちようと恐怖の中で戦っていたのだろう、真っ青な顔で荒い息をついているが、怪我は大したことなさそうだ。小さな体をぎゅっと抱きしめると、無言のまま震える手でしがみついてきた。

　――よかった。本当に、よかった。

　ただ、まだ勝負は終わっていない。

「リョウタさん、あの、手を出だして大だい丈じよう夫ぶなんですか？　協定は……」

「知ったことじゃないね」

　《無価値なるもの》の名で知られる悪あく魔まは、あっさりと答えた。

「僕にとっての優先順位は別にあるから。――乱入自体に文句はないんだろう？　結君」

「もちろん。太陽も全力でやるといい」

　結は肯うなずいた。

「そうこなくっちゃな」

　大神の猛々しい笑顔を見て、俺は今さらながら気付いた。

　手加減宣言は俺に対してのみだった。リョウタさんには適用されない。

　桁外れの力を持つ『人ならざるもの』同士が全力で衝突すれば……実み尋ひろ市しはどうなる？
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　俺はこれまでに垣間見てきた神々たちの力を元に予測する。あの常識外れな力を考えれば、ここから市街地までの距離なんてあってないようなものだ。余波が及ぶのは避さけられない。まず確実に犠ぎ牲せい者しやが――いや、最悪街が丸ごと消し飛ぶかもしれない。

　向こうで結が楽しげな表情を浮かべている。

　そうか――これも想定した事態の内か。

　となると、他者の介かい入にゆうできる余地を残したのはわざとだったのだろう。自分は直接手を下さず、破は滅めつ的てき結果をもたらすことができる。

「……天人、兄貴に任せて、ここを離れよう」

　腕の中のコウタが俺おれを見上げた。

「もう、手を出せる状況じゃない。巻き込まれる」

「…………」

「天人、お願いだから……」

　コウタ自身は魔術を使えばすぐにでも退避できる。こいつは、俺の身を案じて留まってくれているのだ。

　しかし、俺は肯くことができなかった。

「いや……だめだ」

「天人！」

　だめだ。ここで戦うのは、俺じゃなけりゃだめなんだ。

　俺が戦って、勝たなければいけないんだ。さもないと、街も俺の居場所も何もかもが消えてしまう――

　俺はコウタの体を、そっと地面に下ろした。

「コウタ、リョウタさんも、聞いてくれ」

　声を張り上げる。

「不ふ甲が斐いないせいで、迷惑掛けた。ホントにごめん。――でも、これは、俺の戦いなんだ。だから最後まで、俺が戦い抜かないといけない。大神太陽の相手は、俺だ」

「ふむ、つまり、僕はお呼びじゃないから、手を引いて立ち去れと？」

　大神と対たい峙じしながら、リョウタさんは言う。

　あるいは不遜で身の程知らずなのかもしれないが――俺は、ゆっくりとその言葉を口にした。

「いえ、力は貸ります。リョウタさんもコウタも、俺の戦いを見守って――そして、信じてください。俺が必ず勝つって」




　　　　　◇　◇　◇




「ただの道具でしかない、ね」

　万那は神器を突きつけたまま、てとらを睨にらむ。

「それは『天てん秤びんの会』なんか潰れても別にいいってことかな？　あたしは人間が好きだし、人との共存にも賛成する。『天秤の会』もバラバラだったけど、天人のおかげでいい感じにまとまってきた。あたしは嬉うれしかったけど……あんたにとってはどうでもいいことだったわけだ」

「んー……」

　てとらはふわりと微ほほ笑えむ。

「やっぱり、天人君って信頼されてるんだよねえ、みんなから」

「答えになってない」

　万那は苛いら立だったように足を踏み鳴らすが、てとらは意に介した様子もなく続けた。

「結局のところ、私たちも世界のシステムの一部であり、ルールに縛られる存在である。人を凌駕する存在でありながら、人に形作られ、人なくしては存在できない。そう考えると、不安定なものだよねえ」

「だから話を変えるなって――」

「ねえ、万那ちゃん、神って何だと思う？」

　臆面もないマイペースぶりだった。

　万那はため息をついたが、話を進めるためか諦あきらめたように答えた。

「信しん仰こうされる存在」

　てとらは満足そうに微笑む。

「そう、信じられること。それが神であることの条件の一つだよね」




　　　　　＊　＊　＊




　ぱちぱちぱち――

　拍はく手しゆの音が山中に響ひびく。

　ややあって手を止めると、結は口を開いた。

「信じてください――かあ。信じろ、信じる――うん、いーい言葉だ。『俺を信じろ』とお前は他者に要求する。そこには責任を負うという決意、そしてそれに足る存在でありたいという意思が感じられる。でもな――二つほど質問がある」

　質問？　俺は眉まゆをひそめる。

「一つ、神ではないお前は、神に勝つことはできない。絶対に、だ。――この差をどうやって埋うめるつもりだ？」

「…………」

「そしてもう一つ。お前自身は他者を信じてるのか？　――なあ、御子神てとらに見放され、羽村梨玖に去られ、亜夜花に背を向けられてなお、お前は誰だれかを、何かを信じられるのか？　まだ『天秤の会』やその高こう邁まいな理想を信じ、そのために戦うのか？」

　俺は少し考え、頭を掻き、そしてふう、と息を吐いた。

「……別に答えてやる義理もない気がするけどな。あのな、信じる信じないってのは損得勘定じゃないだろ。裏切られたりしたら確かに傷つくけど、それがなんで他人を信じない理由になるんだ？」

「…………」

「得をしたいから信じるんじゃない。信じたいから、信じるに足ると思ったから信じるんだよ。それでもし裏切られたのなら、落ち込んで、反省すべきは反省して、何か教訓を得る。そしてまた信じればいい。それだけだ」

「……なるほどね」

　結は面白がるような表情を崩くずさず言う。

「これだけ裏切られても、まだ戦うつもりだと」

「勘かん違ちがいすんなよ。別に俺はてとらさんや梨玖や亜夜花に裏切られたと思ってないから」

「――あん？」

「亜夜花はお前の差し金だろ？　てとらさんや梨玖の事情はよくわからないけど、何かそうしなきゃならない理由があったんだろうさ。お前がもっともらしく語った推測と解説よりは、俺は自分の接してきたあの人たちを信じる。『信じるに足ると思ったから信じる』ってのはそういうことだよ」

　綺麗ごとではあるかもしれない。誰もがそんな風に割り切れたら、挫ける人間なんて存在しないだろう。現に俺だって心が折れかけていたのだ。

　でも、コウタは俺を命がけで助けてくれた。そのことが、あの寮りようで過ごした俺の数か月間を肯こう定ていしてくれた。胸を張って俺は間ま違ちがってないと言える力をくれた。

　だったら、今、俺は結の戯言を全力で否定しなければいけない。力の差に打ちのめされて、意地と見栄しか残っていなくても、だ。その程度のことができなくて、どうしてコウタの勇気に報むくいてやれる。

「――まあ、いいか。天人君を信じよう」

　沈ちん黙もくを破ったのは、リョウタさんだった。まったく体重を感じさせない動きで後方に下がる。コウタも少しためらった後、小さく肯いた。

「美しき信頼関係というところかな」

　結は揶揄するように言って、唇を歪めた。

「でも、お前、まだ一つ目めの質問に答えてないよな？　もう一度問おう。――神との力の差をどうやって埋める気なんだ？」

「…………」

　俺は答えない。

　返答に窮したのではない。今この瞬間を結が楽しんでいる以上、それを可能にする道は確実に存在する。そして俺は正答を――とは言えないまでも、おそらくはそこに至る鍵の一つを既に手に入れている。

　その効果を測っていたのだ。

「んなの、やり合えばわかんだろ」

　大神は軽く言って、踏み込む。そして右の拳こぶし。

　ガードは辛うじて間に合ったが、俺は体ごと飛ばされ、地面を転がる。

「――――ぐっ！」

　俺は素早く跳ね起きた。受けた左の腕がずきずきと痛む、が――

「一つレベルが上がったじゃねえか。一割の俺様となら、少しは遊べるか？」

　大神はくっくっと声を立てて笑った。

　そう、昨日大神の攻撃を受けたときは、まともに立ち上がることすらできなかったのだ。

　思ったとおりだ。俺は強くなっている。

「誰かに信じてもらうこと、か……」

　それが鍵。

　信じてもらえれば、それだけ強くなれる――神に連なる存在にとって、それは単にメンタルコンディションについて述べただけの言葉ではない。文字通りの意味なのだ。

　――つまり寄せられる信仰に比例して、力を得ることができるのである。

　そして今、リョウタさんとコウタが『戦い勝利する俺』を信じてくれたことで、力が上乗せされた。

　攻撃を食らった左手を軽く振る。もう痛みはない。回復力も高まっている。

　これなら――戦える。

「……さっさと止めを刺さなかったことに感謝するよ」

　大神が最初から殺しに来ていたら、この展開はなかっただろう。

「なぁに、どうせなら、獲え物ものは美味く育ってからの方が食いでがあると思っただけだ。伸びしろのある奴やつは嫌きらいじゃねえし――なっ！」

　今度は左右の連撃が襲い掛かってきた。

　一つ目はかわし、二つ目は受け流して反撃の肘を繰り出す。しかし、受け止められて動きが止まったところに頭突きをもらった。膝ひざが揺ゆれる。

「だが、まだまだ全然足りねえな」

　くそ、強い。

　ああ、言われるまでもなくわかってるよ。俺は未だ、この一割の大神に届いていない。

　しかし、今、辿りつくことのできたのはここまでだ。戦いながら足りないものを探し出すことができるか？

　――いや、やらなければいけないのだ。

　俺は地面を蹴り、大神に襲いかかった。

「惜しいと言ってはやれるが、これはジグソーパズルみたいなものでねえ」

　あっというまに守勢一方に追い込まれ、圧あつ倒とう的てき馬ば鹿か力ぢからを必死に捌く俺の耳に、結の声が届く。

「１ピースすら揃そろっていないまっさらな状態でも、最後の１ピースだけが欠けているあとわずかという状態でも、未完成という点では同じなんだよ」

　実にうっとうしいが、耳を塞ぐわけにもいかない。

　形勢逆転を狙って、無理やり間合いを詰つめる。腕を掴つかみ、重力操作。しかし、密着状態から膝が来た。見事に顔面を直撃。たまらず後退しようとしたところを蹴り飛ばされ、俺は無様な姿で地面に這いつくばった。

「終わりか？　おい」

「……誰が」

　強がりつつ、俺は何とか体を起こし片膝を突く。口の中に砂と血の味が広がっている。

　前回やりあったときにほとんど手の内を見せていたせいだろう、もはや小細工の類はまったく通用しない。

「さてさて、どうやら終幕が近いようだ。名塚天人はわずかな残り時間の間に、見事逆転できるのか？　彼かれを勝利に導くラストピースは存在するのか？　あるとすれば、さあ、それはいったいどこに――」

「ここに、ありますよ」

　少女の声が、結の芝居じみた口こう舌ぜつを中断させた。

　俺は――なぜか意外には思わなかった。こうなる予感を、どこかで覚えていたのかもしれない。

　この場に居ないはずの、でも俺がよく知っている姿。

　巨きよ大だいな灰色の狼犬の背中から、パジャマを着た亜夜花が俺たちを見下ろしていた。




　　　　　◇　◇　◇




「では、なぜ神は人から『信じられる』のかな？」

「……人間より強いからでしょ」

　目的の見えない問答に幾いく分ぶん苛いら立だちながら、万那は答えた。

　太古の昔より、人間は自分たちの力を超えたもの、自分たちの力の及およばないものを神と定義し、崇めてきたのだ。

　てとらは肯く。

「うん、私たちの原点はそこだね。どんな形であれ力のあることが、神の条件。神は強くないといけない。人を超える超自然の存在なんだから。だから――つまり、神を倒せるのもまた神だけってことになるよねえ」

「当たり前でしょ。ってか、それがわかってて半天使の天人を戦いに行かせたの？　しかも力を奪った上で？」
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　半天使は人と人ならざるものが交わることで生まれた存在だ。人ではないが、神でもない。当然ながら、力ある神とやりあって勝ち目のあるはずもない。

　てとらはソファーに背中を預け、息を吐いた。

「――神の従属物であった場合はね、その立場に束縛される。だからまず、そこから解放してあげなければいけなかったんだよ。どうしても、それが必要だった」

「…………？」

　万那は眉を寄せた。何を指しての話なのか、とっさには理解できなかったのだ。

「私という枷を解かれることで、やっと一つ、階梯を上る権利を得る。――さて、万那ちゃんが言ったように神は強くなければいけないよね。じゃあ『強い』っていうのは、どういうことなんだろう？　どう証明すればいいんだろう？　まあ、一番手っ取り早い方法は、他の神様を倒すことだけれども……」

「もしかして、天人のこと言ってる？　でもそれ、無理難題だよね。神を倒す力を得るために、神になりたい。でも神になるには神を倒す力を持ってないといけない」

「んー、そうでもないんだな、実は」

「……どういう意味よ」

「打ち倒たおし服従させる方法は、戦せん闘とうだけだとは限らないということ」

「…………」

　言葉の意味を量りかねた万那は、困惑して口を噤つぐむ。

　てとらは遠くを見る目で続けた。

「だから私は、彼女たちにそれぞれ役目を割り振った。あの子も、ようやく決心がついたみたいだね。――ほら、条件が満ちたよ」




　　　　　＊　＊　＊




「……やあ、我わが娘むすめ」

　最初に声を上げたのは結だった。

「お前も飛び入り希望か？　名塚天人のために太陽と戦うかい？」

「いいえ」

　亜夜花は首を横に振る。

「これでも一応『天秤の会』所属ですし、協定違反を犯す気はありませんから」

「では、オレのもとに戻もどってくる決心がついたってことかな？」

「…………」

　その質問には答えず、亜夜花は灰色の犬の背を降りた。

「ありがとう、ウルリカ。コウタさんたちのところで、しばらく控ひかえていなさい」

　そういって、こちらに歩いてくる。

「お前――」

　俺は口を開いたが、言葉が出てこない。亜夜花はごく自然な様子で、膝を突いた俺の傍らにしゃがみこんだ。

「致命傷というわけではなさそうですね。まだ動けますか？」

「あ、ああ……」

　体力は残っている。もっとも、『動ける』程度では事態の打開はできなさそうだが。

「お前は……何しに来たんだ？」

「助けに来ました」

「――結のところに戻る気か？」

　自分を差し出して、この場を収めようというのだろうか。冗じよう談だんじゃない。

「俺の心配なら……余計なお世話だ。お前が居なくなるんだったら、俺が戦ってる意味もなくなるんだよ。下がってろ」

「……対象が私じゃなくても、同じこと言うんでしょうけどね」

　亜夜花は小さくため息をついた。

「今はそれでいいですよ。それでも私は、この道を選ぶことに決めたんですから」

「…………」

　俺は眉をひそめた。

　何か――雰ふん囲い気きが違ちがう。結の影かげに怯おびえ、俺との会話を断っていた亜夜花とはまるで別人のようだ。

　いや、元に、つまり俺のよく知る亜夜花に戻った、というべきだろうか。

「今までうまく行っていたものだから、過大評価していたのかもしれません。天人さんは厄やつ介かいごとに首を突っ込む性格ですが、無謀な暴走をするわけではない。必ずどこかで問題を解決するための手段を冷静に探っている。――そんな印象を持っていたのですが」

　褒めてるのか、それとも、貶してるのか。

「何のことはない。単に『問題が解消されるまで、死んでも諦めない愚者』だというだけなんですね。今までは問題が片付いたから、死なずに済んだ。そして今回のように、解決できない難問が立ちはだかった場合は……死ぬことになる。だって諦めるって選せん択たく肢しを持っていないんですから。ほんと、極めつけのバカ」

　コウタさんの言った通り、と亜夜花は呟く。

「さて、そういう愚か者に対して、できることは二つあります。一つは死ぬ前に止めること。もう一つは――」

　そこで亜夜花は言葉を切ると、視線を動かして父神を見た。

「お父様、さっき『戻ってくる決心がついたのか』と尋ねましたね。……その答えをお見せします」

　そして、俺の頬を両手で挟み、ぐいと引き寄せ――

「――――――！」

　唇を合わせた。

　愕がく然ぜんと目を見張るコウタと、面白がっているようなリョウタさんの顔が見えた。大神や結は背中側になっていて視界には入らない。少し残念だ。どんな表情をしているのか知りたい気もしたのだが。

　秋の空は高く、抜ぬけるように青く、美しい。かすかなそよ風が肌を撫なでる。

　あまりにも混乱しすぎて、冷静になる――矛盾しているようだが、このときの俺はそんな状態だった。

　いったい、誰が、亜夜花の、こんな行動を、予測できたというのだ。

　――やがて、唇が離れた。ゆっくりと。

「………………芝居、か？」

「…………」

　何を言っているのだこいつは、というように、ぎゅっと亜夜花の眉が寄せられた。

「いや、だって、他にお前がこんな真ま似ねする理由が思い浮うかばなかったから……ほら、結たちを油断させる必要があったとか、だから――あてっ！」

　亜夜花は無言のまま鼻に頭突き。俺は悶絶する。

「お芝居でこんなことはできませんし、お芝居では意味がありません。――必要な儀ぎ式しきの一環なのですよ」

　そして俺の目を真まっ直すぐに見つめながら、静謐な声で言葉を紡ぐ。

「古き我が名、そして氷室亜夜花の名、双方に懸かけて。現在、過去、未来、私のすべてをあなたにささげることをここに誓ちかいます」

「…………」

「言っておきますが、形式にさほど意味はありません。別の言い方をすれば、それが本心である限り、公おおやけになされた宣せん誓せいは効力を持つということです。――つまりは、私はもうあなたのものなので、後腐れないようにしっかりと結から解放してください」

　……悪い、言ってることがよくわからない。

「亜夜花ちゃんは、結君と決別する覚悟を決めたってことだよ」

　リョウタさんが解説を差し挟んだ。

「ま、時間稼ぎはするつもりだったけど、間に合ってよかった」

「…………」

　亜夜花は不ふ機き嫌げんそうな顔をしているが、否定の言葉は発しなかった。

「えーと、単純化するけど……要するに結に勝って追い払えばいいんだろ？　とりあえずは、大神に勝つ、と」

　なんだ、何も変わらないんだ。

　――いや、一つ違うことがあるか。

「なあ」

「……何です？」

「お前は俺が勝てると信じるか？」

「勝てますよ。当たり前です」

　返答に迷いはなかった。

　俺は自分の口元が緩むのを感じた。こいつにそう断言されたことが、なぜかとても嬉しかった。

「ありがとう、亜夜花」

「…………信じて、ここで待ってますから」

　亜夜花はついと目を逸らしながら、そう言った。

　これで一片の迷いもなくなった。

　ふと気付くと、体がずいぶんと軽くなっている。俺はゆっくりと立ち上がり、大神の前に歩を進めた。

　会話している間は隙だらけだっただろうに仕掛けてこなかったのは、圧倒的優位にある余裕の表れか。――いや、むしろ、それがこの男の在り方というべきなのだろう。

「……悪い。待たせた」

「まったくだな」

　大神はふんと鼻を鳴らす。

「で、勝算は立ったのかよ？」

「さあ、どうだろうな」

　ふっきれたからといって神を倒せるほど強くなれるわけでもない。俺には秘められた力もない。一足飛びに半天使という領域を越えて神と呼ばれるレベルに達するような奇跡でもなければ、俺は一割の力しか出していない大神にすら勝てない。

「でも、ま、俺も信じることにしたからな」

　コウタとリョウタさんに信じてもらえたと信じる。てとらさんにも何か考えがあったんだと信じる。梨玖と再び笑い合えることを信じる。俺たちはそうするに足るものを積み重ねてきたんだと信じる。勝てると言ってくれた、亜夜花を信じる。

　そして――俺が俺自身を信じる。

「……くく」

　不意に大神は声を漏らした。俺は眉をひそめる。

「いや、すまん、お前の決意を笑ったわけじゃねえよ。ただ、最後の一片を手に入れたのに、無自覚なんだなと思うとおかしくてな。――いや、むしろ、そういう性格だからこそ、皆みなよってたかってそこまで押し上げたのか」

「……何の話だよ」

　なぜか大神はとても喜んでいるように見える。先ほどまでの不機嫌そうな、あるいは不本意そうな表情は消えていた。

「ああ、気にすんな。経過はどうでもいいってこった。お前が楽しませてくれることを、今、俺様は確信していて、それで十分なんだよ。んじゃ、いくぜえ――おおおおおおおらああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」
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「条件が満ちたって……」

　万那は半ば呟くようにてとらの言葉を繰くり返かえす。

「やっと、わかってきた。そうか、亜夜花が天人のところに向かったのは……」

「亜夜花ちゃんに関しては、まあ、あれだね、惚れた方の負けってやつ」

　てとらはくすくすと笑った。

「いずれにしても、あの子が天人君のものになり、すべてを捧げてもかまわないと本心から思ったのは事実」

　神々の物語というのは、すなわち支配と闘争の歴史を表すものでもある。勝てば支配する神となり、敗れれば支配される、あるいは滅ほろぼされる神となる。他神を打ち倒し従えるというのは、そのまま神の御業として語り継がれる資格を持つ事跡なのだ。

「結果として天人は他神をひざまずかせ支配した、か。――てとら、あんた、さっき神もシステムに縛られているって言ったよね」

「システム、あるいは法則、ルールといってもいいかもねえ」

「で、このあいだ、リョウタが言ってた。『神とそうじゃないものを隔へだてるのは、積み重ねられた信仰、及び顕けん示じされた力の差』だって。つまり、あんたの狙ねらいって――」

「ん……そうだね。この街に来てから、万那ちゃんも含めたたくさんの人に天人君は〝信じられた〟。そして亜夜花ちゃんを従えることで〝力を示した〟。システムによって許容される条件を満たしたなら、私が彼を引き上げることができる。つまり――今なら、私はちょっと無茶な事象の操作、存在の定義そのものの書き換えが可能なんだよ」

　てとらは穏やかに笑う。

「『神ではない名塚天人は、神になる』とね」
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　大神の大きな右拳が俺の頬ほおに直撃。そして――

　二人の体が同時に後ろに弾かれる。

　俺の拳もまた、大神の顔面を捉えていたのだ。

　――互角。

　大神が手加減したのではない。俺の力が、急激に跳はね上あがったのだ。

「く、は」

　大神は笑った。

「いいぞ、もっと見せてみろ。お前の可能性をよお」

「……言われるまでもねえよ」

　俺たちは足を止めて殴なぐりあう。

　大神は強い。一割という制限がありながら、俺の体をズタボロにする勢いで攻こう撃げきを繰り出してくる。骨が軋み、皮膚が裂け、血が弾ける。

　だが、同時に俺の攻撃も大神に届いていた。一発受けたら二発殴る。二発食らったら十発打ち返す。ひるまず、俺はさらに拳を叩たたきつける。

　気分が高揚する。自分でも信じられないほど体が動く。動けば動くほど、なお速く動けるようになる感覚がある。リミッターが外れたイメージ。どこまででも強くなれそうだ。

　常軌を逸した絶好調の理由はわからない。亜夜花のキスが効いたのかもしれない。

　いや――何にせよ、余計な思考は後回しだ。

　俺はこいつに勝つために、全力を尽くす。力を最後の一滴まで絞りつくして、こいつをぶちのめす。

　――そうやって、どのくらい時間が経過したのか。

　もはや痛みは麻痺しているが、ダメージの蓄積は感覚的に理解できる。大神の馬ば鹿か力ぢからで何度もぶん殴られれば、さすがに回復も追いつかない。

　ただ――それは相手も同じだった。

　これまでほとんど傷一つ付けられなかったあの大神が血に塗れ、肩かたで息をしている。

「まだ、だろ？　名塚天人、まだいけるよ、なあ？」

　当たり前だ。

　まだ、まだだ、もっと強くなれる。

　周囲の音も、景色も消えていく。知覚できるのはただ目の前の敵のみ。

　ひたすら殴り、蹴る。次の一いち撃げきが、今の一撃を上回るように。殴りあいながら強く強く成長するように。

　俺の蹴りをガードした敵の、腕うでが折れる。俺の脚も脛から折れたようだが気にしない。

　そのまま、渾身のパンチを叩き込む。狙った頭をそれて肩に当たったが、骨にまで届いた感触があった。こちらの拳も砕けたが、どうでもいい。

　楽しい。あまりにも楽しい。脳が溶とけて液体になりそうだ。

「――――ん！」

「――だ！」

　うるさい。余計な声を掛かけるな。

「天人さん！」

「天人！　ダメだ！」

　黙だまれ。邪じや魔まをするな。俺は楽しんでるんだ。

　自分も相手も、砕け散ってぐずぐずの肉になるまで殴り合って――

　そう思った瞬しゆん間かん――凄すさまじい衝しよう撃げきを胸の中央に食らった。あばらがまとめてへし折られ、肺が破裂したかのような感覚。これまでの攻撃がすべて児戯に思えるほどの、とんでもない一撃。

　俺は吹っ飛び、地面を転がって派手に血を吐はいた。

「か――は……」

　見えなかったが――蹴りを、食らった？

　周囲の景色が戻ってくる。血の気を失った亜夜花とコウタの顔が見えた。さっきの声は、こいつらか？

　俺は――何をやっていた？

「……あーくそ、いい感じだったのに、力に呑まれちまいやがって」

　半獣からいつのまにか人間形態に戻っていた大神が、ゆっくりと歩いてくる。そして動けない俺を引き起こした。

「こういうバトルってのはな、ハートや根こん性じようを直でぶつけ合うから燃えるんだよ。相手の中味すべてをさらけ出ださせて、それをなお上回るから楽しいんじゃねえか。舞まい上がって正気を失った新米の神なんざ、クソ同然だ。――おい、小こ僧ぞう、てめえは何のために強くなりたかったんだ？　自滅同然な殴り合あいで、それは達成できるのかよ？」

「お、俺は――」

　亜夜花を解放してやりたかった。

　『天秤の会』を、あの寮を、護まもりたかった。

　だから、大神に勝って――結にも――

「俺様たちの端っこに加えられたんなら、覚えとけ。目的と存在する意味を見失った神には、何の価値もねえんだよ」

「…………」

　そうだ、目的を、見失うな。

　自己満足じゃ、だめなんだ。

　俺は、亜夜花、を――

「――あ？」

　大神が目を細める。

　残る力の全すべてを振ふり絞って振り下ろしたつもりの拳は、自分でも情けなくなるほどの速度しか出なかった。

　ぺちんと、大神のこめかみに当たり――そしてそれだけだった。

　鼻を鳴らし、大神は俺おれを地面に放ほうり出す。そして――

「俺様の負けだ」

　そう宣言した。

　思わず俺に駆け寄ろうとしていた亜夜花とコウタが、驚おどろいたような顔を見せる。もちろん俺にとっても意外だった。

「……おいおい、太陽、困るなあ。仕事放ほう棄きか？」

　結が言うのも無理はない。大神はまだ明らかに余力を残している。倒れ伏して指一本動かせなくなっているのは、俺の方なのだ。

「二割……いや、三割ってところかね。ラストのは」

　大神が、誰に言うともなく呟く。俺を正気に引き戻した、あの一撃のことだろう。

　――ああ、それで、こいつは負けを認めたのか。

「一割の力でやる約束だったからな。破っちまった以上、しゃーねーさ」

「そりゃオレは一割でやれとは言ったがね、それ以上の力を出したら負けなんてルールはねえぞ？」

「俺様の流儀に反するんだよ。『敗北とは、自分自身を否定すること。そのときまで信じていた己の強さ、知恵、理念、そうしたものの価値を認められなくなること』だっけか？　前に言ってたけど、それがあんたの定義なんだろ？　だから、ここで俺様が自分を曲げて戦いを続行しても、それはやっぱり『敗北』でしかねえんだ。それとも――」

　大神はにいっと笑った。

「あんたの方が自分を曲げ、自分の言葉には価値なしとして、ご大層な敗北論を取り消すかい？　親おや父じ殿。その場合、誰が負けで誰が勝ちなのかねえ」

「…………」

「んじゃ、義理は果たしたからな、俺様はここまでだ」

　踵きびすを返す大神に、細い声が掛けられた。

「あの、兄さん……」

「ああ？　誰のことだよ、兄さんってのは。――お前はもうそいつの物語の一部なんだろ。下らんしがらみなんぞさっさと断ち切って、好きなとこに行っちまえよ」

　背を向けたまま言い、大神は立ち去った。

　亜夜花は言葉を返さず――あるいは言葉を返せず、それを見送っていた。

「わーかった。オレの負けだ」

　沈黙を破ったのは結だった。おどけたように小さく肩をすくめる。

「……一勝、一敗、だな」

　コウタに抱え起こされながら、俺は言った。

　以前であれば死にかねないほどの負傷だったが、この短時間で動いて喋れる程度には回復している。コウタの治癒術も必要ないほどだ。

「あー、そういうこったな。しかし――ふん、お前は自分の身に起こったことを理解しているのか？」

　俺は眉をひそめる。よく意味がわからなかった。

「自覚なしか。ああ、まあいーや。自ら望んで到とう達たつできるものでもなし、おそらくそれが正解なんだろう。三本目に関する話はまた後日でいいな？」

「……まだ続けるつもりですか？」

　亜夜花が口を挟む。

「天人さんにしても、私にしても、もう簡単に弄ばれるような存在ではなくなったのを、理解していますか？　お父様」

「――簡単じゃないから面白いんだろ？　なあ、名塚天人」

　結は唇くちびるの片側だけを吊り上げる、歪な笑え顔がおを浮かべた。

　寒気を覚えて俺は思わず顔をしかめる。

「親のささやかな娯ご楽らくを奪うような残酷なこと言うなよ、我が娘。――んじゃな」

　一転して軽く言うと、結は掻き消えた。

　ひとまず終わった――か。そう思った瞬間、力が抜け、俺は地面に倒れ込んだ。

「……天人君の傷はどうだい？」

「もうほとんど治ってる。――すごいね。何があったんだろう」

　リョウタさんとコウタの会話を聞きながら、俺は強い眠気を覚えていた。力を使いすぎた反動だろうか。

　確かにこの想像を絶するような能力の向上は異常事態だ。俺の体に何かが起きているのは間違いない。それこそ存在自体が書き換わってしまったほどの大事が。

　でも――今の俺には、そんなのよりずっと気にかかることがあった。まだ、寝ねてしまうわけにはいかない。

「……亜夜花」

　俺は寝ころんだまま、傍のパジャマ姿の袖そでを引いた。

「お前、さっき言ったこと、嘘うそじゃないよな？　――結のところに、戻ったりしないんだよな？」

　必死の形相に驚いたのか、亜夜花は軽く目を見張る。が、やがて息を小さく吐いて俺の手を握り返した。

「戻りませんよ」

　わがままな子どもを安心させるような声だった。

「戻っても天人さんの馬鹿は止まらないのがよくわかりましたから。もう、それでいいです。――これから、ずっと、一いつ緒しよですしね」

「よかった……」

　俺は笑う。つられたように、亜夜花の表情もかすかに緩んだ。

「ああ、俺さ……」

「はい？」

「お前の、その顔、大好きだ」

　薄れゆく意識に抗いながら、そう口にする。

　亜夜花は一いつ瞬しゆん固まった後、彼かの女じよにしては珍めずらしいことに目まぐるしく表情を変えたり、つっかえながら何かを言ってきたような気がしたが、それをはっきりと確かく認にんすることなく俺は眠りの園へと落ちていった。
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「――終わったみたいだねえ」

　てとらは言った。

「ああ、もちろんみんな無事だよ。すぐに戻ってくると思う」

　そして目を閉じ、少し疲れたようにソファーに深く体を沈める。

　万那は遠隔視の能力を持たないが、それが事実であることは信じられた。

「……最後にいくつか質問、いい？」

「どうぞー」

「一つめ、なんであたしたちにまで内緒にしたのよ？」

　万那も千那も、てとらの意図を知らなかった。もし、事前に知っていれば――

「ん、知ってたら、多分止めるだろうなあ、と思って」

「…………」

　そうかもしれない。

「一種の賭けだし、天人君に命の危険があることは、変わりないからねえ。心配するのも、無理ないと思うよー」

「……てとらは、危険でもいいと思ったの？」

「天人君自身が戦って勝つことを望んでて、そして私はそれが不可能ではないことを知っていたし……まあ、甘やかさないのも愛情だってことかなあ？」

　万那はため息をついて、続けた。

「もう一つ。天人本人にその具体的な手順を伝えなかった理由は？」

「条件が、意図してそれを満たそうとするとかえって難しくなるようなものばかりだったから。まず、みんなに信じられる。そして亜夜花ちゃんに本心から愛を告白される。――天人君の方に『そうされたい、されなければいけない』という思いがあると、逆に大変だったと思うよ？」

　その正しさを万那は認めた。

「確かに……そうね。そっか、全部計算のうちだったわけか。ほんと、大したもんだわね、あんたは」

「……で、えっと――私の疑いは晴れたのかなあ？」

「…………」

　万那が手を一振りすると、木ぼつ剣けんは宙に溶けるように消え去った。

「ごめん、悪かった」

　そして素す直なおに謝罪する。

「じゃあ、貸し一つねえ」

「……いずれ、何かで返す」

　仲間を思うが故の行動とはいえ、浅慮だったのは確かだろう。致し方ない。

「ちなみに、千那ちゃんはどうしたの？」

「こっそり天人の方に向かってもらった。お姉が天人の身を護り、あたしはあんたを問い詰めて、何か企たくらんでいたら止める役、ね」

　まあ無む駄だな骨折りだったわけだが。ほんと、見事な道化を演じたものだ。

　姉はともかく彼女の携けい帯たいに憑いた兄の方は、あるいはてとらの狙いにうすうす気付いていたかもしれない。

「しっかし、ほーんと、むちゃくちゃするね。新しい神を創つくって《終わらせるもの》に対たい抗こうする、か。秩ちつ序じよを護る仕事はどこいった、って感じだけど」

「あー、そうだねえ。天人君の件にしても、梨玖ちゃんの件にしても、『天てん秤びんの会』の長としては褒められたものじゃないよねえ」

　他人事のようにうんうんとうなずくてとら。

「でもね、さっき言ったように『天秤の会』は、私にとってただの道具なんだよ。ぶち壊こわすことで誰だれかを助けられるなら、壊していい。そういうものだと思ってるよ」

「……かもね」

　そこでふと万那は気付く。

「そういえば、梨玖がいなくなったのもてとらの差し金なんだよね。追跡できなくしたのも。そっちの目的はなんだったの？」

「ああ、それは――」

　てとらが言いかけたところで、万那の携帯が鳴った。

「ちょっとごめん。――ああ、お姉、そっちは――え？」

　万那は軽く目を見開き、通話を切る。

「……なんか、市境に妙みような、嫌いやな感じの集団が確認できるそうなんだけど。一ひ二ふ三み兄が、あんたに連れん絡らくを取って指示を仰げって」

「…………」

　てとらは思案顔になる。

　市境に現れたよそ者。

　万那の脳のう裏りには、あの二年半前の大混乱のことが浮かんでいた。おそらく、てとらも同様なのだろう。

「――万那ちゃん、ちょっと、人数と雰囲気を見てきてくれるかなあ。千那ちゃんと協力して。平和的に行きたいけど……まあ難しいようなら判断は任せるよ」

「了りよう解かい」

　そう言って、万那は部屋を出た。




　万那の姿が見えなくなると、てとらは力尽きてソファーへ体を横たえた。

「うー、しんどい……。どうにか、誤ご魔ま化かしきれた……かなあ」

　右手を上にかざす。肘から先が存在感を失い半透明になっていた。

　てとらは意識を集中させる。徐々にではあるが、肉体が輪郭を取とり戻し始める。

　やがて、腕は普ふ段だんと変わらない姿になった。数度、拳こぶしを握って開いてを繰り返す。よし、問題ない。まだしばらくは持つだろう。

　無茶をした反動なのだ。甘んじて受けるしかない。

「当分は、不穏だろうけれど……まあ、なんとかなるよね」

　いや、なんとかして今度こそ終わらせる。この寮から一二三のような犠牲を出すのはもう御免だ。

　一本取れたものの、結との決着はまだついていない。彼かれもこのまま黙って引き下がるような性格ではないだろう。先ほどの千那の報告も、おそらくは――

　――おそらく、か。

　不意にてとらは可笑しくなる。

　自分はもう《全能なるもの》という異い称しように値しない。森羅万象を見通すだけの力は、すでに失われているのだ。

　ゆえに――万那の言ったように『全部計算のうちだった』というわけでは決してない。

「私も……ただ〝信じた〟だけだったんだよ。天人君と、みんなを、ね」

　その呟つぶやきは誰の耳にも届かず、宙に消えた。
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　氷室結は高層マンションの屋上に立ち、実尋市を一望している。

　街は平へい穏おんだ。――少なくとも今のところは。




　今回、名塚天人とゲームをするに際して、結はいくつもの展開を想定し、網を広く張っていた。事態がどう転んでもうまく立ち回れるようにだ。

　例えば、天人が敗れて死ねば、当初の予定通り『天秤の会』は深刻なダメージを受ける。

　御子神てとらが天人を本当に見捨てていたのだとしたら、その事実を広く喧伝する。

　彼らに仲間割れの気配があるなら、煽って亀き裂れつを拡大させる。

　『天秤の会』の神々の誰かが太陽と天人の間に割って入れば、実尋市全体を巻き込んだ戦せん闘とうとなる。そしてその後、協定を盾にとって『天秤の会』および人間との共存の試みそのものを攻撃する。

「しかし――新しい神を創る、か」

　くくっ、と笑いが漏もれる。

　彼らはいい選せん択たくをした。心からそう思う。

　そう、それは想定していた中で、結にとってもっとも面白い結果だったのだ。それだけに望のぞみ薄うすだと思っていたのだが、名塚天人は見事に神の座へと引き上げられた。

　大神太陽に『一割の力で相手をしろ』と命じたのは、そこが半天使のままでは越えられず、神になって初めてクリアできるラインだったからである。無駄な工く夫ふうに終わる可能性も高かったのだが、天人は期待に応えてくれた。

「舌先三寸で色々揺さぶってみたけど、結果的に全然ぶれなかったんだよなあ、あいつ」

　結と張り合えるような狡猾さはない。何度か打ちのめされ挫けかけたように、脆い部分も持ち合わせている。それでも彼は愚直な歩みを止めず、最後には神として認められる条件を満たしてみせた。実にすばらしい。

　ああ、これで――あの御子神てとらの弱体化が、確実となる。

　神とはいえ、この世界に存在している以上、様々な縛りが存在する。

　あらゆる権能を一身に持つ、唯ゆい一いつなる存在。それ以外の『人ならざるもの』は、手足となる眷けん属ぞくか、もしくは滅ぼされるべき〝魔〟である。

　――《在りて在るもの》は人の信しん仰こうにより、そう規定されている。

　並ぶものが居ないほどの、強力な神。その彼女に課せられた極きわめて例外的な制約が――『唯一神である』ということ。

　つまり、他者を神と認め、神の位に引き上げるという奇跡を実現させるのは、御子神てとらの存在定義に反する自己否定なのである。

　とはいえ現在、天人という存在を書き換えるだけの力を保っている神は、他にいない。

　大神太陽に名塚天人を勝たせるには神にする他なく、天人を神にするためには御子神てとらは己の唯一性を自ら否定しなければならない。これは大きな負荷となる。

　そして――名塚天人は神となってもなお、氷室結の域には遠く及およばない。

　神の末席に連なると認められたとしても、天人の歴史は極めて浅く、積み重ねられた神話もない。まだまだ世界に知られていない新米の神。大神の二、三割の能力というだけでも出来すぎの部類である。

　加えて言えば、これ以上、短期間で飛躍的に力を伸のばす方法も存在しない。

　よって名塚天人は氷室結の脅威たりえないのだ。

　亜夜花が向こうに付くのも想定内。御子神てとらの力を殺そげたことを考えれば、こちらの収支は大おお幅はばなプラスと言っていい。

　結はそう考えている。

「……しかも、まだまだ楽しめそうだしな」

　上じよう機き嫌げんの笑えみ。そして携帯電話を取り出す。

「ゲームの間、寮りようの住人に手出しはしないと言ったけど、実尋市に手出ししないとは言ってないんだぜえ――っと」

　歌うように言うと、彼は携帯から協力者たちに指示を送る。

「ああ、オレオレ。多分そろそろ動いてもらうことになるから。――迅速に動けば心配ない。こないだ、《赤あか帽ぼう子し》のガキを一人送り込んで確認したろ？　この街の治安機構は、のんきな平和主義に立脚してる。――そう、つまり甘ちゃんで、動きが鈍にぶいんだよ」







エピローグ１　あなたのものに







　――天たか人とさんはずっと眠ねむっている。

　太たい陽よう兄さんと戦った後、力尽きて倒れ、そのまま意識を失ったのだ。慌ててウルリカに乗せて連れ帰り、自室のベッドに寝かせて数時間。目を覚ます様子はない。

　リョウタさん曰く、心配はないだろうが、回復までには数日かかるんじゃないかということだった。

　一気に能力が上がり、さらに新しい自分に慣れる間もなく戦いでエネルギーを使い果たす羽目になったわけで、体に掛かった負担は相当なものだったのだろう。

　大事には至らなさそうで少しほっとする。まあ、何かあるたびに大怪我して寝込む人だったし、いつも通りと言えばいつも通りだ。

　そう――存在そのものが変わってしまっても。

　私は天人さんの穏おだやかな寝顔に視線を落とした。

　父神に屈し、ここを去る決意を固めていた私を翻意させたのは、あのときかかってきた一本の電話だった。




『やあ、亜あ夜や花かちゃん、おひさしぶりー……といっても一週間ほどだけどね』

「梨り玖くさん……」

　携帯電話から聞こえた声は、紛まぎれもなく彼女のものだった。

　無視もできたはずなのに、私はなぜ取ってしまったのだろう。後こう悔かいしているから？　負い目があるから？　謝あやまりたいから？

『おや、元気ないね。凹み中かな？　無表情系なのに実は結構感情の浮き沈しずみ激しいんだよね、亜夜花ちゃん。面白いよねー♪』

　気後れは一瞬で吹ふき飛とんだ。

「何の用ですか？　天人さんなら、居ませんが」

『うん。知ってる。今何をしに行ってるのかも、ね。――あ、ちなみに私の方は絶賛自分探し中。一昔前に流行ったよね、自分探し』

「ふざけて――」

『亜夜花ちゃんの言うことが正しかったのかもね』

　私は思わず言葉を飲み込んだ。

『あのときから、私は私がわからなくなった。そりゃそうだよね。たか兄を通して自分自身を認にん識しきしていただけだったんだから』

「…………」

『確かに愛でも恋でもなかったのかもしれない。自分がぐらついちゃった。でもね――』

　その口調は、迷いのない私のよく知る梨玖さんのものだった。

『いくら考えてもたか兄でなくちゃダメなんだ。私の傍に居るのは。居てほしいのは。だから、この点は亜夜花ちゃんの外れ。それでね、私はたか兄のために自分の役目を果たそうと思うの』

　ああ、結局のところ、彼女はどんな状じよう況きようでも自分の道を定められるのだ。それはやはり私にとってはひどく羨うらやましい。

　この劣等感からはずっと解放されない運命なのかもしれないな――そんなことを思いながら、尋たずねる。

「あなたの役目――とは何なんですか？」

『秘密。言っちゃいけないって言われてる』

　私は眉まゆをひそめた。誰に？と問おうとしたが、その前に梨玖さんの言葉が続けられる。

『亜夜花ちゃんにもあるんだよ。亜夜花ちゃんにしかできない、たか兄のための役目』

「え――」

『これも正解を教えちゃいけないルールみたいだから、言わないけどね。その気があるなら頑がん張ばって考えてみて。またみんなで笑いながらお茶でもしようね。たか兄はきっとそういう未来を求めているはずだから』

「ち、ちょっと――」

　だが、そこで通話は切れた。

　彼女は何がやりたかったんだとか、今どこで何をしているのだろうとか、疑問はいくつもあったが……最優先で考えるべきことが一つあった。

　――彼女の言う、私にしかできない役割とは何だろうか。

　結ゆいのもとに帰ることを選んで、天人さんの助命を請う？

　違ちがう。それでは『みんなで笑いながらお茶』はできない。

　梨玖さんがあえてああいう言い方をしたのなら、それは天人さんにとってのハッピーエンドへと至る道、そして気付きにくく、かつ私が自分で気付く必要のあることなのだ。

　――情報が足りない。

　唇を噛む。寮の皆と距きよ離りを置いていたのが悔やまれる。

　天人さんも言っていたように、結が一分の隙すきもない完かん璧ぺきな計画を立てることはないはずだ。必ずどこかに遊びの要素を残す。

　太陽兄さんが手加減を命令されているというのが、そうなのだろうか。

（本来の力の一割、でしたっけ――）

　もちろんこの条件下であっても、天人さんは絶対に勝てない。しかし、一割という具体的水準を設定したのなら、そこには間ま違ちがいなく意味がある。

　多分、天人さんの可能性。そこまでなら、天人さんは強くなれると結は考えている。

　しかし――その方法は？

　太陽兄さんの戦闘能力は『人ならざるもの』の中でもほとんど類を見ないほどのものだ。その一割といえば、神と呼ばれるにも十分に足る領域だろう。

　私が何かの役割を果たせば、そこに天人さんが届く？　だとしたら――




（神の、嘘偽りのない、恭順――か）

　私は天人さんの寝顔を見ながら思う。確かに私にしか満たせない条件だ。

　計算や演技の混じらない、純じゆん粋すいな気持ちでなければならなかった。だから、彼女が色々と言葉を濁にごした理由も、それがおそらくはてとらさんの指示だったであろうことも、今は理解できる。

　結果、天人さんは神となり、私の支配者となった。もう、私たちは以前の関係ではない。

　――いや、実感はまったくないのだが。

「……そもそも、あなたはもう少し喜んでもいいのではないかと思います」

　私は眠り続ける彼に語りかける。

　愛情を根底にした服従――それをかなり直接的な形で示したつもりだったのに。

　大勢見ている前であんな真ま似ねをせざるをえなくて、いや私もそういう行こう為いを望んでいなかったわけではないけれど、本来初めてなら初めてにふさわしいシチュエーションというものがあったはずで、それをあの状況でやったというのはかなりの思い切りが必要だったというのに――

　なんでひたすら戸と惑まどうだけだったのだ、この男は。

　芝居？とか言うし。

　茫然自失から立ち直ったと思ったら、すぐさま殴り合いに行ってしまうし。

「戦わなきゃいけなかったというのは、理解してますけど、ね……」

　太陽兄さんも、天人さんを認めたからこそ、うまく収めてくれたわけで。

　ふと、あの趣味の悪い金きん髪ぱつとサングラスを思い出す。

　――粗暴で反りの合わない兄だと思っていたけど、少し認識を改める必要があるのかもしれない。

　とにかく、私は結から解放され、望んで天人さんに縛られることになった。

　正直、欠点だらけの主だと思う。馬鹿だし、無謀だし、人格者というわけでもないし、力を手に入れたら入れたで振り回されてるし、鈍いし、あんまり人の話を聞かないし。

　でも――いや、だからこそ、私は後悔しないのだろうけど。これからも、ずっと。

「……わかってるんですか？　もう私はあなたのものなんですよ？」

　当然返事はない。

　はあ、と息を吐いて、私は天人さんのベッドに頭を乗せる。顔がすぐ傍に見えた。

　短めの髪かみ。閉じられたまぶたと、意外に長い睫毛。安らかな寝ね息いきの漏れる、薄紅色の柔らかそうな唇。

　なぜか目が離せなくなった。

　――寝てる間に。

　――こっそりと。

　――二度目を。

　そんな囁きが胸のうちから聞こえた。

　……対象者の意思を無視した、卑ひ怯きような所業だろうか。

　いやでも、少なくとも一度目のあの経験よりは、趣あるシチュエーションだし……

　ゆっくりと、感触を、心に刻めそうだし……

　今なら、誰も見ていないし……

「……………………」

　私と彼の距離が縮まる。

　二〇センチ、一〇センチ、五センチ、三センチ、一センチ――

「天人さま、まだおねむですかー？」

　不意に背後から声が聞こえ、私は飛び上がりそうになった。何とか自制できたのは、急激に動くとかえって怪しく見えるという意識が働いたおかげだ。

　努めてゆっくり体を起こし振り返かえる。

　花瓶を持ったウルリカと、その背後にコウタさんの姿があった。

「コウタさまから、お見舞いなのですよー」

　ウルリカは花瓶をベッドのサイドテーブルに置く。綺麗な花が生けられていた。

「庭に咲いてたコスモスだよ。大したものじゃない。――ところで亜夜花」

　コウタさんは疑わしそうな視線を私に向けた。

「今さ……妙に近くなかった？」

「………………何がですか？」

「…………」

「…………」

　先に目を逸らせたら、負ける気がした。

「……にらめっこなのです？」

　ウルリカが私たちの顔を交互に見比べ、不思議そうに首をかしげた。
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エピローグ２　あなたのために







　このところ、ずいぶんと日差しが柔らかくなったと思う。

「秋の訪れってやつだよね」

　などと呟いてみる。

　しかし私は長袖に手袋、日傘という完全防備姿だった。本来、お肌の曲がり角にもまだまだ遠い、ピチピチの女子中学生なんだけどなあ。

　吸きゆう血けつ鬼きの体質上、仕方ないことではある。なりたてのころは日光に触れただけで肌が沸騰するような有様だったから、これでもずいぶん順応してはいるのだ。

　ニュートラルハウスを出てから約一週間、私は市内や市外のホテルを転々としていた。

　――といっても目的無くうろついていたわけではないのだけど。

　正直に言って、亜あ夜や花かちゃんに指し摘てきされたこと――私がたか兄を愛していない――は、おそろしいほどの衝撃だった。

　私はもっともっと多くの人がたか兄を愛するべきだと思っていたし、当然、自分がその一人であることは疑ってもいなかった。その想おもいが私という存在のすべてだった。

　その根幹が揺るがされた気がしたのだ。

　――いや、即そく座ざに反論できなかったということは、どこかで自覚していたのだろうか。

　あのとき、私は自分自身の〝愛情〟について、何一つ亜夜花ちゃんに説明できなかった。少なくともそれは確かだ。

　でも――たか兄に対する感情は、全く衰えていない。相変わらずあの人は私にとっての特別であり続けている。

　愛情ではないなら、この気持ちは――何なのだろう？

　それがわかれば、私はまたたか兄のところに戻れるだろうか？

「……やめやめ。今はここでたか兄のために働かないと。えーと、この住所だと、こっちの方かな」

　私はメモを見ながら道を歩いて行く。

　ちなみに今居るのは実み尋ひろ市し内ないだ。転化後の数か月はほとんと寮から出ない生活をしていたものの、人間時代にはそれなりにアクティブだった私である。土地勘はそれなりに持っている。

　ややあって、私はとある小さなアパートの前で足を止めた。

「ここ、かな。――んー、私、この子は知らないなあ。鬼おにの一族？　名前は果か乃のちゃん、か。苗字はないのかなあ？」

　てとらさんのメモに書かれた情報を見ながら呟く。

　まあ、何はともあれ、まずはご挨拶ご挨拶。

　私は目的の部屋番号を確認し、呼び鈴に手を伸ばした。







あとがき







　どうも、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。７」をお届けいたします。




　今のところこのシリーズは大体三、四か月ペースで刊行しております。作中では一巻から数か月しか経過していませんが、現実世界の方は一冊出るごとにどんどん季節が移ろっていくんですよね。

　本書は夏に書いて秋に店頭に並ぶわけですが、少々手こずったこともありまして、私としては必死に執筆してたらいつの間にか季節が変わっていたという感覚です。

　つまり素敵な夏のメモリーなど全くなし。皆無。ゼロ。

　一方で、ひたすらパソコンに向かい続けたことによる運動不足の影響は確実に現れてます。要するに体重が増加しました。それも無視できないレベルで。

　健康状態に無頓着な私ですがさすがに危機感を覚えたので、この巻の後半はダイエットを敢行しながらの作業となりました。

　やせるための基本は食事制限と運動。

　とはいえ、執筆というのはパーフェクトなデスクワーク。歩く必要すらないお仕事。そのうえ筆が遅く常時締切りピンチ状態の私にとって、運動のためにまとまった時間を取るのはなかなか難しく、結局、食事の制限をメインに考えることに。

　ま、仕事に没頭してりゃ空腹なんて忘れるわな、と軽い気持ちで始めたわけですが――これが甘かった。

　精神状態はだいたいこんな感じで推移します。

１　美味いものが食いたくて、執筆に集中できなくなる。

２　美味くなくてもいいから何かよこせ。さもないと、俺の中の魔が……暴れ出して……

３　はあはあ……くっ、どうにか抑えきったか。こんなことを、あと何度繰り返せば……

４　あ、そういや今日全然仕事進んでないや。

　食事を減らせば、当然体に摂取される栄養も減る。で、真っ先に影響を受けるのが、ブドウ糖を大量に消費する脳なんですね。結果、仕事に集中どころか思考能力さえ怪しくなってくる始末。特に私はファーストフード店やファミレスで原稿を書くことが多いので、かなり難儀な思いをしました。

　さすがに懲りて色々調べましたが、こういうのは適度に食べつつ、ゆるーくながーく続ける方がいいようですね。一時的にやせてもストレスから過食、リバウンドするようなことになっては意味がないですから、一口でも食ったら負け的なオール・オア・ナッシングの覚悟は不要とのこと。

　ちなみにナッシングと聞くと、私は汁気たっぷりの梨をうまそうに食ってる人を思い浮かべます。現在進行形っぽいですよね、ナッシング。梨ｉｎｇ。甘い梨大好きです。他にも秋鮭とか栗とか松茸とか大好きです。食欲の秋です。沢山食べるぞー。

　――あれ、何の話でしたっけ？




　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストのみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。




　次の巻でこの物語も一つの区切りを迎えることになります。

　なるべくお待たせせずに書き上げることができれば。




二〇一二年一〇月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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